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令和5年度稲作期間の気象
1　稲作期間の気象

℃

4月平均気温

平年差十宣,之℃

与月平均気温

平年差十0。2℃

観測場所:新潟県農業大学校(新潟市西蒲区巻甲)

最高・最低気温
6月平均気温

平年差十1,雪℃

7月平均気温

平年差十1。7℃

(前 � �種盛期4/9 ±0コシヒ力男 
移植盛期5/4 
(前年一1コシヒ力男 

育苗期間
前半高温
後半低温
苗質:並-やや良

中干し開始
盛期: 6/10
平年差一1

8月平均気温

平年差十3。7℃
9月平均気温

平年差十3。3℃

7月第5半句~9月第1半句 
高温継続 

幼穂形成期 
早生二6/30(平年差鵜3) 中生二7/10(平年差一3) 

晩生二7/20(平年差±0) 

8/7-11台風6号 
8/14-16台風7号 
8/22-24熱帯低気圧 

に伴う 
フェーン"異常高温 

9月も高温継続
成熟期早まる

出 中 �穂期 
生二了/23(平年差-3) 生二8/2(平年差一2) 

生二8/11(平年差一1) 

成熟期
早生:8/24
中生:9/ 5
晩生:9/17

4月 与月 6月 7月 8月 9月

80
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与0

40
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0

4月平年比
116%

与月平年比
115%

日照時間
6月平年比
宣05句も

植傷み:やや少 
活　着:並-やや良 

7月平年比
143%

8月平年比
17与%

9月平年比
90く弛

¥

7月下旬-8月下旬 
多照 

7月中旬寡照で 
下位簡閲伸長 

4月 与月 6月 7月 8月 9月

6月

害漢書岳

9月



2　県内の作況(北陸農政局新潟県拠点令和5年12月12日公表より抜粋)

(1)令和5年産水稲の作付面積(子実用)は11万5,800haで、前年に比べ200ha減少したo

(2)水稲の10a当たり収量(ふるい目幅1・85皿)は502kgで、作況指数は95となった。

(3)収穫量(子実用)は59万1,700tとなり、前年産に比べ3万9・300t減少した。

(4)作柄表示地帯別の作況指数は、下越95、中越96、上越93、佐渡99となった。

表1令和5年産　水稲作付面積及び予想収穫量 丁コ 区分 �作付面積(子実用) ���10a当たり 収量 (kg/10a) �10a当たり 平年収量 (kg/10a) �作況 指数 95 �収穫量 (子実用t) 591,700 

(ha) �前年との比較 対差(ha) �対比(%) 

新潟県 下　越 �115,800 56,800 �△200 �100 �502 �527 

△200 �100 �517 �542 �95 96 �298,800 196,900 

中　越 上　越 �39,300 14,300 �0 �100 �492 �515 

0 �100 �469 �506 �93 �68,600 

98　　500　　505　99　27,300 　　　　　　　高‾ 
佐　　渡 �5,360 �△100 

壁農　。′茄。公 

※作付面積(子実用)とは、青刈り面積(飼料用米等を含む)を除いた面積

※収量は、農家などが使用しているふるい目幅(1・85皿)べ-スでの数値、収穫量(子

実用t)は、 1.70皿のふるい目幅で選別された玄米の重量
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3　作柄要因図

<収量構成要素>

早生:並

中生:やや少一並
晩生:やや多

*播種盛期、移植盛期

はコシヒカリの実績

<生育の特徴> <収量品質に影響を及ぼした主な要因>

壷当たり籾数
早生:やや多
中生:やや少一並
晩生:やや多

登熟歩合
早生:並

中生:やや良
晩生:やや良

千粒重

早生:やや小
中生:やや小
晩生:やや小

玄米重
早生:並

中生:並
晩生:やや良

播種盛期* 4/9 (前年4/9)

苗質　並へやや良
移植盛期* 5/4(前年5/5)

活着　並へやや良

初期生育　並へやや良
分げっ期
下位分げっの発生:並

最高分げっ期
茎数　早生:やや少
中生:やや少一並
晩生:やや少一並

有効茎歩合
早生:やや高
中生:並

晩生:やや高

穂数　早生:並
中生:やや少一並
晩生:やや多

一穂籾数

早生

中生
晩生

請籾数　早生、晩生:やや多

中生:やや少一並
倒伏　　　少
穂いもち　無一極少

請籾数　早生、晩生:やや多

中生:やや少一並
登熟歩合
早生:並

中生、晩生:やや良

丁語謹諜罪善書鷲書は少
5月は気温が平年並、強風日がやや少

植え傷みはやや少
藻類・表層剥離はやや少
ワキ発生:時期は並、量は少一中

活着後の浅水管理、水更新
深植えほ場は茎数増加の遅れ
中干し適期実施率は52% (前年-1%)

6月の降雨日は少なく、中干し効果大

全量基肥肥料での穂肥成分の早効き

7月の葉色低下に対する積極的な

穂肥対応

葉色低下に対応した積極的な穂肥対応、
全量基肥肥料の穂肥成分の効果

梅雨明け後の高温・多照に対応した穂肥

7月下旬へ8月下旬の多照で登熟向上

開花期の異常高温で不稔籾発生

穂肥対応と頻繁な水の入替で登熟向上

登熟期の無降雨で早期倒伏は少

高温登熟による小粒化

籾数過剰ほ場では小粒化を助長

作況指数　下越95 (北陸農政局公表)

普及センター管内作況(調査ほデータからの推測)
早生:並、中生:並、晩生:やや良

除青未熟
心白粒
背白
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高温登熟(登熟全期間)

多肥栽培による籾数過剰

高温登熟(登熟全期間)

穂肥未施用による後期栄養不足

穂肥対応と適正水管理で後期栄養確保

高温登熟(登熟初期一中期)

多肥栽培による籾数過剰
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Ⅱ　生育の特徴と技術の動向
1　品　種

「コシヒカリ」 「新之助」の作付比率は微増、 「ゆきん子舞」 「こしいぶき」は微減とな

った。 「こがねもち」は前年並みであった。

表1管内における年次別水稲作付品種と作付比率(単位: %)

1位 �2位 �3位 �4位 �5位 

令和5年産 (2023) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �新之助 �こがねもち 

57.8 �15.9 �13.4 �3.8 �2.2 

令和4年産 (2022) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �新之助 �こがねもち 

57.0 �16.6 �14.1 �3.4 �2.2 

令和3年産 (2021) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �新之助 �こがねもち 

55.2 �16.5 �15.8 �2.9 �2.2 

令和2年度 (2020) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �わたぼうし �こがねもち 

56.1 �17.3 �15.1 �　　　● 2.3 �2.3 

令和元年度 (2019) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �わたぼうし �こがねもち 

56.9 �16.6 �16.2 �2.2 �1.9 

平成30年度 (2018) �コシヒカリ �ゆきん子舞 �こしいぶき �わたぼうし �こがねもち 

56.5 �16.9 �16.4 �2.0 �2.0 

※ J Aの出荷契約数量(全品種)から作付面積を推定

(巻農業普及指導センター調べ)

2　育　苗

(1)育苗様式

育苗様式では稚苗育苗が水稲作付面積の99. 7%を占め、そのうち無加温育苗は89. 6%

だった。稚苗育苗は近年ほぼ横ばいで、中苗は採種ほで作期分散のためにわずかに実施さ

れている。

表2　育苗様式の推移　(単位:%)

年度 ��H28 �H29 �H30 �R元 �R2 �R3 �R4 �R5 

育苗様式 ��(2016) �(2017) �(2018) �(2019) �(2020) �(2021) �(2022) �(2023) 

稚　苗　　　’ ��95.0 �95.2 �95.9 �96.5 �97.1 �97.5 �97.0 �99.7 
● 無加温 �93.0 �93.2 �91.8 �91.9 �92.1 �92..4 �91.5 �89.6 

中　苗 ��0.7 �0.7 �0.6 �0.6 �0.6 �0.6 �0.5 �0.3 

(参考)プール育苗 ��2,115 �2,425 �2,414 �2,549 �2,419 �2,354 �2,39O �2,960 

面積ha(%) ��(25.7) �(28.1) �(26.8) �(28.8) �(27.3) �(26.4) �(27.5) �(33.2) 

直播栽培 ��4.3 �4.1 �3.5 �2.9 �2.3 �1.9 �2.5 �1.7 

(巻農業普及指導センター調べ)

ー4-



(2)は　種

は種盛期は依然として早い傾向であるが、経営規模拡大に伴い終期は遅くなっている。

表3　は種時期及びは種量(稚苗　コシヒカリ)

始　期 �盛　期 �終　期 �は種量 

本　年 �4月2日 �4月9日 �4月18日 �154g/箱 

前　年 �4月2目 �4月9日 �4月17日 �155g/箱 

平　年 �4月2目 �4月7日 �4月14日 �150g/箱 

(3)

(巻農業普及指導センター調べ)

※始期は5%、盛期は50%、終期

は95%の実施率になった日

育　苗

4月上中旬の高温傾向から一転して4月　22　日以降低温で推移し、ムレ苗が管内で散見

されたが、平年に比べ、育苗障害、病害の発生は少なかった。

表4　育苗状況(コシヒカリ稚苗)

出芽苗立 の状況 �育苗日数 �苗の素質 �育苗障害 

本　年 �並 �25日 �並一やや良 �やや少 

前　年 �並 �26日 �並 �並へやや多 

(巻農業普及指導センター調べ)

3　耕起一田植え

4月の降雨量は平年よりやや少なく耕起は順調に行われた。

田植え始期及び盛期は平年並であった。また、田植え終期は経営規模の拡大の影響で、

平年より4日遅かった。

植え傷みはやや少で、苗の活着は並へやや良であった。

初期生育は、田植後の温暖な気象により、並へやや良であった。

表5　田植え時期(コシヒカリ)

始　期 �盛　期 �終　期 

本年 �4月29目 �5月4日 �5月18日 

前年 �4月30目 �5月5日 �5月18目 

参考)平年(全品種) �4月29日 �5月3日 �5月14目「 

表6　水稲初期生育の状況

(巻農業普及指導センター調べ)

植傷みの多少 �活着の良否 �初期生育の良否 �草丈の長短 �茎数の多少 

本年 �やや少 �並へやや卓 �並へやや良 �やや長 �やや多 

前年 �やや少一並 �並へやや良 �並へやや良 �やや長 �多 
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4　施　肥

(1) 育　苗

主に肥料配合済みの育苗培土が使用され、施肥量は1箱当たりN成分1・ 3へ1・5gであ

る。また、苗追肥は主に粒状肥料(一部で液肥)により、田植え3へ5目前に窒素成分で

1箱当たり1.5g程度が広く実施された。

(2)基　肥

施肥体系は省力化が進み、全量基肥施肥栽培が71%を占めている。窒素成分の有機質

割合では、化学肥料のみが61%で、有機質割合50%以上は34%であった。

(3)穂肥・追肥

コシヒカリの葉色は7月第5半旬からの異常高温の影響で急激に低下したことから、

全量基肥施肥体系での追肥、分施栽培での3回目穂肥施用が多くのほ場で行われた。

5　地　力

(1)稲わら秋すき込み

稲わら秋すき込みの実施率が前年より0・2ポイント増加した。

表7　管内における稲わらの処理状況(令和6年1月末現在) 

水田還元 ��家畜の飼 料及び敷 �果樹・野菜 等の敷き �焼却 �わら加工 及び販売 �その他 (未処理) �作付面積 (ha) 

稲わら秋 �堆肥 

すき込み ��きわら �わら 
0% �0.0% �58.1% �9,734 

本年 �36.2% �1.8% �1.4% �2.5% 

前年 �36.0% �1.8% �1.3% �2.4% �0% �0.0% �58.5% �9,867 

(巻農業普及指導センター調べ) 

(2)地力窒素の発現

ア　アンモニア態窒素発現量

田植え直後から最高分げっ期頃までのアンモニア態窒素発現量は、 9・ 9mg/100 g

乾土となり、前年及び近年より多かった。

ィ　ァメダス地点(巻)における4月の降水量は67・O皿(平年比74%)と少なかっこ

とによる乾土効果に加え、 4へ6月は高温・多照傾向で推移したことにより、生育

期間前半のアンモニア態窒素発現量が多くなったと考えられる。

表8　密栓チューブのアンモニア態窒素発現量(皿g/100g乾土) 

測定日¥測定年 �本年 �前年 �平年臆 

田植え直後　　　A �1.9 �2.3 �2.3 

6月30日ころ　B �11.8 �10.5 �7.9 

田植え後発現量(B-A) �9.9 �8.2 �5.5 

ー6一
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6　水管理　’

(1)分げっ期

中干し盛期は6月10目で平年並み(平年±0日)であった。梅雨入りも平年並みだっ

た。 6月の降雨量は平年比174%と多かったが、無降雨日も多くあり、中干しの効果は高

かった。

表9　溝切り・中干しの状況(コシヒカリ)

溝切り ��中干し 

時　期 �実施率 �盛　期 �日数 

本年 �6月15日 �85% �6月10日 �10日 

前年 �6月19目 �80% �6月11日 �10日 

平年 �6月11目 �79% �6月11日 �10日 

(巻農業普及指導センター調べ)

※中干しの盛期は管内全体の

50%が中干しに入った時期

(2)幼穂形成期一出穂期

6月下旬からの高温傾向により生育が早まり、幼穂形成期は、こしいぶきが平年より3

目早い6月30日、コシヒカリは平年より3目早い7月10日となった。新之助は平年並み

の7月20日となった。

出穂期は、こしいぶきが平年より3目早い7月23　日、コシヒカリは平年より2目早い

8月2日、新之助は平年より1目早い8月・11日となった。 7月下旬以降の異常高温によ

り、出穂期も早まった。

幼穂形成期頃の葉色は、指標値比でこしいぶきは濃く、コシヒカリは指標値並へやや濃

く、新之助は濃かった。

表10　幼穂形成期及び出穂期

こしいぶき(月/日) ���コシヒカリ(月/日) ���新之助(月/日) 

本年 �前年 �平年 �本年 �前年 �平年 �本年 �前年 �平年 

幼穂形成期 �6/30 �6/30 �7/3 �7/10 �7/10 �7/13 �7/20 �7/19 �7/20 

出　穂　期 �7/23 �7/23 �7/26 �8/2 �8/3 �8/4 �8/11 �8/13 �8/12 

(巻農業普及指導センター調べ)

(3)登熟期

登熟期間の長期にわたる異常高温に伴い、後期栄養確保のため飽水管理を長く継続し、

落水期を遅らせる傾向であった。結果、すべての品種で出穂から落水期までの日数は前年

よりも長くなった;

表11落水期

項目 年次 �早生 ��中生 ��晩生 

盛期 �同左出穂 �盛期 �同左出穂 �盛期 �同左出穂 

(月・日) �後目数 �(月・目) �後日数 �(月・日) �後日数 

本年 �8月24日 �32 �8月31目 �29 �9月7日 �27 

前年 �8月20日 �28 �8月29日 �26 �9月7日 �25 
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7　除　草

(1)耕起前除草

4月の降水量は平年より少なめで、ほ場の乾燥が進んだため、耕起前除草剤の散布作業

は適期に実施されたものと推測された。

(2)本田除草

田植え期間は降雨の少ない比較的穏やかな天候であったため、除草剤は概ね適期に散布

できたと推測される。除草効果により、藻類・表層剥離の発生は平年比やや少なかった。

特異的に発生が目立った雑草は無く、除草剤抵抗性雑草は確認されなかった。

表12　除草体系別実施面積

除　　草　　体　　系 �実施面積(ha) �同左比率(%) 

①　初期剤　+　初中期一発剤 �4,087 �50 

②　初中期一発剤+　中・後期剤 �1,635 �20 

③初中期一発剤のみ �1,471 �18 

(巻農業普及指導センター調べ)

8　病害虫

(1)主要病害虫の発生状況

ア　育苗期の病害発生は前年より少なかった。 4月第2へ3半旬に高温障害が心配される

日があり、一部でヤケ苗、ムレ苗が発生した。

イ.いもち病の発生は少なかったが、新之助の多肥栽培ほ場において葉いもちの発生が一

部で確認された。

ウ　紋枯病は、前年に発生したほ場でわずかに発生が確認された。

エ　斑点米カメムシ類のアカヒゲホソミドリカスミカメ、アカスジカスミカメは、全域で

確認されたが、畦畔及び本田の雑草管理、適期防除の徹底により斑点米による主食用米

の格落率は0.1%と前年並に低く抑えられた。品種別では、ゆきん子舞1.4%、こしい

ぶき0.1%、コシヒカリ0%と品種間に差があった。地域別では、巻、黒埼、西川での

格落ちが目立った。

表13　主な病害虫の発生程度と特徴

病害虫名 �発生 程度 �発生の要因及び特徴 �主な発生地域 

I 苗立枯病　● �少 �・4月の日照が多く、緑化期のハウスの温度 �管内全域 

管理によりヤケ苗が発生 
細菌性病害 ��・硬化期の気温日較差により一部ムレ苗が 

その他育苗障害 ��発生 
・ばか苗病の発生は確認されなかった 

葉いもち �少 �・多肥栽培ほ場で発生(品種:新之助) �西川 ・7月以降の降雨の少ない気象条件下で発 

生は少なく、発生時も影響は小さかった 

穂いもち � �・発生はほとんど見られなかった � 
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病害虫名 �発生 程度 �発生の要因及び特徴 �主な発生地域← 

紋枯病 �少 �・前年発生したほ場で発生(こしいぶき、 �管内全域 
ゆきんこ舞) 

ごま葉枯病 �少 �・葉色の薄いコシヒカリで発生 �中之口, 

墨黒穂病 � �・発生はほとんどみられなかった �臆l レノ 

イネドロオイムシ � �・発生はほとんどみられなかった � 

イネミズゾウムシ �少 �・地域で発生に差がみられたが、管内のほぼ �中之口、巻、岩 全域で発生 �室、潟東、西月上 
・発生、被害は少なかった �新潟西 

ニカメイチュウ �並 �・6月第3半旬以降の高温傾向で発生が見ら �黒埼、潟東、西 れた �川、新潟西、巻、 中之口 

セジロウンカ �少 �・管内のほぼ全域で発生 �中之口、黒埼、 ・発生、被害は少なかった �巻、西)「上岩 室、潟東 

ツマグロヨコバイ �少 �・管内のほぼ全域で発生 �潟東、西川、 ・発生、被害は少なく、昨年発生がやや多か �黒埼、中之口、 

った潟東・西川でも発生が少なくなった �新潟西、巻 

コバネイナゴ �並 �・6月第3半旬以降の高温の影響で、管内の �黒埼、巻、新 ほぼ全域で発生 �潟西、潟東、 西川 

イネットムシ �少 �・ほ場整備後作のほ場で発生したが、昨年 �巻、潟東 
ほど発生は多くなかった 

斑点米カメムシ類 �並 �・市町村抽出調査では発生量は平年並 �管内全域 

・アカヒゲホソミドリカスミカメ、アカスジ 

カスミカメは全域で発生 
・畦畔及び本田雑草管理、適期防除の徹底に 

より格落率が前年並に低く抑えられた 

(市町村抽出調査・巻農業普及指導センター調べ)
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(2)防除対策

共同防除は無人ヘリによる散布が主体となっており、防除体系は1回防除が大半で、採

種ほのある潟東では2回防除を行っている。対象病害虫はいもち病、斑点米カメムシ類が

主体となっている。

黒埼地区と西)I地区では、大規模な共同防除が実施されていないため、斑点米発生防止

対策の指導を重点的に行っている。

表14　斑点米発生防止対策で重点的に指導した事例及び生産者の取り組み事例

項目 �地域 �具体的な指導内容、取り組み内容 

指導機関の指 �黒埼地区 �・個人での薬剤散布や、畦畔・本田内除草の徹底に 

導事例 �西川地区 �よるカメムシ類の防除を促した。 

生産者の取り �西川地区 �・前年多発生地区は、無人ヘリやドローンによる地 

組み事例 ��域一斉防除を実施し、適期防除を徹底した。 

表15　地区別・時期別防除実施状況

地　区 �防除形態 �回数 �延面積ha �実施時期 �対象病害虫 �使用薬剤 

西区 �無人ヘリ �1 �1,495 �8/1へ8/7 �肋ムシ類他 �炉ル液剤10傭-ル1軸粒剤 

岩室 �基幹防除 �1 �617 �7/26へ8/4 �耕ムシ類他 �ス舛ル液剤10 

直播 (1回防除Bし) �1 �1 �7/20 �耕ムシ類・り油類他 �トレボンエアー 

直播 (2回防除Bし 以外) �1 �10 �7/20 �いもち病・紋枯病・掴瀬他 �ビームエイトモ研ト7ロげル・トレボンエアー 

2 �10 �8/17 �肪ムシ類他 �神-ル液剤10 

巻 �無人ヘリ �1 �1,143 �7/25へ8/8 �カ粒類・紋枯病他 �対置ル液剤10・用がシソエアー 
無人ヘリ (薬剤農家) �1 �2 

潟東 �全　域 �1 �804 �7/22へ7/25 �いもち病・紋枯病・力持類・ �がフつレかトトレポ浩和げル/川畑匪アー/ダブ肋汗 

勅類他 �バげトレボン粉剤3Dし/用がシソ液剤5 

2 �804 �8/4→8/7 �いもち病・勅ムシ類・勅類 �ブラシンキラげプロげIり7’テルキラげ粉剤Dし 

減・減防除 �1 �53 �7/30へ8/2 �紋枯病・耕ムシ類・り油類他 �バげシソエアー/勅-ル液剤10 

中之口 �早生防除 �1 �181 �7/20 �いもち病・紋枯病・勅ムシ類他 �下げゾン材一勅プロげル 2 �181 �7/30 �いもち病・勅ムシ類・他 �ブラシンキラげプロげル 

基幹防除 �1 �547 �7/31へ8/2 �勅ムシ類・紋枯病他 �雄一勅液剤10/I、判’シソエアー 

( NOSA工新潟県提供資料から抜粋)

- 10一



9　収穫・乾燥・調製

(1)収　穫

異常高温によって成熟期が大幅に早まったことに伴い、刈遅れによる胴割れの発生が懸

念され、適期収穫を呼び掛けたことで、早生品種の収穫最盛期は前年より7日、中生品種

と晩生品種は前年よりも4目早くなった。

成熟期の早まりに乾燥・調製の受け入れ準備が間に合わず、収穫作業の開始が遅れた生

産者も見られた。

7月下旬から9月上旬までの降雨がほとんど無かったことで、倒伏は少なかったが、 9

月第2半句以降の断続的な降雨によって、刈遅れたコシヒカリで倒伏程度が進んだ。

表16　収穫最盛期

早生 �中生 �晩生 

本　年 �9月　3日 �9月14日 �9月25日 

前　年 �9月10日 �9月18日 �9月29日 

表17　倒伏程度別面積割合　　　　　　　(単位: %)

生亜 ハヽヽ �軽 �中 �多一甚 

本　年 �49 �21 �22 �8 

前　年 �36 �31 �27 �6 

(2)乾燥・調製

調製作業及び清掃の不徹底が原因と思われる、もみ混入、もち品種のうるち混入による

格落ちがわずかに見られた。

新之助は、おおむね適期に収穫され、丁寧な乾燥・調製が行われた結果、胴割粒による

格落ちは無かった。

国書田　上



10　直播栽培

(1)直播栽培の状況

ア　直播栽培面積は、前年と比べ49.6ha減少した。内訳は、湛水直播で34.8ha、

乾田直播で14. 8ha減少した。

イ　乾田直播のうち、不耕起V溝直播栽培は年々増加傾向にある。

ウ　直播栽培は、大規模経営体の作期分散の観点から重要な技術であるが、苗立ちの安定

化が課題となっている。

表18　直播栽培の年次推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位: ha)

H26 �H27 �H28 �H29 �H30 �R元 �R2 �R3 �R4 �R5 

湛水直播 ��283.0 �293.3 �370.2 �291.3 �283.2 �271.5 �229.1 �184.6 �188.7 �153,9 

散播 �1.0 �0.2 �0.0 �0.0 �0.1 �0.0 �0.0 �0.5 �1.5 �2.8 

条播 �211.0 �188.5 �192.7 �141.9 �192.5 �187.0 �177.5 �97.4 �100.0 �53.4 

点播 �71.0 �104.6 �177.5 �149.5 �90.6 �84.5 �51.6 �86.7 �87.2 �97.7 

乾田直播 ��0.0 �0.0 �1.0 �0.0 �2.0 �3.8 �20.0 �24.2 �30.8 �16.0 

合　計 ��283.0 �293.3 �371.2 �291.3 �285.2 �275.3 �249.1 �208.8 �219.5 �169.9 

※平成28年度から西区、西蒲区合計、それ以前は西蒲区のみ

(巻農業普及指導センター調べ)

(2)主な動向及び課題　　　※項目2へ14については、 V溝乾田直播栽培のデータを記載

項目 �動　　　　　向 �課　　　題 

1栽培農家 �栽培面積面積は湛水直播・乾田直播とも減少 � 

Ⅴ溝乾田直播については増加 

2　基　　肥 �全量基肥の乾田直播用を使用 �高価な乾田直播用肥料に 

(湛水直播栽培は全量基肥の移植用を使用) �替え、直播用肥料等やや安 

施肥窒素は移植並 �価な肥料の適用が可能か 

3　は種時期 �4月上旬で播種(湛水直播は5月上旬) �天候により播種時期が限 られる 

4　は種量 �(最高kg・最低kg・平均kg) � 

5.9・5.6・5.7 

5　出芽までの �出芽揃いまで落水管理 � 

水管理 �2葉期から湛水管理 

6　苗立率 �(最高%・最低%・平均%) � 

77%・47%・57% 
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項目 �動　　　向 �課　　　題 

7　雑草防除 �出芽前:非選択性除草剤(ラウンドアサマック如-ド) �出芽前及び湛水前の液剤 

湛水前:選択性除草剤(クルチャ十ヾス肥液剤、バサゲ �散布には、ブームスプレー 

ラン液剤、クルチャーEW) �ヤーが必要 

湛水後:一発処理剤 

8　病害虫防除 �共同防除(殺虫剤のみ　地域により紋枯病、いも � 

ち病が追加) 

9　生育詞節 �中干し無し � 

10穂　　肥 �Nl.4へ3.Okg/10a(中間追肥NOへ2kg/10a) �中間追肥の判断方法 

11出穂期 �(月・日　移植との差) � 

V溝乾直コシヒカリ　8・10　　十8日 

12成熟期 �(月・日　移植との差) �倒伏なし 

V溝乾直コシヒカリ　9・16　　十12目 

13収　　量 �(最高kg・最低kg・平均kg・移植との差kg) � 

585・540・559・移植並の収量 

14品質 ! �(管内の動向・移植との差) �穂数確保できなかった場 

移植並へやや劣る(白未熟粒多) �合は一穂籾数が多くなる ため、移植に比べ品質が不 安定になる 

15その他 �(直播栽培の主な品種:多い順) � 

1コシヒカリ 

2　ゆきん子舞 

3　こしいぶき 
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Ⅲ　令和5年度稲作の結果と次年度対策

1　管内概況

魅之与　魅26　魅之了　H之8　魅之9　魅与0　Rチエ　R2　　R与∴∴R4　R与

図1　巻普及センター管内1等級比率

※12月末現在のJ A検査結果

平成27年度以前は西蒲区のみ、平成28年度以降

は西区の検査結果を含む

2　品種別概況

(1)コシヒカリ

令和5年産米の作況指数は、新潟県は

「95」のやや不良で、下越も同じ「95」

のやや不良となった。

県内うるち米1等級比率は、15.8%(12

月末日現在、農林水産省農産物検査結果

速報値)と前年差-59.0%であった。

管内の1等級比率は、 JA調べで主食用

うるち米12.7% (前年差-68.7ポイント) 、

コシヒカリ0.2%(前年差-81.7ポイント)、

こしいぶき10.9%(前年差-58.6ポイント)

と大幅に低下した。新之助は98. 1%

(前年差-0.4ポイント) ,と前年並となっ

た。

コシヒカリで1等級比率はほぼすべて

の地域で0%で、大半が-3等であった。

○作柄は、穂数がやや少一並に確保されたことから、壷当たり籾数はやや少一並になり、

登熟歩合がやや高かったが、千粒重がやや小さかったことから平年並となった。

○品質は管内全体で不良であった。 7月第5半旬から収穫期までの異常高温が影響し、

背白粒、心白粒の多発生により整粒歩合が大幅に低下した。

ア　生育の特徴
・草丈は、 6月第5半句以降の高温の影響で、全量基肥施肥の穂肥成分の肥効が前

倒しで発現し、 6月29目から7月10日にかけて急激に伸長した。また7月中旬

の寡照の影響で下位節間が伸長し7月31日調査では指標値より長くなった。
・茎数は、植え傷みがやや少なく、順調に分げっが発生したが、 5月第5へ6半旬

の低温と寡照の影響により6月29目までは指標値よりやや少なく推移した。 7月

10日以降は指標値並に推移した。

・葉数は、ほぼ指標値並に推移した。

・葉色は、 6月10日は指標値より淡く、 6月20日から6月29日にかけて指標値

並となった。全量基肥施肥の穂肥成分の肥効が前倒しで発現し7月10へ20日は指

標値より濃く推移した。適正な穂肥対応で出穂期は指標値並となり、以降徐々に

退色したが出穂後25目調査では指標値より濃くなった。
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30
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繋　町　田

攫　掌∴鶏
群　十　十

図2　生育の推移　　　※JA、普及指導センターの調査データより作成

イ　中干しの状況
・ 5月30目の茎数は多かったが、田植え盛期での中干し開始適期の実施率が52%

と前年並、更に6月は降水量が多かったが、断続的な降雨で晴れ間も多く中干し

効果が発揮され、最高茎数は指標値よりやや少なかった。

表1　管内平均の中干しの実施状況(コシヒカリ)

項　目 �本　年 �前　年 

田植え盛期 �5月　4日 �5月　5目 

田植え盛期での中干し開始適期 �6月10日 �6月11目 

田植え盛期での中干し開始適期の実施率 �52% �53% 

※JA、普及指導センター調べ

ウ　収量及び分解調査
・穂数は平年比やや少一並、一穂籾数は平年並みで、誼当たり籾数は平年比やや少

一並(指標値よりやや多)となった。

・登熟歩合は平年よりやや高かったが、千粒重は平年より小さかったため、収量は

平年並みであった。
・粒厚は平年に比べ全般に厚い傾向となり、 1.85mm以下の割合が低かった。

・整粒歩合は平年値よりも低く、基部未熟粒、その他未熟粒、乳白粒、腹白未熟粒

が多かった。

・玄米タンパク含有率は平年より低かった。
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表2　収量調査結果

坪刈穂数 �1穂籾数 �壷当たり籾数 �登熟歩合 �千粒重 �坪刈収量 

(本/壷) �(粒) �(粒) �(%) �(g) �(kg/10a) 

本年値 �368 �79 �29,100 �89.2 �20.7 �527 

平年値 �367 �81 �29,500 �86.6 �22.2 �530 

指標値 �350 �78 �27,000 �89.0 �22.2 �540 

※普及指導センター調査ほ4カ所平均 

表3　粒厚分布(%)

〉2.2皿 �〉2.1mm �〉2.Omm �〉1.9mm �〉1.85皿 �1.85mm〈 

本年値 �5.4 �34.4 �45.3 �11.4 �1.6 �1.9 

平年値 �3.4 �25.0 �48.8 �15.7 �2.9 �4.2 

※普及指導センター調査ほ4カ所平均 ���� � � 

表4　玄米品質・成分(%)

整粒歩合 �玄米タンパク含有率 

本年値 �49.4 �5.0 

平年値 �63.3 �5.4 

※普及指導センター調査4カ所平均 
※整粒歩合:粒数%
※玄米ルバク含有率:玄米水分15%換算値
※分析機:整粒歩合　　　　…本年値サ妨RGQ工lOOB、平年値サタケRGQIlOB

玄米タンパク含有率…シバオカTM3500

巨星 まとめ

・茎数は、 5月第5へ6半句の低温と寡照の影響および中干し効果により最高分げ

っ期までは平年より少なく推移したが、 6月第5半句から7月第2半旬にかけて

の高温と適度な降雨により全量基肥施肥の穂肥成分の肥効が前倒しで発現したこ

とや、適正な穂肥対応により、穂数は平年よりやや少一並に確保された。
・幼穂形成期頃の栄養状態が良好に保たれ、一穂籾数は平年並となり、壷当たり籾

数は平年比やや少一並(指標値比やや多)となった。
・登熟歩合は、 7月第5半句以降の多照および飽水管理の徹底により平年よりやや

高かった。
・千粒重は、粒厚は厚い傾向だったが背白粒や乳白粒の多発により平年よりやや小

さかった。
・作柄は、 ’壷当たり籾数は平年比やや少一並、登熟歩合はやや高かったが千粒重が

やや小さかったため平年並となった。
・品質については、適正穂肥および追加穂胆で後期栄養を確保する対策の実施、干

ばつ対策として出穂後25目以降もかん水を行うなど、高温対策を徹底したが、

出穂前から収穫期までの異常高温の影響により背白粒や乳白粒が多発した。
・管内のコシヒカリ1等級比率は0.2% (12月末日現在)と前年度の81・9%より

大きく低下し過去最低となった。 2等級比率は17.7%、 3等級比率は80・5%と

なった。
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(2)こしいぶき

○作柄は、一穂籾数が多かったことから、壷当たり籾数がやや多くなったが、千粒重が

やや小さかったことから平年並となった。

○品質は管内全体で不良であった。 7月第5半句から収穫期までの異常高温が影響し、

背白粒、心、白粒の発生により整粒歩合が低下した。

ア　生育の特徴

・草丈は、 6月第5半旬以降の高温の影響で6月29目から7月10目にかけて急激

に伸長した。
・茎数は、植え傷みはやや少なかったが、 5月前半の低温の影響により分げっの発

生が遅れ、 5月第5へ6半句の低温と寡照の影響により少なめに推移した。また

中干し効果が発揮されたことから、分げっ発生が抑制され、最高茎数は指標値を

下回った。
・葉数は、指標値並に推移した。

・葉色は、 6月10　目は指標値より淡かったが、それ以降は出穂期まで指標値より

濃く推移し、出穂後は指標値並に推移した。

与!30　6llO　6l之0　6/∋0　了/10　了I之O

与l30　6/10　′6/之0　6/30　了/10　了l之0

与/30　6/10　5/之0　后/与寄　了llO　7/之寄

珪・皐∴∴も

聾造岩
図3　生育の推移　　　　※JA、普及指導センターの調査データより作成

イ　収量構成要素及び品質
・穂数は平年並みで、一穂籾数が多かったことから、壷当たり籾数は平年よりや

や多(指標値より多)くなった。
・登熟歩合は平年並みで、千粒重がやや小さかったことから、収量は平年並みで

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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・粒厚は、平年と比べ2. 1へ2.2mmの割合が高くやや厚い傾向となった。

・整粒歩合は平年値よりも低く、その他未熟粒、基部未熟粒、乳白粒が多かった

・玄米タンパク含有率は、近年並であった。

表5　収量調査結果

坪刈穂数 �1穂籾数 �壷当たり籾数 �登熟歩合 �千粒重 �坪刈収量 

(本/壷) �(粒) �(粒) �(%) �(g) �(kg/10a) 

本年値 �396 �82 �32,600 �85.8 �20.7 �579 

近年値 �392 �75 �29,200 �88.8 �22.1 �570 

指標値 �400 �70 �28,000 �90.0 �22.0 �540 

※本年値及び近年値はJ A ・普及センター調査ほの平均値
※近年値は平成28年から令和4年までの平均

表6　粒厚分布(%)

〉2.2mm �〉2.1mm �〉2.Omm �〉1.9皿m �〉1.85m �1.85mm〈 

本年値 �10.6 �43.3 �35.0 �7.8 �1.3 �2.0 

近年値 �10.8 �41.0 �37.3 �7.6 �1.4 �1.9 

※本年値及び近年値はJ A ・普及センター調査ほの平均値
※近年値は平成28年から令和4年までの平均

表7　玄米品質・成分(%)

整粒歩合 �玄米タンパク含有率 

本年値 �52.7 �5.9 

近年値 �66.5 �5.8 

※本年値及び近年値はJ A ・普及センター調査ほの平均値
※近年値は平成28年から令和4年までの平均
※整粒歩合:粒数%　分析機は本年値サタケRGQIlOOB、近年値サタケRGQ工lOB

※玄米ルバク含有率: %、玄米水分15%換算値　分析機はシバオカTM3500

ウ　まとめ
・初期生育が不良で最高茎数は平年より少なかったが、有効茎歩合がやや高かった

ため、穂数は平年並みとなった。
・幼穂形成期頃から出穂期までの葉色は濃く、栄養条件が良かったことから一穂籾

数は平年より多くなり、壷当たり籾数は平年よりやや多くなった。
・登熟歩合は、多照条件で飽水管理が徹底されたものの、籾数が多かったことによ

り平年並みとなった。
・千粒重は:背白粒や乳白粒の多発により平年よりやや小さかった。

・作柄は、壷当たり籾数は平年よりやや多かったが、千粒重がやや小さかったため、

平年並となった。
・品質については、適正穂肥および追加穂肥で後期栄養を確保する対策の実施、出

穂後25日以降もかん水を行うなど、高温対策を徹底したが、出穂前から収穫期ま
での異常高温の影響により、背白粒や乳白粒が多発した。特に籾数過剰なほ場で

は影響が顕著であった。
・管内の1等級比率は、 10.9% (12月末日現在)と前年度の70.3%より大きく低

下した。 2等級比率は80.1%、 3等級比率は8.5%であった。

- 18一



(3)新之助

○初期生育の確保及び幼穂形成期の栄養状態が良好だったことから籾数はやや多く、登

熟期間の多照により登熟はやや良となり、小粒傾向だったが作柄はやや良となった。

○高温により成熟期が早期化し、基準値以上の飽差の発生もあったが、適期収穫が行わ

れたことで胴割粒の発生による格落ちはなく、 1等級比率は近年値並だった。一部地

域で多肥による籾数過多が原因と思われる除青未熟による格落ちがあった。玄米タン

パク含有率は近年値並だった。

ア　生育の特徴《
・草丈は、 6月30日までは指標値比短一並で推移していたが、 6月第6半句の高

温及び寡照により7月10日以降長めに推移した。
・茎数は、初期生育は指標値並に確保された。中干し効果が高かったことと5月下

旬→6月中旬の寡照により最高茎数は抑制され、最高分げっ期は7月10目とな

った。その後茎数は指標値並に推移した。

・葉数は、指標値と比べて少ないへやや少なく推移した。

・葉色は、 5月第5~6半句の寡照により6月20日まで淡く推移した。 6月第6

半句以降の断続的な降雨、中干し終了後の間断潜水、全量基肥施肥の穂肥相当分

の窒素吸収により7/10へ7/20は濃く推移した。梅雨明け後の高温多照により退

色が進み、 7/30へ出穂期は指標値並、出穂後15日頃は淡くなったが、出穂後25

日頃は指標値並となった。

(Cm)

90

80

70

60

う0

40

30

之0

4.寄

草丈

与/30　毎!10　6/之O　毎/30　7/1寄　了/之O　7/却∴∴事犯　8/10∴毎/20　毎!30　ナノ10　了f之寄　了/甜

葉毅

与/拙　封1臼∴6了的　6/葺き　了/1技　了f2韓　了/鍋
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与/釣　る埋　るi捌　昨日　了了宣凸　了/2寄　了/錦　城穣雛　出穂　出穂

十1与　十之与

図4　新之助の生育経過　　※JA、普及指導センターの調査データより作成

イ　収量構成要素及び品質調査
・穂数は近年比やや多く一穂籾数は近年並で、壷当たり籾数は近年比やや多く、指

標比でも多くなった。
・登熟歩合は近年値及び指標値よりやや高く、千粒重はやや小さかった。

・壷籾数がやや多く登熟歩合がやや高かったことにより、千粒重がやや小さかった

が、収量はやや多くなった。

・粒厚分布は2. 1皿以上の割合が高くなり、近年値に比べ粒厚が厚く、精玄米重歩合

が高かった。

・機器分析による整粒歩合は近年値より高く、未熟粒、胴割粒とも少なかった。

玄米タンパク含有率は近年値並だった。

表8　収量調査結果

坪刈穂数 �1穂籾数 �壷当たり籾数 �登熟歩合 �千粒重 �坪刈収量 

(本/壷) �(粒) �(粒) �(%) �(g) �(kg/10a) 

本年値 �419 �75.4 �31,693 �88.7 �22.7 �622 

近年値, �397 �76.1 �30,069 �84.9 �23.5 �591 

指標値・ �400 �70 �28,000 �82.0 �23・5 �540 

※調査値はJA、普及センター調査ほ7地点の平均値、近年値はH28へR4

表9　粒厚分布(%)

〉2.2mm �〉2.1mm �〉2.Omm �〉1.9mm �1.9皿〈 �精玄米重歩合 

本年値 �14.0 �47.2 �32.0 �5.1 �1.7 �98.3 

近年値 �4.3 �27.8 �47.8 �14.0 �6.1 �94.0 
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表10　玄米品質・成分(%)

整粒歩合 �未熟粒 �胴割粒 �玄米タンパク含有率 

本年値 �71.5 �27.5 �0.2 �5.3 

近年値 �60.1 �33.0 �1.3 �5.4 

※整粒歩合:粒数%　※玄米タンパク含有率:玄米水分15%換算値

※分析機:整粒歩合…本年値サタケRGQ工lOOB、近年値サタケRGQIlOB

玄米タンパク含有率…シズオカTM3500

ウ　まとめ
・生育初期の茎数は指標値並に確保されたが、 5月第5へ6半句の寡照により6

月20目まで葉色が淡く推移したことと、中干し効果が高かったことにより、最

高茎数は抑制され、指標値よりやや少なかった。しかし、全量基肥肥料の穂肥

相当分の肥効により有効茎歩合はやや高く、穂数は近年値よりやや多かった。
・幼穂形成期頃の栄養状態が良好に保たれ、一穂籾数は近年並だった。このこと

から、壷籾数は近年比やや多く、指標値より多くなった。
・籾数はやや多かったものの、登熟期間の多照および可能な限り後半までかん水

したことにより登熟歩合はやや高くなった。高温の影響により千粒重はやや小

さく小粒傾向であったものの、収量は近年比やや多く、指標値と比べても多く

なった。

・登熟期間に継続的な高温に遭遇したものの、適正な穂肥施用及び水管理により

整粒歩合は近年値並だった。他品種よりも優先して速やかに収穫が行われたこ

とにより、農産物検査における胴割粒による等級低下は無く、 1等級比率は近

年並となった。しかし一部で、多胆による籾数過剰及び後期栄養不足が要因と

思われる除青未熟による等級低下があった。
・管内の新之助1等級比率は98.1%となり(12月末現在JAデータ) 、近年値

(96.0%)より2.1ポイント高かった。
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(4)こがねもち(生育調査ほ)

06月の高温の影響により生育は早まった。幼穂形成期頃の栄養状態が良好であったこ

とと(2次枝梗籾が着生しやすい)品種特性により1穂籾数が多くなり、籾数過剰に

より登熟歩合は低下し、作柄は並となった。

○籾数過剰及び登熟期の継続的な異常高温により充実度不足となり、 1等級比率は低か

った。

ア　調査ほの肥培管理

地区 �施肥 体系 �基肥 窒素量 (kg/10a) �穂肥 ��全窒素 (kg/10a) 窒素量 (kg/10a) �施用日(出穂前日数) 

巻 �全量基肥 �5.4 �2.1 �7/23(-5) �7.5 

潟東 �分施 �3.1 �3.0へ3.2 �7/6(-22)、8/5へ7(十8へ十10) �6.1へ6.3 

岩室 �全量基肥 �8.4 �0 �- �8.4 

新潟西 �全量基肥 �6.6 �1.1 �7/17(-12) �7.7 

平均 �分施 �3.1 �3.0へ3.2 � �7.5 
全量基肥 �6.8 �1.1 

イ　生育の特徴

・草丈は、生育期間通じて指標比長く推移した。特に7月中旬寡照だったことによ

り、 7月20日へ31日にかけて節間が急伸長した。

・茎数は、有効分げっ終止期頃(6月13日頃)から最高分げっ期(6月30目)に

かけて指標値並であったが、幼穂形成期頃(7月10日)には指標比やや少なくな

った。

・葉数は、 6月の高温の影響により最高分げっ期まで指標差やや多く推移したが、

幼穂形成期頃には指標値並となった。
・葉色は、最高分げっ期では6月の高温により指標比やや淡くなり、特に6月第5

へ6半旬に最高気温が平年差2℃以上高かったことにより、 6月20日へ29日にか

けて退色が進んだ。幼穂形成期には全量基肥肥料の穂肥相当分を吸収したことに

より指標比濃くなった。

草丈
(本/揖)

500

400

300

200

う寄0

0

茎数

5/30　6/10　6/13　6/20　6/30　了/10　了/20　了/30　　　5/雷0　6/10　6/13　6/20　6/30　了/10　了/20　了/30
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図5　こがねもちの生育経過　※JA4地点の調査データより作成

ウ　収量構成要素及び品質調査
・穂数は指標値比やや少ないが、一穂籾数が多いことから、誼当たり籾数は多くなっ

た。

・登熟歩合は指標値比低く、千粒重は指標値並だった。

・壷当たり籾数が多かったものの登熟歩合が低く、千粒重が指標値並だったことか

ら、収量は指標値並となった。
・粒厚分布は2. 2へ2. 1皿皿以上の割合が高かった。

表11収量調査結果

坪刈穂数 �1穂籾数 �壷当たり �登熟歩 �千粒 �坪刈収量 �整粒歩合 

(本/壷) �(粒) �籾数(粒) �合(%) �重(g) �(kg/10a) �(%) 

本年値 �347 �96.9 �33,691 �72・7 �20.6 �552 �71(67へ74) 

指標値 �370 �82.0 �30,000 �84.0 �21.0 �540 �70以上 

※調査値はJA調査ほ4地点の平均値

※整粒歩合は坪刈りサンプルの目視による結果

表12　粒厚分布(%)

〉2.2mm �〉2.1m �〉2.Omm �〉1.9m皿 �〉1.85m �1.8m〈 �精玄米重歩合 

本年値 �35.0 �38.7 �17.0 �5.5 �1.3 �2.5 �97.5 

エ　まとめ　　.

・ 6月の高温により分げっ発生が促進され、有効分げっ終止期一最高分げっ期の茎

数は指標値並を確保できた。幼穂形成期頃の茎数はやや少なくなり、穂数もやや

少なかった。
・基肥窒素施用量が多いことや穂肥施用(特に早期の施用)により幼穂伸長期間の

栄養状態が高く、一穂籾数は指標値比多くなり、壷当たり籾数も指標値比112と

多くなった。
・籾数過剰により、登熟期間の異常高温の影響を強く受けて不稔籾が多く、登熟歩

ー23一



合は指標値を11.3ポイント下回った。千粒重は指標値並となり、収量は指標値並

となった。

・出穂後から収穫まで継続的な異常高温下での登熟となり、 1等級比率は平年より

低く、籾数過剰が原因と思われる充実度不足、除青未熟粒による等級低下が多か

った。

・管内のこがねもち1等級比率は24.0%となり(12月末現在JAデータ) 、平年値

(39.1%)より15.1ポイント低かった。

3　格落要因

○コシヒカリ: 2等以下に占める割合の80.9%が「背白」 、 13.2%が「心白粒」

○こしいぶき:同割合の65.6%が「背白」 、 19.7%が「心白粒」 、 6.4%が「充実度」

○新之助　:同割合の35.0%が「除青未熟」 、 25.8%が「心白粒」 、 19.7%が「背白」

○こがねもち:同割合の62.1%が「充実度」 、 30.3%が「除青未熟」 、 5,4%が「胴割粒」

(1)被害粒の発生要因

ア　背白・心白粒

(ア) 7月第5半句から8月第6半句にかけて長期間にわたり、平年値を大きく上回

る高温気象により、デンプン転流阻害が発生した。出穂後20日間の平均気温

がこしいぶきで29.2℃、コシヒカリで29.6℃、新之助で29.2℃と、白未熟粒

が発生しやすい27.0℃を大幅に上回り、背白・心白粒が発生しやすい条件で

あった。

(イ)全量基肥施肥栽培で追加穂胆の不施用、分施栽培で穂胆が不足したほ場では、

後期栄養不足となり発生が多くなった。

(ウ)基肥量が多いほ場や中干しが遅れたほ場では、籾数が過剰となり発生を助長し

た。

イ　胴割粒

(ア)継続的な高温により登熟期間が短縮され、早生品種を中心に刈遅れによって発

生が助長された。

(イ)早生の収穫期にあたる8月第5半句に熱帯低気圧によるフェーンが発生し、発

生が助長された。

¥ノ
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(2)令和5年の登熟期間の気温(過去の高温年との比較)

①登熟期間の気温の推移(日平均気温)

②登熟気温と1等級比率

年度 �出穂期 �成熟期 �登熟 �十1へ20 �十5へ24 �1等級比率 (%) 日数 �平均気温 �平均気温 

(日) �(℃) �(℃) 

、>一 ヽ,。。_ �R5 �7月23日 �8月25日 �32 �29.2 �29.4 �10.9 

し い ぶ き �Rl �7月25日 �8月29日 �35 �28.3 �28.4 �60.1 

H22 �7月28目 �8月31日 �34 �27.7 �27.9 �9.6 

平年 �7月26日 �9月2日 �38 �26.8 �26.6 �69.0 

コ シ ヒ カ リ �R5 �8月2日 �9月4日 �33 �29.6 �29.7 �0.2 

Rl �8月3日 �9月9日 �37 �27.7 �26.8 �13.4 

H22 �8月6日 �9月10日 �35 �27.7 �27.7 �12.7 

平年 �8月4日 �9月14日 �41 �26.3 �25.7 �74.9 

新 之 助 �R5 �8月11日 �9月16日 �36 �29.2 �28.8 �98.1 

Rl �8月11日 �9月21日 �41 �25.8 �24.3 �99.9 

平年 �8月12日 �9月26日 �45 �25.3 �24.9 �96.3 

※成熟期は出穂期翌日からの積算気温が、こしいぶき十925℃、コシヒカリ十950℃、新之助十1000℃

となった日とした。

出穂期十1へ2 0日の平均気温が27℃以上になると、立毛胴割や白未熟粒の多発生を誘発する。

出穂期+ 5へ2 4日の平均気温が26℃以上になると、基部未熟粒が急激に増加する。

平年値は過去10年の平均値(新之助は過去7年の平均値)
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4　次年度技術対策

<栽培管理の目標>

(1 )異常気象への万全な対応

○は種・移植時期の分散や直播栽培並びに複数品種を取り入れた異常気象に対するリ 

スクの分散と適期作業の実施 

○異常気象に関する情報、栽培管理情報の積極的な入手 

(2)全品種共通の栽培管理

ア � �根圏拡大と土づく �○稲わら・もみ殻の秋すき込み 

り �(ケイ酸施用) �◎堆肥・土づくり肥料(ケイ酸肥料)の施用 
・ケイ酸肥料の中間追肥(前秋、春未施用時) 

○耕うん作業で耕深15c皿の確保 

イ �( �適正生育量の確保 籾数過剰防止) �★適量基肥で適正籾数“生育量の確保 

(籾数過剰、倒伏の防止) 

◎適期の中干し開始 

○溝切りの実施(緊急時の迅速なかん水) 

ウ � �初期生育促進と良 �○健苗(20日苗)育成 

質茎確保 ��★小苗移植(1株4本)、浅植え(2~3cm) 

○田植え後の適正水管理 
・移植後はやや深水で保温的管理 

・活着後は浅水管理 

エ � �適正な穂肥と水管 �○適期の中干し終了(田面に小ヒビが入ったら終了) 

理による後期栄養確 ��○中干し後の適切な水管理(間断かん水から徐々に 

保 �I �飽水管理へ移行) 

◎生育診断に基づいた穂肥施用 

★高温m多照年は分施の3回目穂肥、全量基肥栽培の追加穂 

肥を施用(流し込み穂肥、一発穂胆の活用) 

○幼穂形成期から出穂後25日まで飽水管理の徹底 

(こまめな水の入れ替え) 

◎フェーン・異常高温時の一時湛水 

オ � �適期収穫と適正な �★籾黄化率85~90%で収穫 

乾燥・調製 ��◎フェーン等気象情報に対応した適期収穫と胴割粒の発生 

を防止する乾燥作業 

○必要により、1.9皿ふるいや色彩選別機の活用 

カ � �カメムシによる斑 �〇本田内及び畦畔、周辺環境の除草 

点米発生防止 ��○適期の本田薬剤防除 

※★ゴシック体:最重点項目、 ◎下線部:重点推進項目

ー27-



(3)新之助の栽培計画"管理　　(2)に加えて下記内容も追加

ア � �適期収穫が可能な �○経営規模や機械施設の能力と作付品種構成を考慮した作 

適正な作付計画 ��付計画で、適期収穫を実践 

イ � �食味・品質基準が �○生育過剰になりやすい大豆跡やほ場整備直後のほ場で 

確保できるほ場選定 ��の作付回避 

○出穂後25日まで飽水管理が可能なほ場を選定 

ウ � �適期播種・適期田 �〇品種特性の発揮、作業競合回避(コシヒカリとの収穫競合) 

植え ��のため、4月　20　日以降の播種及び5月中旬頃の田植えを 

目安に実施 

○収穫期の後ずれを回避し、安定した収量・品質を確保する 

ため、5月25日頃までに田植え作業を終了 

エ �理 保 �適正な穂肥と水管 による後期栄養確 �◎通水最終日に十分湛水し、出穂25　目後まで(高温登熟年 

は出穂30目後まで)飽水管理を継続 

◎止水日以降の高温・乾燥気象を考慮し、水尻・暗渠の開放 

はできる限り遅らせる 

オ �乾 �適期収穫と適正な 燥・調製 �★成熟期に達したら、できるだけ速やかに収穫する。成熟期 

頃にフェーン現象による高温や極度の乾燥条件に遭遇し 

た場合は、その日から遅くとも5日以内に収穫 
ぐ(乾燥温度を下げ胴割粒発生防止を併せて実施) 

○調製は1.9mm以上のふるい目を使用するとともに、色彩選 

別機を活用し、必ず1等級に仕上げる 

カ � �いもち病の防除徹 �○葉いもちの予防防除を必ず実施 

底 � �○ほ場観察を徹底し早期発見・早期防除の実施 

○原則として、穂いもちは予防防除を実施 

※★ゴシック体二最重点項目、 ◎下線部:重点推進項目

一28-



Ⅳ　令和5年産大豆作の概況と次年度対策

大豆作期間の気象

℃
観測場所:新潟県農業大学校(新潟市巻甲)

最高・最低気温

与月平均気温　　　6月平均気温　　　7月平均気温　　　8月平均気温　　　9月平均気温　　10月平均気温 

平年差十0,2℃　■・…　平年差十1。3℃・・・・ノ　平年差十1,7℃　一・・・平年差十3.7℃・… �����平年差+3.3℃　}…　平年差十0。3℃　-・・鴫■ 

臆題■■喜■臆臆臆　　　　　　　　　　　阻害 �����臆臆臆臆臆臆臆臆臆 
播種盛期6/7 ������収穫盛期11/6 

_....平年三三三三愛三≡ミ・置き三二二 
・・・・.三・・・・・・一一・“一“一“一“　　　　　、、、、、、、、、、、、寒、、、“ 

一・・　　　　　　　　　　7月第5半句-10月第1半句高温継続“、′、、、 

○○ 

開花期　7/24 �����成熟期10/25 

平年差　±0日　　　　　　　　　　　　　　　　平年差+7日 

1i234与6 ��1　2　3　4　与　6 �1234与i6 �123i4与6 �1　2　3　4　与　6 �1　2　3　4　与　6 

与月 ��6月 �7月 �8月 �9月 �10月 

日照時間

与月平年比

11与%

6月平年比

10与%

7月平年比

143%

8月平年比

17与%

9月平年比

90%

10月平年比

119%

7月下旬~8月下旬多照 

与月 6月 7月

降水量

8月 9月 10月

与月平年比 ������6月平年比 ��������7月平年比　　　　8月平年比 �����������9月平年比　　　　10月平年比 
18与%　　　　　　174%　　　　　　　53%　　　　　　　　2%　　　　　　　187%　　　　　　193% 

梅雨入り 6/11頃 平年差±0 ���� ������������梅雨明け 7/21頃 ��� 
収穫時期 降雨多 

ヽ ���6月第6半句一 7月第4半句 断続的降雨 �������� 

平年差-2 

′. ′′ ′. ン′ ′. �:∴: � ����ノ′ ′′ ノ′ ∴ ノ. ′′ ノ● +′ ノ. 、¥ ご′ �・ン: � 

●′i 

7/21・-8/27 38日間 連続無降雨 ��� ���������������������′● 

∴∴ ���������言 定 ま � �:了′: ���������� ���� ������ �������了 � � 

∵∴:: �� �ヽ●音 ㌶ ●.●′ 誇 ;三: � ������ ����・“鳥::　予告 ������三三‥ “■ 三三‥ 二′. �予 � � �′、′ ′: �○ ��●音ヽ ‥弓 ●′. ノニ ●→ト � � 

:∴山女 　ノ予三 ���1"〇〇〇〇1 �� �� � ���[ �〇°〇°　「 ������� �誇 � � � �[ � �二幸 �三三 :′音 字 ∴ �ノ’, 言 了 ノ: :′ 言 ∴; � � �二言 ′●∴●一 字 �� �・●′ ●′. 弓 ノ; � � � �十 十 

園 � � �易,重囲 ��・:′了 ∴ �宮川宰 

1　2　3　4　与 �����6 �1 �2　3 ��4　与　6 �����1 �2 �3　4　与　6 ������1之i34与6 ���1　2　3 �����4 �与　6 ���1　2 �������3i4与i6 

与月 ������6月 ��������7月 ��������8月 ���9月 ���������10月 
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2　作付状況と収量・品質

(1)作付品種は里のほほえみが73%、エンレイ23%、他4%となっている。

(2)収量は155kg/10aとなり、農産物検査結果は3等及び特定加工が主体であった。

表1　作付面積と収量・品質

作付面積(ha) ���1血以上の団地 ��10a収量 (kg) �作柄の概況 

田 �畑 �計 �団地数 �面積 (ha) ��収量 �品質 

605 �0 �605 �113 �327 �155 �やや不良 �やや不良 

※作柄概況は良・やや良・並・やや不良・不良の5段階

(巻農業普及指導センター調べ)

表2　品種別作付状況

面積(ha) �比率(%) 

エンレイ �138 �22.7 

里のほほえみ �441 �72.8 

青豆・その他 �26 �4.5 

合計 �605 �100.0 

(巻農業普及指導センター調べ)

表4　主要品種別検査結果及び単収

表3　連作ほ場の経過年数

面積(ha) �比率(%) 

連作4年以上 �91 �15.0 

連作2へ3年 �157 �26.0 

初　作 �357 �59.0 

合　計 �605 �100.0 

(巻農業普及指導センター調べ)

1等 �2等 �3等 �特定 加工 (%) �規格外 �単収 �同左 平年値 (kg/10a) 

(%) �(%) �(%) ��(%) �(kg/10a) 

エンレイ �0.0 �0.0 �11.6 �86.7 �1.8 �152 �168 

里のほほえみ �0.0 �0.0 �18.4 �81.5 �0.07 �163 �178 

え剛のそら �0.0 �0.0 �14.7 �85.3 �0.0 �79 �- 

全　体 �0.0 �0.0 �16.9 �82.7 �0.4 �155 �166 

※単収は検査数量を作付面積で除した値(JA新潟かがやき検査結果から算出引用)

※持ち帰り検査数量含む

※平年値:過去7年平均(平成28年度一令和4年度)

3　収量および品質に影響した主な要因

(1)作柄に及ぼしたプラスの要因

ア　畦間潜水¥地下濯漑の実施による干ばつ害の低減

イ　里のほほえみの葉焼病の発生程度少

(2)作柄に及ぼしたマイナスの要因

ア　6月第4、 6半旬の断続的な降雨による湿害・発芽不良、雑草の早期発生

イ　降雨による培土作業の遅れ

ウ　梅雨明け後の連続無降雨による干ばつ害

(落花、落莫、開花期間の長期化、着実遅れによる成熟遅れ及び成熟ムラの発

生、粒肥大の抑制による小粒化、最下着実高が低いことによる収穫ロスの発生)
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エ　ー部地域におけるハスモンヨトウによる葉、英の食害

オ　連作ほ場における地力低下を要因とする粒肥大不足、難防除雑草(帰化アサガオ

類、ツユクサ)の発生

4　気象経過と生育概況

(1)播種時期

ア　播種盛期は6月7日と平年並だった。終期は6月25日となり、小麦跡作の面積増

加と、 6月第4、 6半句の断続的なまとまった降雨の影響により平年より遅れた。

イ　播種期前半に播種したほ場では、適度な降雨の影響により出芽・苗立ちは良好で

あったが、後半に播種したほ場では湿害による不発芽が発生し、再播種が行われた。

また、播種後の降雨の影響によiり雑草発生は早かった。

表5　播種期

始期 �盛期 �終期 

6月1日 �6月7目 �6月25日 

(5月31日) �(6月8日) �(6月17目) 

(巻農業普及指導センター調べ)

※ ( )内は平年値

※平年値は、里のほほえみを作付開

始した平成29年度一令和4年度の
●

平均

(2)伸長期一開花期

ア　播種後の生育は平年よりやや良好であったが、 6月第6半句へ7月第4半句の降

雨により生育は停滞した。湿害症状が見られた一部のほ場では追肥が行われた。

イ　培土作業は6月第5半旬から開始されたが、 6月第6半旬一7月第4半句の降雨

の影響により、作業進度は遅れ気味となった。 7月21日の梅雨明け後降雨がなかっ

たことにより開花期直前に培土作業は進んだ。湿害発生や再播種により生育が遅れ

たほ場では8月上旬頃まで作業が実施されたものの、最終的な培土2回以上実施率

は81%に留まった。

ウ　管内の開花期は7月24日頃で、平年並であった。

エ　7月下旬にウコンノメイガの少発生ほ場が確認されたが、防除が必要な状況では

なかった。

表6　主茎長の推移(単位:Cm)

6月下旬 �7月下旬 �8月下旬 

本年 �13 �39 �52 

前年 �9 �56 �67 

平年 �9 �47 �65 

※本年値は生育調査ほ「里のほほえ

み」 2地点、 「エンレイ」 3地点平

均(巻農業普及指導センター調べ)

(3)着実期一子実肥大期

ア　開花期一子実肥大始期にあたる7月第5半旬一9月第1半旬に、異常高温・無降

雨により干ばつ害が発生した。播種期が遅いほ場や、湿害等により生育が遅れて根
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域の浅いほ場を中心として、落花、落莫による、後発の開花や着実抑制が見られた。

イ　土壌水分確保のため、 7月下旬へ8月第4半句にかけて、排水条件の良いほ場、

FOEAS整備ほ場を中心に暗渠閉栓、畦間潜水及び地下かんがいが実施された。

ウ　開花期以降の干ばつと9月第2半旬以降の降雨により、着英は遅れて増加し、英

数は平年より多くなった。

ェ　子実肥大初期の高温・無降雨と、英数が多かったことにより、子実は小粒化し大

粒比率は低かった。

オ　里のほほえみにおいて、 8月下旬に葉焼病の上位葉発生が見られたが、風雨が少

なかったことから発生程度は少なかった。

カ　カメムシ類の発生は8月中旬頃から成熟期まで確認された。

キ　9月中旬頃から、巻地区、西川地区、潟東地区でハスモンヨトウによる葉及び英

の食害が発生し、被害程度が大きいほ場では防除が実施された。

(4)収穫時期

ア　干ばつの被害程度が大きく、着実が遅れたほ場及び箇所で成熟が遅れて英先熟傾

向となり、成熟揃いはやや不良だった。また、最下着実位置は低かった。

イ　成熟期は10月25日(ェンレイ標準播10月15目、麦跡10月25日、里のほほえ

み10月28日)となり、エンレイは平年並みとなったが、里のほほえみは平年より

8目程度遅れた。

ウ　成熟期の遅れと10月第6半句から11月第2半句の降雨の影響により収穫始期は

10月23日(平年差+4)と遅くなった。収穫期間も長期化し、収穫盛期は11月6

目(同+7)、終期は11月21日(同十9)となった。

エ　皮切れ粒、虫害粒、未熟粒の発生が多かった。

ェ　英数は平年より多かったが、小粒化して百粒重が小さかったことにより、単収は

155kg/10a (ェンレイ152kg/10a、里のほほえみ163kg/10a)と少なくなり、平年比

「やや不良」であった。品質は平年比「やや不良」で、格落要因はしわ粒であった。

表7　成熟期及び収穫期

成熟期 �収穫期 �� 
始期 �盛期 �終期 

10月　25日 �10月23日 �11月6日 �11月21日 

(10月18目) 　　　　I �(10月19日) �(10月30日) �(11月12日) 

(巻農業普及指導センター調べ)
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表8　里のほほえみ(調査ほ2地点)

ア　収量構成要素

主茎節数 �総節数 �総英数 �有効英数 �節当英数 �1英粒数 �粒数 �百粒重 �坪刈収量 

(節/壷) �(節/壷) �(英/壷) �(英/壷) �(英/節) �(粒)・ �(粒/壷) �(g) �(kg/10a) 

本年値 �211 �479 �722 �606 �1.5 �1.5 �984 �31.1 �310 

平年値 �187 �- �497 �423 �- �1.9 �794 �35.5 �274 

平年比 �113% �ー �145%　● �143% �- �79% �124% �88% �113% 

前年値 �177 �479 �534 �430 �1.1 �1.5 �640 �38.7 �248 

前年比 �119% �100% �135% �141% �136% �100% �154% �80% �125% 

注)坪刈収量は、ふるい目7.3皿以上で、転選前、かつ被害粒(虫害粒)を含む重量。

平年値はH29へR 4平均

イ　品質

大粒比率 (%) �豆類被害粒等の区分 
整粒等 (%) �被害粒・未熟粒等(上位3要因) 

皮切れ粒 �虫害粒 �未熟粒 �その他 

本年値 �87.4% �71.1% �11.0% �8.6% �8.0% �1.3% 

平年値 �91.0% �78.7% �3.4% �4.4% �5.1% �8.4% 

平年差 �-3.6 �-7.6 �7.6 �4.2 �2.9 �-7.1 

前年値 �94.1% �68.8% �4.9% �4.5% �12.3% �9.5% 

前年差 �-6.7 �2.3 �6.1 �4.1 �-4.3 �-8.2 

注)平年値は大粒比率H29へR4平均、豆類被害粒等はH30へR4平均

表9　エンレイ(調査ほ3地点)

ア　収量構成要素

主茎節数 �総節数 �総英数 �有効英数 �節当英数 �1英粒数 �粒数 �百粒重 �坪刈収量 

(節/壷) �(節/壷) �(英/壷) �(英/壷) �(英/節) �(粒) �(粒/壷) �(g) �(kg/10a) 

本年値 �185 �460 �775 �759 �1.7 �1.8 �1,042 �24.9 �268 

平年値 �173 �一 �593 �569 �- �1.8 �809 �31.8 �277 

平年比 �107% �- �131% �133% �- �100% �129% �78% �97% 

前年値 �199 �525 �656 �606 �1.2 �1.8 �1,069 �33.7 �360 

前年比 �93% �88% �118% �125% �135% �100% �97% �74% �74% 

注)坪刈収量は、ふるい目7.3皿以上で、転選前、かつ被害粒(虫害粒)を含む重量。

平年値はH24へR4平均、 R3は調査ほなし

イ　品質

大粒比率 (%) �豆類被害粒等の区分 
整粒等 (%) �被害粒・未熟粒等(上位3要因) 

未熟粒 �虫害粒 �しわ粒 �その他 

本年値 �25.4% �71.6% �14.9% �5.1% �4.9% �3.5% 

平年値 �63.1% �73.9% �4.7% �2.0% �9.1% �10.3% 

平年差 �-37.7 �-2.3 �10.2 �3.1 �-4.2 �-6.8 

前年値 �80.0% �78.7% �12.2% �0.8% �0.2% �8.1% 

前年差 �-54.6 �-7.1 �2.7 �4.3 �4.7 �-4.6 

注)平年値は大粒比率H24へR4平均、豆類被害粒等はH30へR4平均(R3は調査ほなし)
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5　大豆安定生産に向けた重点事項

(1)連作障害回避対策の徹底

ア　ブロックローテーションの推進

イ　連作ほ場における生育量の確保(堆肥等有機質資材の施用、緩効性肥料の施用)

(2)排水対策

ア　周囲明渠、弾丸暗渠の早期施工(隣接水田入水前まで)

イ　畦間と明渠の確実な連結及び定期的な点検・整備による排水経路の確保

ウ　暗渠がない場合は、ほ場内排水溝の設置と、明渠との確実な連結

(3)適期は種

品種に応じた播種期・は種密度による適正生育量の確保と裂皮防止

(里のほほえみ: 6月以降播種)

(4)干ばっ対策

ア　高温障害軽減のための根域確保を目的とした培土の徹底

イ　梅雨明けから子実肥大盛期(9月中旬頃)までの間、干ぱっが懸念される場合、

暗渠閉栓や畦間かん水で土壌水分を維持し、着実や粒肥大を促進

(5)雑草防除

ア　中耕・培土の適期2回実施及び草種に応じた除草剤の利用

イ　収穫前の雑草、青立ち株の抜き取り徹底(毒素を含む有害雑草は確実に除去)

ウ　連作ほ場における帰化アサガオ類等の難防除雑草対策の実施

(6)病害虫防除

ア　子実害虫の適期防除の徹底による被害粒発生防止

イ　カメムシ多発地域における適正防除の実施

ウ　「里のほほえみ」における葉焼病発生の早期発見と適期防除の実施

(7)適期収穫

ア　黄葉期以降のほ場観察による収穫適期判定と作業計画の早期策定

イ　大豆の成熟期に応じた乾燥調製施設の計画的な稼働

ウ　雑草・青立ち株の除去及び適正な刈高さでの収穫(コンバインへの土砂掻き込み

防止)による汚損粒の発生防止
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Ⅴ　令和5年度麦作の生育状況と作柄

1令和5年産麦の作柄概況

(1)作付面積と収量・品質

麦種別 �作付面積 �収穫面積 ��推定収量 �作柄概況 
(ha) �(ha) ��(kg/10a) �収　量 �品　質 

大麦 �合計:5ha 水田:5ha 畑:Oha �ミノリムギ �5.Oha �355kg �並 �並 

小麦 �合計:57ha �ゆきちから �20.2ha �342kg �並 �並 

水田:57ha 畑:Oha �夏黄金 �36.9ha ● �465kg �良 �並 

※推定収量は、検査数量を収穫面積で割って算出

※作柄概況は良、やや良、並、やや不良、不良の5段階

(2)連作ほ場の経過年数別面積割合

作付面積(ha) �割合(%) 

連作4年以上 �5.5ha �9.6% 

連作2へ3年 �30.5ha �53.3% 

初作 �21.2ha �37.1% 

注;前作物の有無にかかわら ��ず、前年の 

(巻農業普及指導センター調べ)

( 3 )前作水稲の品種面積割合

品種名 �作付面積(ha) �割合(%) 

早生品種 �13.8ha �90.8% 

コシヒカリ �1.4ha �9.2% 

その他 �Oha �0% 

冬作に麦を作付した場合は連作とみなす 

2　麦の作柄・品質に影響したと考えられる要因

(1)作柄・品質に及ぼしたプラスの要因

ア　排水対策の徹底および排水性の良い大豆跡作栽培の実施

イ　生育診断に基づく適期追肥の実施

ウ　少雪のため根雪期間が皆無

(2)作柄・品質に及ぼしたマイナスの要因

ア　一部生産者での排水対策の不徹底

イ　秋期追肥の未実施

ウ　一部ほ場で雑草の多発

3　令和6年産麦の作付概況(令和5年秋は種)

(1)作付状況　　　　’

麦種 �作付 面積 (ha) �1ha以上 団地 (ha) �前作種類別面積(ha) ����は種様式別面積(ha) 
稲跡 �麦跡 �大豆跡 �野菜跡 �ドリル ��全面 全層 �表層 

平畦 �畦立 

大麦 �9 �8 �9 � �47 � �9 � �1 � 

小麦 �65 �39 �16 ����64 

2)は種 �状況 � � ���� 

始期10月14目　　盛期10月29日　　終期11月6日
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Ⅵ　令和5年度　新潟西部支部新潟米部会の主な取組状況

1　取組方針

令和5年度は、 「異常気象に備えたコンパクトなイネづくり」をスローガンに、関係

機関と連携を図りながら品質・食味の向上に向けて取り組んだ。

また、稲作の低コスト・省力化や大豆及び小麦の高位安定生産による農業所得の確保

を支援するとともに、みどりの食料システム戦略に基づき、生産力向上と持続性の両立

に向けて取り組んだ。

(1)新潟米主要品種の品質・食味確保

コシヒカリ・こしいぶき・新之助・こがねもちを重点品種と位置づけ、各品種の栽

培課題を踏まえた技術対策を推進し、頻発する異常気象条件下においても高品質・良

食味米の安定的な確保を目指した。また、フェーン・異常高温時は土地改良区と連携

し、緊急水利体制を支援した。

<推進項目>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

【異常気象への備え】

①作期分散

②異常気象に備えた迅速な情報提供

【全品種共通】

①土づくり(ケイ酸資材の施用)の推進

②適正生育量の確保による籾数過剰防止

③初期生育促進と良質茎確保

④適正な穂肥と水管理による後期栄養の維持

⑤適期収穫、適正乾燥調製

⑥カメムシ類斑点米発生防止対策の徹底

【新之助】

①適期収穫に向けた作付計画、ほ場選定

②適期播種・適期田植え

③いもち病の防除徹底

(2)水稲V溝乾田直播栽培の推進

経営面積が大きく、導入メリットが見込める経営体に対して、同栽培の「作期分散

効果」及び「省力化効果」を周知し、導入を推進した。また、栽培実証経営体に対し

て、収量・品質の確保に向けた指導を行い、技術の定着を支援した。

(3)プラスチックによる環境汚染問題に対応した新たな肥料の情報共有

環境問題に対応した新たな肥料について、現地栽培実証結果を共有し、普及性につ

いて検討した。
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(4)大豆高位安定生産の推進

エンレイ及び里のほほえみの生育調査に基づく栽培技術情報の提供、実証ほの設置

及び現地研修会の開催により基本技術の徹底を啓発し、収量及び品質の向上を図った。

(5)小麦の高水準な収量・品質確保

需要のある作物として小麦栽培を推進するため、高収量及び高品質による所得確保

に向けた技術指導、 、生育調査に基づいた技術情報の提供を行った。

(6)雑草イネの被害発生・拡散防止

稲作経営の支障となる雑草イネの被害縮小、拡散防止に向け、被害発生生産者に対

して防除対策を周知するとともに、未確認の生産者に対して早期発見・対応に向けた

啓発を行った。

2　主な活動内容

(1)活動体制

部会を開催し、構成機関の連携を図りながら、目標達成に向けた活動を行った。

新潟米部会構成機関

構成機関 �機関名および部署 � 

県 �新潟地域振興局巻農業振興部　普及課 

市 �新潟市西区　　農政商工課 

新潟市西蒲区　産業観光課 

JA �JA新潟かがやき �営農企画課及びアグリセンター 

農業共済組合 �新潟県農業共済組合 �新潟支所 

土地改良区 �西蒲原土地改良区 �計画課 

(2)情報発信

ア　高品質米確保に向けた適正管理の実践に向け、稲作定期技術情報、生育調査デ
ータに基づいた水稲生育速報、その他臨時情報、 YouTubeによる稲作管理技術の

動画を作製、発信した。

イ　アの情報について、関係機関で連携し、紙面配布や窓口掲示、業務用車装着、

SNS、ホームページ掲載等により多数の生産者へ迅速に伝達を行った。

ウ　夏期の高温気象に対応した後期栄養確保の管理実施に向け、緊急情報ハガキを

全稲作農家へ送付し、管理の徹底を促した。

エ　フェーン・異常高温発生予想時、高飽差発生時に、管理対応に関する緊急情報

を、関係機関で連携して生産者へ迅速に伝達した。

オ　農業用水渇水対策等情報連絡会議と連携し、異常気象時の水管理対策について全

稲作農家へ啓発チラシを作成・配布した。

カ　令和5年度の作柄品質状況を踏まえた次年度技術対策に関するチラシを全稲作

農家へ配布し、令和6年産米の品質向上に向けた啓発を行った。
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キ　大豆定期技術情報、生育調査データに基づいた大豆生育速報を発出し、大豆の

高位安定生産に向けた情報提供を行った。

ク　生育状況を踏まえた小麦技術情報を作付者へ配布し、高収量・高品質確保の支援

を行った。

(3)調査ほ・実証ほの設置

ア　地域振興局、 JAアグリセンターでコシヒカリ22地点、こしいぶき5地点、新

之助7地点の生育調査ほを設置し、生育状況を把握するとともに、生産者に対する

高品質米確保に向けた指導、情報提供に反映させた。

イ　異常気象対策に有効なケイ酸質肥料は施用率が伸び悩んでいることから、令和2
へ3年に実施した土づくり対策実証ほ成果を踏まえ、 JA展示ほ等による啓発活動

を広域的に展開し農業者の理解促進を図った。また、得られた成果を部会で共有し

次年度の啓発活動に活用する。

ウ　水稲V溝乾田直播の実証ほを4地点に設置し、技術の定着・普及に向けた栽培指

導を行うとともに、技術を広く周知する研修会の場とした。調査結果や調査データ

を基に作成した品種別栽培暦を構成機関で共有し、今後の普及活動に活用する。

エ　ノンコーティング全量基肥肥料の水稲展示ほを設置し、地域振興局で取りまとめ

た調査結果を構成機関で共有し、実用性を検討した。

オ　大豆生育調査ほを5地点設置し、生産者へ栽培技術情報の提供を行った。また、

地力低下ほ場において、低コストで高位安定生産を実現するための有機質資材投入

実証ほを設置し、現地研修での活用とともに、成果を次年度以降の指導に反映させ

る。

カ　小麦調査ほを4地点(うち1ほ場は生産性向上実証ほ)に設置し、生産者への

指導に活用した。また、成熟期には研修会の場として、適期収穫の指導を行った。

(4)研修会

ア　大規模稲作経営体、関係機関を対象に、作期分散・省力化技術として定着・普

及を目指している水稲V溝乾田直播栽培の現地研修会を中之口地区の実証ほ場で

開催した。苗立状況や管理のポイントを確認し、今後の普及に向けた周知を図った。

イ　小麦栽培の拡大に向けて、現生産者、栽培意向のある稲作農家、関係機関を対

象に、小麦栽培研修会を実証ほで開催した。栽培管理のポイントや収穫適期を周

知し、高品質小麦の確保と今後の生産意欲の向上を図った。

ウ　大豆の高位安定生産の実現に向けて、 7月に現地実証ほ・調査ほで実証技術と

生育状況の確認、今後の管理ポイントについて参加者に周知した。 2月には5年

産の作柄と要因及び次年度の高収量・高品質生産に向けた管理のポイントを周知

するとともに、参加者の生産意欲の向上を図った。

エ　近年、雑草イネ発生ほ場が拡大、増加傾向にあることから、生産者及び関係機関

の指導者を対象に、雑草イネの基礎知識と防除技術対策について周知した。また、

早期発見・早期防除に向けた啓発を図った。
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3　活動目標及び結果

項　　　目 �R5実績 �R5目標 �R4実績 

(1)一定水準以上の食味・品質の確保 �0.2% �90%以上 �81.9% 

ア　1等級比率* 

コシヒカリ 

こしいぶき �10.9% �90%以上 �69.5% 

新之助 �98.1% �100% �98.5% 

こがねもち イ玄米タンパク質含有率** �24.0% 5.0% �50%以上 6.0% �37.1% 5.2% 

コシヒカリ 

新之助 ウ斑点米カメムシ類による格落率*** (2)大豆高位安定生産の推進**** �5.3% 0.14% 155kg/10a �5.8% 0.5%以下 180kg/10a �5.4% 0.2% 147kg/10a 

ア　単収(全品種平均) 

イ里のほほえみの3等級以上比率 (3)小麦の高水準な収量・品質確保**** �18.4% 423kg/10a �70%以上 350kg/10a以上 �53.9% 369kg/10a 

ア　単収 

イ　2等級以上比率 �100% �100% �100% 

*:加工用米・飼料米・米粉用米・備蓄米を除くJA検査数値(12月末日時点)
** :玄米タンパク質含有率は、巻農業普及指導センター調査ほ数値
*** :主食用米全品種の検査数量に占める割合
**** : JA検査数値から算出

4　会議・研修会等の開催

時期 �内容 �会場・対象 
【会議】 �〈新潟米部会〉 �振興局巻庁舎(部会員) 
4月26目 �・年度活動計画、活動体制 
6月　1日 �・適期中干し対応 �/I　　(JA) 

7月5目 1月22日 �・穂肥・夏期水管理対応 �II(部会員) I/(JA) 
・追加穂肥、異常気象時緊急対応 
・次年度対策の周知 

3月　5日 �・活動実績、次年度計画 �II　　(部会員) 

12月8日 �く作柄検討会〉 �西蒲原土地改良区 ・作柄要因・次年度対策 �　(部会員及び関係機関) ※新潟米部会で実施 

7月　5日 �く農業用水渇欄締情醍絡会議との連携〉 ・異常気象に対応した情報提供の 

実施 
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【調査ほ】 水稲 �水稲生育調査ほ �・コシヒカリ生育調査ほ 

4へ10月 大豆 5へ11月 小麦 ��(普及4、JA18) 
・こしいぶき生育調査ほ 

(普及1、JA4) 
・新之助生育調査ほ 

(普及1、JA6) 

水稲ケイ酸質肥料流し込み展示ほ �・JA　6 

水稲Ⅴ溝乾田直播実証ほ �・普及4 

水稲ノンコーティング全量基肥 �・普及1 
肥料展示ほ 

大豆地域課題解決実証ほ �・普及 
大豆生育調査ほ �・普及、共済5 

小麦生産性向上実証ほ �・普及1 
10へ6月 �小麦生育調査ほ �・普及、JA3 

【研修会】 5月23日 6月7日 7月26日 1月30目 2月28日 �水稲Ⅴ溝乾田直播研修会(導入メ �中之口地区現地ほ場(稲作経営体、関 

リット、管理のポイント) 小麦栽培研修会 �係機関) 中之口地区実証ほ(生産者、生産意向 

(栽培管理のポイント、収穫適期 �者、関係機関) 西川地区実証ほ、中之口地区調査ほ、 
の判定) 大豆現地研修会 

(重点技術対策関係実証ほ等) 雑草イネ防除対策研修会(雑草イ �地域振興局巻庁舎(大豆生産組織・個 
別経営体、関係機関) JA巻店(生産者、関係機関) 地域振興局巻庁舎(生産者、関係機関) 

ネの基礎知識、防除技術対策) 大豆技術対策研修会(5年産大豆の 

作柄要因、次年度技術対策) 
【情報等】 �技術情報の発行 �関係機関及び生産者 

・水稲技術対策　7回十臨時2回 
・水稲生育速報　8回 �II 
・新之助生育情報9回 �新之助研究会 
・フェーン緊急情報(独自版)1回 �関係機関及び生産者 
・大豆技術情報　4回 �ll 

・大豆生育速報　4回 �II 
・小麦技術情報　5回十臨時1回 �II 
・Yo叫Tube配信　3回 �lI 関係機関及び全生産者(6,950部) 

(適期中干し、穂肥・夏季水管理、 
次年度管理対策) 
・夏場の水管理対策　　　(7月) 
・6年産米品質向上対策　(1月) �II　　　　(5,930部) 

・「新潟西部地域の作物」(3月) �関係機関及び生産者　(160部) 
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Ⅶ　技術資料

技1　水稲定点等生育調査ほ成績
1コシヒカリ

(1)本田生育調査

設置場所 �定点ほ場名 �田植日 
西川地区　升潟 �特殊気象感応ほ �5月9日 

巻　地区　河井 �地域定点調査ほ �5月3日 

潟東地区　遠藤 �地域定点調査ほ �5月6日 

岩室地区　橋本 �地域定点調査ほ �5月17日 

設置場所 �草丈(cm) 
5/30 �6/10 �6/20 �6/30 �7/10 �7/20 �7/30 �稗長 

西川地区　升潟 �19 �22 �43 �52 �75 �86 �99 �94 

巻　地区　河井 �30 �34 �50 �66 �83 �96 �111 �97 

潟東地区　遠藤 �31 �34 �46 �58 �73 �84 �100 �91 

岩室地区　橋本 �23 �29 �41 �50 �65 �78 �95 �93 

平均 �26 �30 �45 �57 �74 �86 �101 �94 

前年比(%) �99 �106 �122 �97 �99 �100 �105 �99 

平年比(%) �99 �96 �110 �105 �109 �106 �108 �99 

指標比(%) �107 �93 �113 �103 �110 �112 �113 �104 

設置場所 �茎数(本/壷) 
5/30 �6/10 �6/20 �6/30 �7/10 �7/20 �7/30 �穂数 

西川地区　升潟 �71 �124 �317 �584 �596 �483 �402 �354 

巻　地区　河井 �154 �301 �499 �516 �483 �433 �420 �397 

潟東地区　遠藤 �135 �273 �461 �514 �499 �448 �397 �343 

岩室地区　橋本 �73 �155 �421 �611 �583 �457 �413 �345 

平均 �108 �213 �425 �556 �540 �455 �408 �360 

前年比(%) �71 �72 �82 �97 �112 �96 �96 �96 

平年比(%) �93 �80 �102 �114 �123 �114 �108 �101 

指標比(%) �108 �85 �109 �116 �126 �寸17 �113 �103 

設置場所 �葉数(し) 
5/30 �6/10 �6/20 �6/30 �7/10 �7/20 �7/30 �最終葉数 

西川地区　升潟 �5.1 �6.5 �9.0 �10.4 �11.5 �12.8 �13.9 �13.9 

巻　地区　河井 �6.1 �7.5 �9.3 �10.3 �11.4 �12.7 �13.0 �13.0 

潟東地区　遠藤 �5.6 �7.0 �8.9 �9.9 �11.0 �12.3 �12.9 �12.9 

岩室地区　橋本 �4.2 �5.9 �8.4 �9.7 �11.0 �12.0 �13.4 �13.4 

平均 �5.3 �6.7 �8.9 �10.1 �11.2 �12.5 �13.3 �13.3 

前年差 �-0.7 �-0.7 �-0.2 �-0.4 �-0.4 �-0.1 �0.1 �-0.1 

平年差 �-0.3 �-0.6 �0.1 �0.0 �0.1 �0.4 �0.2 �-0.1 

指標差 �0.1 �-0.5 �0.1 �0.0 �0.1 �0.4 �0.1 �0.1 

設置場所 �’　　　　　　　　　　　　　　　葉色(SPAD) 
6/10 �●6/20 �6/30 �7/10 �7/20 �7/30 �出穂期 �出穂十15日 �出穂十25日 

西川地区　升潟 �34.7 �43.3 �42.0 �40.3 �35.7 �30.2 �31.9 �31.5 �27.0 

巻　地区　河井 �38.8 �42.7 �38.8 �36.7 �35.3 �31.6 �30.6 �31.0 �26.2 

潟東地区　遠藤 �38.3 �42.5 �40.6 �34.0 �30.8 �30.0 �30.8 �28.3 �24.2 

岩室地区　橋本 �33.0 �42.5 �38.0 �36.5 �32.3 �30.7 �32.6 �33.7 �30.2 

平均 �36.2 �42.8 �39.9 �36.9 �33.5 �30.6 �31.5 �31.1 �26.9 

前年差 �37.2 �42.5 �40.3 �32.4 �32.5 �32.2 �33.4 �33.9 �29.2 

平年差 �37.7 �39.4 �37.6 �35.3 �33.0 �31.9 �32.7 �33.0 �27.6 

指標差 �38.0 �40.0 �39.0 �35.5 �34.0 �33.0 �32.0 �32.0 �27.0 
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(2)成熟期調査

設置場所 �程長 �穂長 �穂数 �葉数 �最高分げっ期 �有効茎歩合 �幼穂形成期 �出穂期 �成熟期 
(cm) �(cm) �(本/壷) �(し) �(月・日) �(%) �(月・日) �(月・日) �(月・日) 

西川地区　升潟 �94 �21.0 �354 �13.9 �7月10日 �59.3 �7月15日 �8月5日 �9月9日 

巻　地区　河井 �97 �18.3 �397 �13.0 �6月30日 �76.9 �7月9日 �8月1日 �9月5日 

潟東地区　遠藤 �91 �19.7 �343 �13.0 �6月30日 �66.7 �7月9日 �8月1日 �9月4日 

岩室地区　橋本 �93 �19.8 �345 �13.4 �6月30日 �56.5 �7月13日 �8月4日 �9月8日 

平均 �94 �19.7 �360 �13.3 �7月2日 �64.9 �7月11日 �8月2日 �9月6日 

前年比・差 �99 �103 �96 �-0.1 �6 �-0.9 �2 �-1 �-8 

平年比・差 �99 �105 �101 �-0.1 �5 �-4.3 �-1 �-2 �-8 

(3)収量調査

設置場所 �穂数 �1穂籾数 �全籾数 �登熟歩合 �玄米千粒重 �精玄米重 
(本/壷) �(粒) �(百粒/壷) �(%) �(g) �(g/壷) 

西川地区　升潟 �335 �80 �271 �89.7 �21.5 �522 

巻　地区　河井 �408 �82 �335 �88.5 �19.4 �571 

潟東地区　遠藤 �352 �79 �277 �90.8 �20.8 �526 

岩室地区　橋本 �378 �79 �300 �90.5 �21.9 �536 

平均 �368 �80 �296 �89.9 �20.9 �539 

前年比・差 �95 �105 �101 �3.9 �94 �101 

平年比・差 �100 �99 �100 �3.3 �94 �102 

指標比・差 �105 �103 �110 �0.9 �94 �100 

(4)粗玄米粒厚別重量比(%)

設置場所 �2.2m �2.1m �2.O皿 �1.9皿 �1.85皿 �1.8m �1.7皿 �1.7m下 �精玄米重歩合 (l.85m以上) 

西川地区　升潟 �8.3 �43.9 �38.4 �6.9 �1.1 �0.6 �0.5 �0.4 �98.6 

巻　地区　河井 �1.1 �11.5 �57.2 �21.5 �3.9 �1.8 �1.6 �1.4 �95.2 

潟東地区　遠藤 �6.8 �39.7 �41.5 �9.0 �1.3 �0.7 �0.6 �0.5 �98.3 

岩室地区　橋本 �7.6 �45.6 �38.1 �6.4 �0.9 �0.5 �0.5 �0.3 �98.6 

平均 �6.0 �35.2 �43.8 �11.0 �1.8 �0.8 �0.7 �0.7 �97.7 

前年差 �1.4 �4.0 �-4.4 �-0.3 �-0.1 �-0.2 �葛0.3 �-0.5 �0.6 

平年差 �2.6 �10.2 �-5.0 �-4.8 �-1.1 �-0.8 �-0.8 �-0.7 �1.9 

(5)節間長・葉身長(cm)

設置場所 �節間長 ������葉身長 
Nl �N2 �N3 �N4 �N5 �N6 �Bl �B2 �B3 

西川地区　升潟 �38.6 �19.4 �16.5 �12.4 �8.6 �0.7 �24 �36 �44 

巻　地区　河井 �38.6 �22.3 �18.9 �12.9 �8.5 �1.5 �30 �46 �46 

潟東地区　遠藤 �38.2 �19.9 �14.5 �10.6 �5.9 �0.3 �29 �41 �42 

岩室地区　橋本 �42.3 �21.5 �16.1 �9.8 �4.2 �0.0 �33 �44 �43 

平均 �39.4 �20.8 �16.5 �11.4 �6.8 �0.6 �29 �42 �44 

前年比 �’99 �95 �104 �103 �117 �200 �95 �97 �99 

平年比 �105 �98 �99 �101 �121 �313 �111 �113 �104 

指標比 �104 �90 �92 �104 �227 �ー �115 �110 �104 
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(6)品質調査

設置場所 �食味;TM-3500 タンパク含量(%) �品質:RGQIlOOB(%) 
整粒 �胴割粒 �未熟粒 �被害粒 �死粒 �着色粒 

西川地区　升潟 �5.3 �60.2 �0.5 �38.7 �0.6 �0.2 �0.1 

巻　地区　河井 �5.0 �50.9 �0.9 �46.4 �1.1 �0.8 �0.1 

潟東地区　遠藤 �4.9 �49.7 �1.9 �47・1 �0.8 �0.6 �0.0 

岩室地区　橋本 �5.5 �59.0 �0.1 �40.1 �0.8 �0.1 �0.1 

平均 �5.2 �55.0 �0.9 �43.1 �0.8 �0.4 �む.l 

前年差 �0.0 �3.1 �-10.1 �10.2 �-2.6 �-0.7 �0.1 

平年差 �-0.2 �-8.4 �-1.5 �′10.9 �-0.7 �-0.3 �0.0 

指標差 �-0.8 �-15.1 �- �- �- �- �- 

注)品質:本年値はRGQIlOOBで測定、前年 ��値及び平年値はRGQIlOBで測定 

(7)生育の推移、収量及び収量構成要素

。m　　　　　　草丈“程長

5/30　6/10　6/20　6/30　7/10　7/20　7/30　程長

票数

5/30　6/10　6/20　6/30　7/10　7/20　7/30　最終葉

数

収量および収量構成要素

本宿　　　　　　茎数"穂数

5/30　6/10　6/20　6/30　7/10　7/20　了/30　穂数

6/10　6/20　6/30　7/10　7/20　7/30　出穂期出穂十15出穂十25

日　　　日
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2　こしいぶき

(1)設置場所　　　新潟市西蒲区横戸　　※H28年まで:道上、 H29 :升潟、 H30へR3三ツ門

(2)耕種概要 
育苗様式 �播種期 �播種量 �移植期 �裁植密度 
稚苗加温 �3月31日 �150g/箱 �5月7日 �「16.8　　本/壷 

3　　田施肥量kg/10a 

基肥 ���穂肥 ���合計 
N �P �K �N �P �K �N �P �K 

6.7 �4.8 �3.2 �0.0 �0.0 �0.0 �6.7 �4.8 �3.2 

4　　田生育調査 
5月30日 �6月10日 �6月20目 �6月30日 �7月10日 �7月20日 

草丈 (cm・%) �本年値 �27 �30 �45 �55 �70 �83 前年比 �96 �103 �125 �95 �93 �98 

平年比 �108 �103 �115 �106 �106 �106 

指標比 �108 �100 �107 �115 �108 �106 

茎数 (本/壷・%) �本年値 �101 �236 �442 �528 �502 �431 前年比 �60 �68 �78 �92 �96 �87 

平年比 �90 �81 �95 �101 �105 �99 

指標比 �72 �79 �96 �100 �102 �100 

葉数 (し) �本年値 �6.1 �7.8 �10.0 �11.2 �12.4 �13.2 前年差 �-0.1 �0.2 �0.7 �0.4 �0.1 �0.5 

平年差 �0.2 �-0.1 �0.5 �0.5 �0.4 �0.2 

指標差 �0.6 �0.4 �0.8 �0.2 �0.9 �0.6 

葉色 (SPAD) �本年値 �- �42.4 �46.5 �43.3 �39.5 �38.9 前年差 �- �1.0 �1.0 �-0.7 �3.0 �3.5 

平年差 �- �1.2 �3.5 �2.5 �-0.1 �2.5 

指標差 �- �1.4 �4.5 �5.3 �3.0 �3.9 

(5)成熟, �期調査 � � � � � � � 
項目 �稗長 �穂長 �葉数 �最高分げっ期 �有効茎歩合 �幼穂形成期 �出穂期 �成熟期 

(cm) �(cm) �(し) �(月・日) �(%) �(月・日) �(月・日) �(月・日) 

本年値 �83 �19.1 �13.2 �6月30日 �87.7 �7月1日 �7月24日 �8月26日 

前年比差 �101 �101 �0.5 �十0 �8.7 �1 �十0 �-5 

平年比差 �101 �103 �0.1 �十4 �11.7 �鵜3 �-2 �-8 

指標比差 �104 �- �0.4 �ー �一 �- �- �- 

6　　量三 �。査 � � � � � � � � 

項目 �穂数 �1穂籾数 �全籾数 �登熟歩合 �玄米千粒重 �粗玄米重 �精玄米重 �整粒歩合 �玄米タンパク 

(本/壷) �(粒) �(百粒/壷) �(%) �(g) �(g/請) �(g/壷) �(%) �(%) 

本年値 �393 �79 �311 �90.6 �20.8 �577 �566 �48.7 �5.4 

前年比差 �89 �112 �100 �6.1 �94 �92 �93 �鵜10.2 �-0.2 

平年比差 �100 �106 �107 �1.8 �94 �99 �99 �-17.8 �-0.4 

指標比差 �98 �113 �111 �0.6 �95 �107 �105 �-21.3 �-0.8 

7、′玄、粒厚別　量比　○○ 

項目 �2.2皿 �2.1m I �2.O皿 �l.9皿 �1.85m �1.8m �1.7皿 �1.7田下 �精玄米重歩合 (1.85m以上) 

本年値 �10.7 �47.6 �31.4 �7.1 �1.3 �0.7 �0.6 �0.5 �98.1 

前年差 �-0.8 �0.7 �0.5 �0.3 �-0.1 �-0.1 �-0.4 �-0.3 �0.6 

平年差 �-0.1 �6.6 �鵜5.9 �-0.5 �0.0 �-0.1 �0.0 �0.0 �0.1 

8　　日日　・ 

項目 �節間長　(cm) ������葉身長(cm) 
Nl �N2 �N3 �N4 �N5 �N6 �Bl �B2 �B3 

本年値 �38.8 �19.0 �14.7 �9.4 �2.8 �- �30 �38 �33 

前年比 �101 �96 �95 �135 �347 �● �112 �112 �84 

平年比 �105 �97 �99 �116 �159 �- �117 �115 �94 
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3　新之助
(1)設置場所　　　新潟市西蒲区下和納　※H29年は西蒲区井随、 H30一下和納　平年値はH29へR4の6年平均

(2)耕種概要
育苗様式 �播種期 �播種量 �移植期 �裁植密度 
稚苗加温 �4月28日 �180g/箱 �5月15日 �16.1　本/壷 

(3)本田施肥量(kg/10a) 

基肥 ���穂肥 ���合計 
N �P �K �N �P �K �N �P �K 

4.5 �4.5 �4.5 �1.0 �0.3 �l.0 �5.5 �4.8 �5.5 

(4)本田生育調査 
5月30日 �6月10日 �6月20日 �6月30日 �7月10日 �7月20日 �7月30日 

草丈 (cm・%) �本年値 �19 �24 �35 �42 �62 �76 �85 前年比 �123 �113 �135 �91 �107 �115 �116 

平年比 �83 �89 �106 �100 �109 �112 �110 

指標比 �73 �86 �103 �102 �119 �117 �110 

茎数 (本/壷・%) �本年値 �84 �185 �422 �710 �704 �598 �593 前年比 �102 �178 �137 �157 �129 �107 �124 

平年比 �109 �97 �109 �127 �120 �114 �127 

.指標比 �140 �103 �106 �118 �121 �115 �132 

葉数 (し) �本年値 �4.0 �5.5 �7.9 �9.4 �10.6 �12.0 �11.8 前年差 �0.2 �0.4 �0.4 �-0.1 �-0.3 �0.3 �-0.9 

平年差 �-0.3 �-0.8 �-0.4 �-0.5 �-0.6 �-0.1 �-1.7 

指標差 �-0.6 �-1.3 �-0.7 �-0.6 �-0.9 �-0.3 �-1.8 

葉色 (SPAD) �本年値 �一 �33.3 �38.3 �35.1 �37.3 �36.7 �32.7 前年差 �一 �5.9 �-2.7 �鵜2.9 �1.3 �0.7 �-0.3 

平年差 �- �-2.3 �-2.2 �葛4.1 �0.0 �2.1 �-1.1 

指標差 �- �-2.7 �-2.7 �-1.9 �2.8 �2.7 �-1.3 

(5)成熟期調査
項目 �程長 �穂長 �葉数 �最高分げっ期 �有効茎歩合 �幼穂形成期 �出穂期 �成熟期 
(cm) �(cm) �(し) �(月・日) �(%) �(月・日) �(月・日) �(月・日) 

本年値 �85 �18.4 �13.6 �6月30日 �70.4 �7月22日 �8月12日 �9月17日 

前年比差 �101 �1.1 �-0.4 �-20 �3.4 �-2 �-4 �十0 

平年比差 �105 �0.4 �-0.4 �-8 �3.9 �十1 �-1 �-8 

指標比差 �106 �葛 �-0.6 �一 �- �ー �一 �- 

(6)収量調査

項目 �穂数 �1穂籾数 �全籾数 �登熟歩合 �玄米千粒重 �粗玄米重 �精玄米重 �整粒歩合 �玄米タンパク 

(本/壷) �(粒) �(百粒/壷) �(%) �(g) �(g/壷) �(g/壷) �(%) �(%) 

本年値 �457 �70 �319 �88.7 �22.9 �656 �648 �77.6 �5.1 

前年比差 �131 �100 �130 �3.3 �98 �132 �138 �11.9 �-0.2 

平年比差 �112 �97 �109 �0.4 �97 �110 �115 �15.6 �-0.4 

指標比差 �114 �100 �114 �6.7 �97 �121 �120 �7.6 �-0.7 

(7)粗玄米粒厚別重量比(%) 

項目 �2.2m �2.1m・ �2.Om �1.9m �1.85m �1.8m �1.7m �1.7m下 �精玄米重歩合 (1.9mm以上) 

本年値 �21.1 �53.2 �21.1 �3.4 �0.5 �0.2 �0.2 �0.2 �99.9 

前年差 �19.6 �34.3 �-39.2 �-10.8 �-1.7 �-0.8 �-0.7 �-0.8 �5.0 

平年差 �15.6 �20.4 �-24.7 �-7.4 �-1.6 �-0.8 �-0.8 �-0.8 �5.0 

(8)節間長・葉身長
項目 � � �節間長 �(cm) � �ー �葉身長(cm) 

Nl �N2 �N3 �N4 �N5 �N6 �Bl �B2 �B3 

本年値 �39.6 �18.8 �13.7 �9.0 �3.5 �- �27 �36 �45 

前年比 �111 �102 �113 �129 �103 �一 �113 �110 �111 

平年比 �107 �96 �107 �117 �140 �- �104 �103 �114 
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技2　令和5年度普及展示ほ成績

1　目　　的　　水稲全量基肥栽培におけるマイクロプラスチック不使用環境配慮型肥料

の収量・品質・食味に及ぼす効果の確認(資材名　ナポロングUFD2010)

2　方　　法

(1)設置場所　新潟市西区赤塚

(3)品　　種　コシヒカリBし

(5) 育　　苗

(2)音土壌条件　　埴壌土

(4)平年単収　　　510kg/10a

(6)展示ほ面積　　20 a

ア　方　式　稚苗無加温　　イ　播種期　4月11目　ウ　播種量　乾籾　250g/箱

工　施肥量(Ng/箱) 1.5g/箱

(7)田　　植　　　　5月8日

(8)栽植密度　展示区17.2株/壷、 4.7本/株　　慣行区16.9株/壷、 4.3本/株

(9)施肥(kg/10a)

区名 �区分 �月日 �肥料名(資材) �量 �N �P205 �K20 � 

展 示 区 �基肥 穂肥 �4/20 7/26 �ナポロング �27 12.5 �5.4 1.8 �3.0 1.8 �2.7 1.8 �うち 日FD2010 国産化成 14-14-14 �����有機態十緩効 性N2.6kg 

計 � � � �7.2 �4.8 �4.5 � 

慣" 行 区 �基肥 穂肥 �4/20 7/26 �コシヒカリ用 �18 12.5 �5.4 1.8 �1.8 1.8 �1.1 1.8 �うち 高窒素一発元肥 国産化成 14-14-14 �����LP25:1.4kg、 LPS90:1.7kg、 LPSl10:1.3kg 

計 � � � �7.2 �3.6 �2.9 � 

(10)中干し　6/10へ26

3　結果及び考察

(担当農家)

慣行区と比べ遜色なく作業を行うことができた。猛暑のためか肥効の長さが短いよう

に思えたが、慣行区も同様に葉色が低下していたので、管理作業としては特に劣らない

と感じた。

(普及センター)

展示区は慣行区と比べ初期生育は良好であったが、出穂期以降の葉色の低下が大きく、

後期栄養不足が懸念された。展示区は籾数が多くなったことにより整粒歩合の低下が助

長されたことから、適期中干し等の適正な生育調節で籾数過剰を抑制することにより、

慣行と同等の収量・品質確保が可能と思われる。
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4　結果の具体的数値

(1)苗　質

車名 � � � 草丈(cm) �葉齢(葉) �!乾物重(mg/本) !15.1 
両区共通 �13.9 �2.7 

(2)生育経過
・草丈は両区に差はなかった。

・茎数は展示区の方が多く推移し、最高分げっ期(6/30)には慣行区比113となった。

・葉色は幼穂形成期(7/13)までは展示区の方がSPAD値で1へ2ポイントほど濃く推

移した。幼穂形成期の葉色は両区とも指標値並であったが、 7月第2半旬一第5半

句の高温により槌色が急激に進み、出穂12目前(7/25)に指標値を下回ったこと

から7/26に追肥した。出穂期の葉色は同等で指標値並を確保できたが、出穂15日

後及び25日後の葉色は指標値を下回り、特に展示区で指標値より5ポイント程度

淡くなった。

茎数(本/肩)

20塙731蔓6/9吊/216/30i7/13ル21「亮子弓 

‾十展示区音丁露仙省議　650看萌 ��442 
十慣行率伽108　239 �483　574　看　569　圭　483 �408 

‾指標値100　　250　　390　　480　書　410「毒0 ��360 

‾..‾一“《--　　　　　-細--一--○○輸《○○{.輸-・■・　　--輸----葛--　」　輸-　　　----　_○○_. 
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4与.0

40.0

3与.0

30.O

之与.0

20.0

葉色(S恥D)

6/21 2 6/30 Z　7/13書　7/21 … 7/25享　8/2　室出穂期

40.O　書　39.9　葦　37.8　蔓　3l.8　妻　28.0

‡詔書・′・′器霊諸子器 岩盤

三三
29.7　…　24.9

(3)出穂期・成熟期の生育
・樺長は差はなく、指標値並だった。展示区の最高分げっ期の茎数の方が多かったこ

とから、有効茎歩合は慣行区より低くなった。

区　名 �出穂期 �有効茎 �成熟期 �程　長 �穂　長 �生葉数 �倒　伏 
(月日) �歩合(%) �(月日) �(cm) �(cm) �(葉) �程　度 

展示区 �8/6 �60.8 �9月9目 �88 �19.5 �2.4 �0.9 

慣行区 �8/6 �62.5 �9月9日 �89 �19.3 �3.0 �0.4 

(4)収量及び収量構成要素
・穂数は指標値並以上を確保し、展示区の穂数は蹟行比116となった。

・展示区は壷当たり籾数が多くなったことから、登熟歩合は慣行区よりやや低くなっ

た。精玄米重は蹟行区比102となったことから、収量は同等以上であった。

区　名 �穂数 (本/壷) �一穂 �壷当り �登熟 �千粒重 (g) �精玄 �同左比 籾数 �籾　数 �歩合 ��米重 

(粒) �(粒) �(%) ��(kg/10a) 

展示区 �400 �76.2 �30,620 �90.0 �21.5 �577 �102 

慣行区 �345 �77.3 �26,605 �91.4 �21.5 �563 �100 

(5)玄米粒厚分布・玄米品質・食味関連成分
・玄米タンパク質含有率に差はなかったが、展示区は未熟粒(乳白粒、背基部未熟粒、

腹白未熟粒)の発生により整粒歩合は低下した。

区　名 �I 　　　　　玄米粒厚分布(%) ������玄米品質(%) 2.2mm �2.2 �2.1 �2.0 �1.9 �1.85mm �蛋白質 �整粒 

以上 �へ2.1 �へ2.0 �へ1.9 �へ1.85 �未満 �含有率 �歩合 

展示区 �15.2 �51.2 �26.7 �5.0 �0.7 �1.2 �4.8 �57.4 

慣行区 �11.2 �50.9 �31.7 �4.5 �0.7 �1.0 �4.9 �66.3 

(6)病害虫の発生程度

両区でいもち病発生無、紋枯病少発生
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技3令和5年度水稲V溝乾田直播栽培実証結果

基肥 �4/4　N8kg �無施用 �　4/5N5.6kg (∨溝直播専用元肥上越70) �　4/5N5.6kg (V溝直播専用元肥上越70) 

(肥料名、Nkg/10a) �(乾田直播一発肥料2号) �(大豆跡作のため) 

追肥 (肥料名、Nkg/10a) �7/7　N「.4kg ◆ �6/15N2.3kg �6/21N書.4kg �6/25N2kg 

(ドローンN44) �(尿素) �(硫安) �(尿素) 

7/12N　Okg �7/21N3kg 

(ケイ酸加里) �(尿素) 

7/18Nlkg (越後の輝き有機50穂肥) � 

7/28N2kg (越後の輝き有機50積肥) � 

施肥窒素亘合計 (kg/10a) �9。4 �2.3 �10.0 �10.6 

除草体系 

出芽前非選択性除草剤 �4/20ラウンドアップマックスロード �4/21ラウンドアップマックスロード �4/21ラウンドアップマックスロード �4/19ラウンドアップマックスロード 

湛水前選択性除草剤 �5/20　バサグラン液剤 �5/25クリンチヤーパスM巨液剤 �5/1さクリンチヤーバスM巨液剤 �一 

湛水前選択性除草剤 �6/7　　クリンチヤーEW �ー �一 �- 

湛水日 �6月15日 �6月4日 �5月24日 �6月5日 

湛水後一発剤処理日 �6月16日 �6月6日 �5月31日 �6月15日 

残草処理剤 �一 �ー �6/10クリンチヤーバスM巨液剤 �一 

田且　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埴籾の千粗宴・ 

苗立数(本/m) �20.2 �20 �33.8 �　27gでの換算 22,7 

苗立数(本/正) �101 �100 �169 �114 

苗立率(%)* �48.7 ヽ �47,4 �77.3 �53。1 

生育　　　　　草丈　茎数　乗数　葉色草丈　茎数　葉数　葉色草丈　茎数　葉数　葉色草丈　茎数　葉数　葉色 

調査日:6/1 �24cm「OO本　4.4」 �14cm　85本　3.5」 �23cm195本4,3」 �21cm120本3.4」 

調査日:6/23 �43cm325本8"4」4堆 �32cm490本　8.4」42,4 �39cm385本　8,O」31.4 �34cm405本7,6」37.2 

調査日:7/7 �65cm　325本10.7」37,1 �61cm810本11.1」43.2 �56cm　395本　9.7」31.0 �56cm425本9.6」34.7 

調査日:7/18 �84cm325本12.1」41.5 �76cm815本12.5」43.6 �72cm410本10.9」30.5 �69cm440本11,2」32.6 
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ほ場場所 �巻 �国見 �打越 �羽黒 

品種 �わたぽうし �こしいぶき �コシヒガノB」 �にじのきらめき 

幼穂形成期、出穂期及び葉色

幼形期、出穂期 　:幼穂伸長日数 �7/3、7/26:23日間 �7/13、8/1:19日間 �了/22、8/10:19日間 �7/18、8/11:24日間 

葉色: (出穂期)(十15)(十25) �(37.9)(38.6)(33。4) �(40.0)(35.7)(33。2) �(30。1)(30.8)(23.2) �(29.2)(31,0)(27.2) 

成熟期及び倒伏程度 

8/27　倒伏無 �9/7　倒伏無 �9/16　倒伏微(一部中) �9/18　倒伏無一徹 

程長　穂長　穂数　最終葉数

(cm)(cm)(本/正)(L) �75　22.2　310(12.2 �85　20。2　630　13.5 �85　19。7　32012。6 �71　20.0　36513.2 

収量及び収量構成要素 

坪刈収量(kg/10a) �547 �554 �547 �546 

実収(kg/10a) �570 �585 �540 �540 

積数(本/正)-穂籾数 正樹数 �277　96.8　26章800 �340　77.126,200 �330　85,9　28,300 �355　84.8　30,100 

登熟歩合(%)千粒重(%) �91。6　　　23.4 �91.7　　　21.7 �84.0　　　21。7 �78.5　　　23.1 

食味、外観品質 � � � � 

玄米タンパク(%) �一 �6.1 �5.1 �4.8 

整粒歩合(%)、主な非整粒 �ー �48。0、その他未熟、基部未熟 �47.5、基部未熟、乳白粒 �43.8、基部未熟、乳白粒 

及び考察
04品種4ほ場で実証を行った。巻、打越、羽黒ほ場は水稲後作で、通常どおり秋に耕起、代かきを行った。
国見ほ場は大豆後作で、春に耕起作業を行い、代かきは行わなかった。

○播種作業はほ場が乾燥した4月3-5日に行った。その後出芽期までは、過湿にならず適度な降雨があった
ため、目標並(打越ほ場では目標よりかなり多い)の苗立数を確保できた。国見ほ場では、無代かきのため
V溝がうまく成形されず、日面に露出した種子が多くなり、鳥の食害が見られた。

○施肥は、水稲後作ほ場では基肥に専用肥料を使用し、大豆後作は場では無肥料とした。打越ほ場では苗立ち数
が多い影響で葉色が淡かったことから、 6/21に追肥と穂肥を2回施用した。羽黒ほ場では中間追肥と穂肥を
1回施用した。国見ほ場では、初期生育の葉色がやや淡かったことから、 6/15に追肥を施用した。生育後半は
地力窒素が多く発現したことから積肥は無施用であった。

○除草は3剤体系処理を指導したが、残草の見られた巻、打越ほ場では4剤目を6月上旬に散布した
(巻ほ場は3剤目にパサグランを使用したため、ヒ工の残草に4剤目を処理した) 。
3剤目を使わなかった羽黒ほ場では、生育期に大型化した雑草がほ場全体に散見された。

○茎数は苗立数が多かった打越ほ場では分げっが少なかったが、他の3ほ場では分げっによって目標並-やや
少ない穂数を確保した。.

0葉色は、巻及び国見ほ場では後期まで十分な葉色を保てたが、打越及び羽黒ほ場では穂肥不足で登熟期の葉色
は淡かった。

○出穂期は高温の影響で早まったが、わたぽうしで連休移植栽培比十5目、コシヒカリで十8日であった。

○収量は、全ほ場で目標以上を確保し、コシヒカリでは移植栽培並であった。その要因として、目標並かそれに
近い穂数を確保、一種籾数で正当たり籾数を補償、高い登熟歩合を確保できたことである。

○外観品質は登熟期の高温により、うるち品種では未熟粒が多発したが、わたぽうしでは1等級相当であった。
玄米タンパクは、こしいぶきは目標値並、コシヒカリ及びにじのきらめきは目標値よりかなり低かった。
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技4　令和5年度大豆地域課題解決実証ほ実績

1　実証実績

項　目 課　題名 � 内　　　　　　　容 

長期連作ほ場における大豆の収量・高品質確保技術の実証 大豆の収量・品質の安定化のためには、有機物施用による地力維 

実証のねらい (実証内容) 設定場所 品目二品種 設置面積 

持・増進が有効である。特にしわ粒の発生防止につながる後期栄養 

の確保や土壌物理性の改善効果が期待できる。長期連作による地力 

低下ほ場への有機質資材・緩効性肥料の施用が収量・品質に与える 

影響について実証し、栽培技術の確立に資する。 

新潟市西蒲区 

エンレイ (区割及び面積)60a(うち実証区30a、対照区30a) 

土壌条件 ほ場の設置 イメージ �(土性)壌土　　　　　(乾・湿田の別)乾田 

対照区30a ��「 

実証区2(籾殻/鶏ふん/LPS60区)13a 

実証区1(籾殻/鶏ふん)17a 

調　査　概　要 �〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇H 調査項目及び方法　　　　　　　　調査月日 

【生育調査】 ��6月26日、7月24日、 8月25日、9月25日 1lへ12月 11へ12月 6月 

主茎長、主茎節数、主茎葉数、一次分枝数 

【収量・品質調査】 

英数、粒数、子実重、百粒重、大粒比率、 

外観品質 

【技術導入効果調査】 

収量・品質調査、生産コスト 

【その他】 

土壌調査:土壌物理性 

【調査協力要望:革新支援担当、作研】 

土壌分析調査の協力、分析の助言 

地域への普及 (実証ほの活用) ��普及に向けた取組内容 ��取組時期 

○大豆現地技術対策研修会 ��7月26日 2月28日 

○大豆技術対策検討会 
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2　耕種実績

実証区 �対照区 

耕 種 概 要 �連作年数 �5年 �5年 

排水対策 �明渠、暗渠、プラウ �明渠、暗渠、プラウ 

種子消毒 �クルーザーMAXX　5月 �クルーザーMAXX　5月 

播種 �畦立播種　6月8日 �畦立播種　6月8日 

施肥 �【実証区1】 �グリーンパーフェクト(石灰質資 

籾殻　330kg/10a　6月6日 �材)40kg/10a　5月31日 

大粒けいふんペレット150kg/10a �大豆用元肥一発型肥料20kg/10a 

(N5.3kg)(N:P:K=3.5:4.0:3.0) �(N4.4kg)(N:P:K=22:11:10) 

6月8日 �5月30日 

【実証区2】 

籾殻　330kg/10a　6月6日 

大粒けいふんペレット150kg/10a 

(N5.3kg)(N:P:K=3.5:4.0:3.0) 

6月8日 

被覆尿素LPコート60S15kg/10a 

(N6.2kg)(N:P:K=41:0:0) 

7月18日 

中耕・培土 �1回目:6月26日 �1回目:6月26日 

2回目:7月18日 �2回目:7月18日 

除草 �プロールプラス乳剤　6月8目 �プロールプラス乳剤　6月8日 

プリグロックスし(畝間) �プリグロックスし(畝間) 

10月13日 �10月13日 

病害虫防除 �トライフロアブル �トライフロアブル 

キラップフロアブル　8月23日 I �キラップフロアブル　　8月23日 

プ.レバソンフロアブル5 �プレバソンフロアブル5 

ダイアジノン粒剤10　　9月8日 �ダイアジノン粒剤10　9月8日 

収穫 �10月18日 �10月18日 
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3　実証結果

○主茎長は、実証区は開花期頃までは対照区よりやや短い傾向で、生育後半8/25

調査時に対照区並一やや長くなり、成熟期には対照区並となった。

○梅雨明け後の干ばっにより落花・着実抑制が懸念されたが、子実肥大初期とな

る8/25調査時の着英数は平年比やや少へやや多となり、着英は確保できた。

○成熟期は対照区で10/15、実証両区で10/17となった。実証2 (籾殻/鶏ふん/しPS60

培土時追肥)で一次分枝数、茎乾燥重が小さかった。

(2)収量・品質

○英数は全区でエンレイ指標値より多かったが、梅雨明け後の高温・無降雨によ

る影響で小粒傾向となり、百粒重が小さかったことにより収量は少なかった。

実証2では、しPS60追肥による英数及び粒数の増加を期待したが、対照区並にと

どまった。

○品質は、実証区の大粒比率は対照区と比較して小さかった。実証2では、未熟

粒の発生が少なく、整粒歩合が対照区と比べて18ポイント高かった。

(3)土壌分析

○物理性調査(6/19土壌採取)では、気相率、仮比重とも差はなかった。

(4)技術導入効果

○実証1 (籾殻/鶏ふん)では、肥料費は対照区比30%に削減を図りつつ、対照区

以上の収量・品質を確保できる施肥体系であることが示唆された。

○実証2では肥料費は対照区と同等だった。収量・品質は対照区と同等以上であ

ったが、緩効性肥料の効果としての後期栄養の確保による英数及び粒数の増加

、増収、しわ粒の発生軽減に対する効果は見られなかった。実証2では、 2回

目培土時の7/18に追肥したが、その後7/21の梅雨明け以降の高温・無降雨に

よる土壌乾燥の影響により、肥効が十分得られなかった可能性が考えられた。

特に培土時追肥は土壌表層付近での肥料分布となるため、より乾燥の影響を受

けたものと推察され、

【生育調査】

(1)生育経過

ア　主茎長(c町)

基肥時施用の方が肥効が安定する可能性が示唆された。

6/25　　7/6 7/24　　8/25

実証1(籾殻鶏糞区) 12　　16　　43

9/25　成熟期

55　　　57　　　57

実証2 (しPS60区)  13　19　　45　　59　　59　　60

対照区
エンレイ指標値

13　　　18　　　47 55　　　61　　　59

39　　　59
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調 �イ　主茎葉数(葉) 

6/25　　7/6　　7/24　　8/25 

実証1(籾殻鶏糞区)1.5　　4.3　10.2　12.7 

実証2(しPS60区)　1.6　　4.5　10.1　13.1 

対照区　　　　　　　1.5　　4.4　10.8　12.6 

ウ　一次分枝数(本/壷) 

7/6　　7/24　8/25　9/25　成熟期 

実証1(籾殻鶏糞区)0.0　15.4　42.9　46.9　55.6 

実証2(しPS60区)　0.0　17.4　　40.9　　39.5　　46.2 

対照区　　　　　　　0.6　18.1　42.9　　40.9　　56.7 

エンレイ指標値　　　　　　19.0　　44.0 

エ　子実肥大初期着英数(英/壷) 

8/25　(平年比) 

実証1(籾殻鶏糞区)　550　　　93 

査 結 果 の 具 �実証2(しPS60区)　　625　　　105 

対照区　　　　　　　　601　　101 

*平年比はエンレイ成熟期英数(H29-R4)平年値(593英/壷) 　　　主茎長(Cm) 

8 

60 与0 40 30 20 10 0 16.0 14.0 1之.0 10:0 8.0 6.0 4.0 2.0 0.0 �糊糊　　　　　∽　　　　　　　予め ��� 

体 的 数 値 ��　　　　葵葵置 ′ 

′ 
……………………………’……‥“……’一……………●’………’’’●-………’…’◆ �� 

.細」中一実証1(籾殻/鶏ふん) 
葬卿実証2(籾殻/鶏ふん/」PS60) 

…・…・・・・・・・・・・・…・・…・…・・・・■・・・■′・……・・・・■・・▲刷中一対照区…・…・・・・・…・・・・・・・・・′・・・…・・・■・…・‥・・・・・…・・・……………・′・……………………一・ 

一〇喜一指標値 

6/之与7/67/248/2与9/2与成熟期 　　葉数(葉) 

霧 

6/2与　　　　7/6　　　　7/24　　　　8/2与 
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調 �(2)品質調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　(%) 

大粒比率　中粒比率　小粒比率 

実証1(籾殻/鶏ふん)　　　　　38.9　　51.3　　　9.8 

実証2(籾殻/鶏ふん/しPS60)　　31.6　　54.8　　13.6 

対照区　　　　　　　　　　40・5　　46・2　13・4.　　　(%) 

整粒　　　　　　　　　豆類被害粒等の区分 

歩合　　未熟粒　皮切れ粒　虫害粒　しわ粒　その他 

実証1(籾殻/鶏ふん)　　　　　77.5　　15.5　　　3.8　　　2.5　　　0.3　　　0・4 

実証2(籾殻/鶏ふん/しPS60)　　85.8　　　5.3　　　5.5　　1.0　　1.3　　1・1 

査 結 果 の 具 体 的 数 値 �対照区　　　　　　　　　　　　　67.2　　19.5　　　6.5　　　4.0　　1.7　　1.1 

【その他】 

(1)土壌物理性調査(土壌採取:6月19日) 

現地気相率(%)　仮比重(g/cm3)真比重(g/cm3) 

実証区　　　　42.6　　　　　　0.774　　　　　2.76 

対照区　　　　44.7　　　　　　0.747　　　　　2.97 

(2)肥料費 

散布量　　　　肥料費 
肥料名　　　　単価注1)(kg/10a)(円/10a)合計 

諾鶏ふん,　驚け霊んペレット22。(円/15kg,器　2,2。。2,200 

実証2　　　　　　　　籾殻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　330 

(籾殻/鶏ふん/LPS60)　大粒けいふんペレット　220　(円/15kg)　150　　2,200　　7,381 

被覆尿素LPコートS60　3,454(円/10kg)　15　　5,181 

対照区　　　罪業二票告…諾器　…3　器　7,436 

注1)肥料単価はR5年4月現在 

注2)籾殻は自家のものを使用 

実 証 �○連作等による地力低下ほ場において、籾殻・鶏ふんの施用により、収量・品質 
を確保しつつ肥料費削減ができる。 

の 効 果 �○緩効性肥料の活用は、培土時施用では施用後の土壌水分が肥効に影響する可能 

性があることから、基肥時施用の方が効果が安定しやすい可能性がある。 　　　I 

今 �○ブロックロ∴テーションの推進を呼びかけるとともに、ほ場条件等により連作 
後 の 課 題 と 対 応 �せざるを得ない場合は、地力低下ほ場で肥料費を削減しつつ収量・品質を確保 

できる施肥体系として、本実証結果を情報提供する。 
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技5　令和4年度(令和5年産)国産小麦生産性向上実証ほ成績

1　実証実績

項　　　　　目 �内　　　　　　　　　容 

課　　題　　名 �新品種「夏黄金」の生産性向上に資する栽培管理技術の導入 

実証ねらい (実証内容) �新品種「夏黄金」は、製パン適性に優れることから実需者 

ニーズが高く、さらに従来品種の「ゆきちから」より熟期が 

早く梅雨前に収穫が可能なことから、高品質確保、後作利 

用の点で有利な品種である。 

新品種「夏黄金」と、同品種の生産性向上に資する栽培管 

理技術(湿害対策、適期適正量の追肥)を普及させるため 

展示ほ(実証区)を設置した。 

設　定　場　所 �新潟市西蒲区道上7221 

管理担当農家の �新潟市西蒲区番屋字荒田1049-1 

住所及び氏名 �新潟ひかりっこ株式会社 

品　目・品種 �小麦・夏黄金 

設　置　面　積 �(区割)実証区:1　　　　(面積)1.Oha 

土　壌　条　件 �(土性)埴壌土　　　　　　(乾・湿田の別)半湿田 

ほ場の設置 イメージ �;… … i享 　　磁築後縁・・・′・・′・・′′・′■・・考蓬上線篇 ’’′’つ 

享幾 
看　護 
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く窃}・多寄プ“霊; 

;　′血 書… 

調　査　概　要 �調査項目及び方法 �調査月日 

【生育調査】 �・10/25,11/2 5,12/27,3/7, 

・苗立数、草丈、茎数、葉齢、葉色 

・程長、穂数、葉齢、葉色 【収量・品質調査】 �3/24,4/25,5/ 26 ・6/9 ・10/18,10/2 

・a当精麦収量、整粒歩合(2.2mm以上歩合) 【技術導入効果調査】 

・ほ場の排水状況は降雨時に目視確認 �5,11/15,11/2 5,12/7,1/16 

地域への普及 (実証ほの活用) �普及に向けた取組内容 �取組時期 

・小麦収穫期前研修会 �6月　7　目 
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2　耕種実績

実証区 

耕 種 概 要 �排水　対策 �・周囲明渠の施工・点検・補修(10/16,10/19,12/7) ・弾丸暗渠(10/18) 

・深耕(10/19) 

種子　予措 �・種子消毒(ベンレートT) 

土　づ　く　り �・苦土生石灰(MG30)　60kg/10a(10/19) 

播　　　　種 �・ドリル播　6.5kg/10a(10/19) 

施　　　　肥 �・基肥　N6.Okg/10a(10/19)　　　　　「オール14」 

・追肥①　N2.Okg/10a(11/14)　　　　　「尿素」 

・追肥②　N3.Okg/10a(3/10　消雪直後)「硫安」 

・追肥③　N2.Okg/10a(4/13　止葉抽出期)「尿素」 

.・追肥⑤　N6.Okg/10a(5/4穂揃期)　「尿素」 

除　　　　草 �・は種後土壌処理除草剤(10/20)「クリアターン乳剤」 

病害虫防除 �・赤かび病①出穂期7へ10日後(5月4目)「トップジンM水和剤」 
・赤かび病②1回目の7へ10日後(5月12日)「ワークアップフロアブル」 

※出穂期4月29目 

3　実証結果

項　　　目 �内　　　　　　　　　　容 

実証結果の �・実証ほでは前作に大豆(エンレイ)を作付けしていたため、は種 

概要 �適期(9/25へ10/15)より、やや遅れてのは種(10/19)となった。 

・生育調査1回目(10/25)は未発芽、その後発芽し苗立数は 

目標200本/壷の71%であった。 

・初期生育は良好で順調に茎数は増加したが、12/27時点で、 

越冬前指標値である茎数800本/壷の71%に留まった。 
・冬期問も茎数は増加し、消雪後3回追肥を施用したため、穂 

数は目標400本/壷の115%となり、収量は525kg/10aを確保した。 

・タンパク質含有率を高めるために穂揃い追肥を施用 ������������した。タ 

ンバク質含有率は11.8%と基準値(11.5へ14.0%)内であった。 

主要調査結 果の具体的 な数値 �【生育調査】 
" ; ン ��11/25 �12/27 ��3/7 ��3/24 �4/25 ���5/26 �目標値 

… デー ��15 � � � � �25 � �6 �6 �91日 �89 

…草丈(cm) タ‾ 〕; ��� �� �� � ���千 �9.2 

タ　　臆臆 ������ �‡喜 多 �� � �9.2(穂長) 

三茎数(本/卵 子 ��324 �566 ��1008 ��　　ブ 728　…422 ����458 �400 

:∴　　　　　　寸土. � � �5.9 �� � � � �13 � � 

…葉齢(葉) ��4.4 ���8.4 � �10.4 ���2 �13.2 

;葉色(SPⅢ値) ��45.5 �- ��- ��46・7亘5・4 ����53.2 �一 

出穂期:4/29　　　　※1:10/25は未発芽のため調査なし 

成熟期:6/13　　　　※2:12/27と3/7は茎数と葉齢のみ調査 
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【収量・品質調査】 
’チ 穂数　　　　　　　′　　　′ 

弓 (本/壷);(%) �(g)|kg/10a);(%) 

、・;「 � 

嗣回田国表園田漢書細田因き　　　　　　　　　　　貫国書萱　　　　　　　　　　　　　　　　回国細田漢書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8 
‾　●　‾ �葛〇回題n 

※1:整粒は2.2mm以上 

※2:精麦収量および千粒重は水分13%換算 

※3:タンパク質含有率の目標基準値は、11.5へ14.0% 

【技術導入効果調査】 
・周囲明渠の点検・補修後、定期的にほ場の排水状況を確認し 

たが、滞留水の影響で生育停滞している箇所はなかった。 
・12月18日へ20目にかけて、強い冬型の気圧配置が続き、下越 

や中越地方を中心に大雪となった(観測地点.:新潟、最深 

積雪量:68cm)。 

・その後、1週間程度でほ場の積雪が解け、融雪水で土壌水分 

が高い状態だったが、弾丸暗渠、周囲明渠による排水促進で 

ほ場内の地表残留水はなかった。 

実証の効果 �・排水対策(周囲明渠・弾丸暗渠施工、深耕)の実施により、 

12月中旬の大雪の融雪水による湿害発生が回避できた。 
・1/16にほ場を観察した時点では、周辺の排水対策未実施のほ 

場に比べ、生育は良好だった。 
・有効茎歩合は45%と低かったが、排水対策の徹底と、適期適 

正追肥の施用により、目標以上の収量が確保できた。 
・また、慣行の栽培方法に比べ、20%程度収量が多かった。 

今後の課題 �・タンパク質含有率を高めるため、穂揃期追肥を赤かび病防除 

と対応 �と混用施用で実施し、目標基準値の範囲内であった。他生産 

者も含めたタンパク質含有率と追肥量の相関を確認し、基準 

値内に収める追肥方法を確立させる。 
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Ⅷ　参考資料

資1　水稲作柄の年次推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:kg/10a)

項目 年次 �全　　国 ��新　潟　県 ��下　　越 ��西　蒲　原 ��普及センター推定収量 
収量 �作況指’ �収量 �作況指数 �収量 �作況指数 �収量 �作況指数 �合計 �早生 �中生 �晩生 
*1 �*2 �*l �*3 �*l �*3 ��*3 

平成元年 �496 �101 �523 �99 �545 �98 �558 �97 �567 �633 �506 �ー 

2 �509 �103 �532 �100 �553 �100 �576 �100 �574 �613 �541 �ー 

3 �470 �95 �502 �95 �520 �94 �552 �96 �545 �586 �506 �ー 

4 �504 �101 �549 �104 �565 �102 �588 �103 �591 �638 �552 �- 

5 �373 �75 �470 �89 �483 �88 �537 �94 �534 �566 �505 �- 

6 �543 �109 �547 �103 �573 �104 �604 �106 �611 �645 �578 �- 

7 �509 �102 �499 �94 �503 �91 �530 �93 �521 �547 �500 �ー 

8 �524 �104 �537 �101 �549 �100 �583 �102 �598 �627 �581 �- 

9 �515 �102 �521 �98 �537 �97 �554 �97 �529 �541 �523 �ー 

10 �499 �98 �509 �96 �530 �96 �534 �94 �523 �537 �518 �ー 

11 �516 �101 �541 �102 �566 �103 �574 �102 �572 �595 �565 �ー 

12 �537 �104 �546 �103 �565 �102 �574 �102 �569 �598 �560 �- 

13 �532 �103 �557 �105 �584 �106 �597 �106 �589 �614 �582 �一 

14 �527 �101 �554 �104 �568 �103 �一 �- �572 �590 �567 �- 

15 �469 �90 �512 �96 �540 �97 �- �- �539 �570 �530 �- 

16 �514 �98 �496 �92 �520 �93 �- �一 �512 �540 �502 �- 

17 �532 �101 �539 �100 �578 �103 �- �一 �555 �588 �543 �- 

18 �508 �96 �541 �100 �579 �103 �- �- �569 �568 �569 �- 

19 �522 �99 �539 �100 �580 �104 �- �- �549 �600 �530 �- 

20 �543 �102 �551 �102 �571 �101 �ー �一 �595 �630 �580 �- 

21 �522 �98 �534 �99 �559 �99 �- �- �567 �600 �550 �- 

22 �522 �98 �524 �97 �557 �99 �- �- �558 �590 �540 �ー 

23 �533 �101 �538 �100 �552 �98 �- �- �544 �570 �530 �- 

24 �540 �102 �558 �104 �594 �105 �- �一 �567 �600 �540 �- 

25 �539 �102 �555 �103 �573 �102 �一 �- �562 �600 �530 �- 

26 �536 �101 �547 �101 �580 �103 �- �- �567 �600 �540 �- 

27 �527 �97 �527 �97 �557 �99 �- �- �555 �580 �530 �- 

28 �544 �103 �581 �108 �614 �109 �臆 �一 �616 �670 �580 �- 

29 �534 �100 �526 �96 �547 �95 �一 �- �535 �555 �520 �一 

30 �529 �98 �531 �95 �567 �97 �- �臆 �540 �590 �500 �520 

令和元年 �528 �99 �542 �100 �567 �100 �ー �- �542 �610 �′520 �570 

2 �531 �99 �558 �103 �575 �101 �- �臆 �542 �580 �520 �560 

3 �539 �101 �529 �96 �551 �95 �- �ー �525 �580 �490 �520 

4 �536 �100 �544 �99 �555 �98 �- �- �556 �600 �530〆 �550 

5 �533 �101 �511 �95 �526 �95 �一 �- �552 �590 �530 �570 

注1)　平成9年から令和3年まで下越の数値は下越南を表す
注2)　全国、新潟県、下越、西蒲原欄は農林水産統計(12月10日公表)から引用
*1収量は、節目l.7mベース

*2　全国作況指数は、過去5か年間に農家が使用した節目の分布において、大きいものから9割を占めるまでの日幅以上に
選別された玄米を基に算出。ただしH26までは1. 7m以上で選別された玄米を基に算出

*3　県・下越・西蒲原作況指数は、 1.85m以上で選別された玄米を基に算出。ただしH26までは1.7皿以上で選別された

玄米を基に算出
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資2　令和5年産米検査成績
(1)地区別等級比率
ア　総計

等級内訳(30kg個) �����等級比率(%) 
1等 �2等 �3等 �規格外 �合計 �1等 �2等 �3等 �規格外 

巻 �16,219 �35,466 �52,845 �207 �104,738 �15.5 �33.9 �50.5 �0　2 

漆山 �11,224 �19,088 �43,443 �157 �73,913 �15.2 �25.8 �58.8 �● 02 

岩室 �18,404 �17,216 �38,958 �252 �74,830 �24.6 �23.0 �52.1 �● 03 

潟東 �11,601 �9,925 �27,373 �2,852 �51,750 �22.4 �19.2 �52.9 �● 55 

中之口 �13,189 �16,809 �43,274 �2,099 �75,371 �17.5 �22.3 �57.4 �● 28 

西川 �20,591 �42,585 �79,195 �625 �142,997 �14.4 �29.8 �55.4 �● 04 

黒埼 　　ヽ �5,812 �22,738 �83,229 �1,201 �112,980 �5.1 �20.1 �73.7 �● 1.1 

にいがた西 �9,318 �54,878 �53,751 �2,036 �119,983 �7.8 �45.7 �44.8 �17 

合計 �106,359 �・218,705 �422,067 �9,429 �756,561 �14.1 �28.9 �55.8 �● 12 ● (12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く) 

イ　コシヒカリ

等級内訳(30kg個) �����等級比率(%) 
1等 �2等 �3等 �規格外 �合計 �1等 �2等 �3等 �規格外 

萱 �0 �10,108 �51,248 �207 �61,563 �0.0 �16.4 �83.2 �0.3 
漆山 �0 �3,346 �40,633 �91 �44,070 �0.0 �7.6 �92.2 �0　2 

岩室 �0 �1,677 �38,378 �252 �40,306 �0.0 �4.2 �95.2 �● 0.6 

潟東 �0 �760 �27,106 �1,845 �29,711 �0.0 �2.6 �91.2 �6　2 

中之口 �0 �1,501 �40,800 �1,988 �44,289 �0.0 �3.4 �92.1 �● 4.5 

西川 �0 �18,201 �76,556 �625 �95,382 �0.0 �19.1 �80.3 �0.7 

黒埼 　　ヽ �0 �9,494 �81,739 �1,031 �92,265 �0.0 �10.3 �88.6 �1.1 

にいがた西 �1,201 �44,183 �50,048 �1,850 �97,282 �1.2 �45.4 �51.4 �1.9 

合計 �1,201 �89,270 �406,508 �7,889 �504,868 �0.2 �17.7 �80.5 �1.6 

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く) 

ウ　こしいぶき
等級内訳(30kg個) �����等級比率(%) 

1等 �2等 �3等 �規格外 �合計 �1等 �2等 �3等 �規格外 

萱 �3,492 �17,260 �1,103 �0 �21,856 �16.0 �79.0 �5.0 �0.0 
漆山 �507 �7,657 �410 �0 �8,574 �5.9 �89.3 �4.8 �0　0 

岩室 �102 �5,746 �410 �0 �6,258 �1.6 �91.8 �6.6 �● 0.0 

潟東 �309 �6,380 �131 �434 �7,254 �4.3 �87.9 �1.8 �6.0 

中之口 �383 �7,000 �313 �0 �7,696 �5.0 �91.0 �4.1 �0.0 

西川 �4,142 �17,944 �2,333 �0 �24,419 �17.0 �73.5 �9.6 �0.0 

黒埼 　　ヽ �71 �8,544 �507 �0 �9,122 �0.8 �93.7 �5.6 �0.0 

にいがた西 �1,563 �7,233 �3,018 �90 �11,904 �13.1 �60.8 �25　4 �0　8 

合計 �10,569 �77,764 �8,225 �524 �97,081 �10.9 �80.1 �● 8.5 �● 0.5 

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く) 

エ　ゆきん子舞 

等級内訳(30kg個) �����等級比率(%) 
1等 �2等・ �3等 �規格外 �合計 �1等 �2等 �3等 �規格外 

萱 �8,381 �4,217 �24 �0 �12,622 �66.4 �33.4 �0.2 �0.0 
漆山 �7,784 �5,538 �0 �0 �13,322 �58.4 �41.6 �0.0 �0.0 

岩室 �4,991 �3,586 �0 �0 �8,577 �58.2 �41.8 �0.0 �0.0 

潟東 �2,747 �2,027 �0 �573 �5,347 �51.4 �37.9 �0.0 �10.7 

中之口 �9,505 �7,258 �0 �0 �16,763 �56.7 �43.3 �0.0 �0.0 

西川 �6,923 �889 �79 �0 �7,892 �87.7 �11.3 �1.0 �0.0 

黒埼 　　ヽ �2,987 �3,468 �89 �0 �6,543 �45.6 �53.0 �1.4 �0.0 

にいがた西 �1,225 �682 �93 �0 �2,000 �61.3 �34.1 �4.7 �0.0 

合計 �44,544 �27,664 �285 �573 �73,066 �61.0 �37.9 �0.4 �0.8 

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く) 
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(2)品種別等級(主食扱い)

等級内訳(30kg個) �����等級比率(%) 

1等 �2等 �3等 �規格外 �総計 �1等 �2等 �3等 �規格外 

コシヒカリ �1,201 �89,270 �406,508 �7,889 �504,868 �0.2 �17.7 �80.5 �1.6 

こしいぶき �10,569 �77,764 �8,225 �524 �97,081 �10.9 �80.1 �8.5 �0.5 

ゆきん子舞 �44,544 �27,664 �285 �573 �73,066 �61.0 �37.9 �0.4 �0.8 

新之助 �35,556 �679 �12 � �36,247 �98.1 �1.9 �0.0 �0.0 

ゆきの精 � �882 �61 �96 �1,039 �0.0 �84.9 �5.9 �9.2 

ちほみのり �1 �1,089 � � �1,090 �0.1 �99.9 �0.0 �0.0 

つきあかり � �27 � � �27 �.0.0 �100.0 �0.0 �0.0 

つくばSDl号 � � �2,776 � �2,776 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 

にじのきらめき � �626 �296 � �922 �0.0 �67.9 �32.1 �0.0 

みずほの輝き � �827 �2,722 �236 �3,785 �0.0 �21.8 �71.9 �6.2 

こがねもち �4,437 �13,537 �510 �2 �18,486 �24.0 �73.2 �2.8 �0.0 

わたぼうし �2,296 �1,727 �34 � �4,057 �56.6 �42.6 �0.8 �0.0 

ゆきみらい � �47 � � �47 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 

五百万石 �7,735 �3,739 � � �11,474 �67.4 �32.6 �0.0 �0.0 

越淡麗 � �804 � � �804 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 

うるち米計 �91,891 �198,851 �421,523 �9,325 �721,590 �12.7 �27.6 �58.4 �1.3 

もち米計 �6,733 �15,311 �544 �104 �22,692 �29.7 �67.5 �2.4 �0.5 

酒米計 �7,735 �4,543 �0 �0 �12,278 �63.0 �37.0 �0.0 �0.0 

総計 �106,359 �218,705 �422,067 �9,429 �756,561 �14.1 �28.9 �55.8 �1.2 

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く)

資3　米の主な格落理由

( 1)品種別格落理由割合(主食扱い)　　(単位: 30kg個・ 2等以下の格落数量に対する%)

品種名 �格落数量 �心白 �充実 �部分 �青未 �除青 �基部 �腹白 �もみ �胴割 �背白 �発芽 �その 
粒 �度 �カメ �熟粒 �未熟 �未熟 ��混入 �粒 ��粒 �他 

コシヒカリ �503,667 �13.2 �1.9 �0.0 �0.0 �1.9 �1.7 �0.1 �0.1 �0.0 �80.9 �0.0 �0.1 

こしいぶき �86,512 �19.7 �6.4 �0.1 �0.1 �3.9 �1.7 �0.1 �0.1 �2.2 �65.6 �0.3 �0.0 

ゆきん子舞 �28,522 �14.1 �25.9 �3.6 �0.0 �11.3 �5.3 �0.0 �0.0 �15.9 �22.6 �0.0 �1.2 

新之助 �691 �25.8 �4.8 �0.0 �0.0 �35.0 �0.0 �¥0.0 �0.0 �0.0 �19.7 �0.0 �14.8 

ゆきの精 �1,039 �65.3 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �19.6 �0.0 �15.1 �0.0 �0.0 �0.0 

ちほみのり �1,089 �0.0 �98.8 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �1.2 �0.0 �0.0 

つきあかり �27 �81.5 �18.5 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 

つくばSDl号 �2,776 �88.2 �2.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �9.8 �0.0 �0.0 

にじのきらめき �922 �18.4 �32.4 �0.0 �0.0 �42.2 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �6.9 �0.0 �0.0 

みずほの輝き �3,785 �6.3 �2.2 �0.0 �0.0 �2.7 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �87.0 �0.0 �1.8 

こがねもち �14,049 �0.0 �62.1 �0.0 �0.6 �30.3 �0.0 �0.0 �0.3 �5.4 �0.7 �0.2 �0.4 

わたぼうし �1,761 �0.0 �37.6 �0.0 �0.0 �7.8 �0.0 �0.0 �0.0 �54.6 �0.0 �0.0 �0.0 

ゆきみらい �47 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 

五百万石 �3,739 �0.0 �19.1 �0.0 �0.0 �70.9 �0.0 �0.0 �0.0 �9.1 �0.0 �0.0 �0.9 

越淡麗 �804 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 

総計 �650,202 �14.1 �5.3 �0.2 �0.0 �3.8 �1.8 �0.1 �0.1 �1.3 �73.0 �0.0 �0.2 

※五百万石及び越淡麗は、 1等の格落理由を除く

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く)

(2)地域別 �格落理由割合(主食扱い)　　　　　　(単位:30kg個・2等以下の格落数量に対する%) 

地域 �格落数量 �心白 �●充実 �部分 �青未 �除青 �基部 �腹白 �もみ �胴割 �背白 �発芽 �その 
粒 �度 �カメ �熟粒 �未熟 �未熟 ��混入 �粒 ��粒 �他 

巻 �88,518 �20.4 �11.2 �0.5 �0.0 �1.7 �0.5 �0.3 �0.0 �1.9 �63.2 �0.3 �0.0 

漆山 �62,688 �13.7 �15.2 �0.0 �0.1 �0.6 �0.6 �0.1 �0.0 �2.9 �66.0 �0.0 �0.8 

岩室 �56,425 �41.5 �0.2 �0.1 �0.0 �19.2 �0.0 �0.1 �0.2 �0.0 �38.7 �0.0 �0.0 

潟東 �40,150 �12.7 �3.5 �0.0 �0.0 �2.5 �1.4 �0.0 �0.0 �1.9 �78.0 �0.0 �0.0 

中之口 �62,182 �15.7 �2.6 �0.0 �0.2 �1.3 �4.8 �0.0 �0.0 �1.6 �73.4 �0.0 �0.3 

西川 �122,406 �11.7 �6.1 �0.2 �0.0 �1.3 �5.0 �0.0 �0.0 �1.0 �74.6 �0.0 �0.2 

黒埼 �107,168 �7.3 �1.4 �0.4 �0.0 �0.0 �0.1 �0.0 �0.0 �0.4 �90.2 �0.0 �0.2 

にいがた西 �110,665 �4.1 �2.6 �0.0 �0.0 �7.8 �l.1 �0.2 �0.2 �1.7 �82.2 �0.0 �0.1 

合計 �650,202 �14.1 �5.3 �0.2 �0.0 �3.8 �1.8 �0.1 �0.1 �1.3 �73.0 �0.0 �0.2 

※カントリーエレベーター籾認定分は、格落要因が不明のため「その他」に含む

(12月末現在JA検査数値、加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除く)
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資4　管内地区別米検査等級の推移

(1)過去10年間における地区別1等級比率の推移　　　　　　　　　　　　　(単位:%) 

H25 �H26 �H27 �H28 �H29 �H30 �R元 �R2 �R3 �R4 �R5 �平年 

巻地区 �72.0 �72.1 �89.8 �87.5 �87.7 �77.9 �40.4 �90.8 �75.4 �83.0 �15.5 �77.7 

漆山地区 �一 �一 �一 �- �- �ー �- �- �80.5 �85.8 �15.2 �83.1 

岩室地区 �61.5 �66.3 �83.9 �87.6 �78.5 �69.3 �42.4 �80.6 �71.3 �85.3 �24.6 �72.7 

潟東地区 �63.6 �58.3 �88.9 �80.7 �85.0 �68.0 �41.5 �82.2 �68.8 �81.5 �22.4 �71.8 

中之口地区 �57.3 �71.4 �80.8 �77.0 �90.1 �73.0 �18.1 �82.6 �74.4 �80.8 �17.5 �70.5 

西川地区 �66.0 �65.2 �85.9 �84.0 �87.7 �68.0 �28.4 �78.8 �75.4 �80.6 �14.4 �72.0 

黒埼地区 �72.0 �79.6 �84.9 �78.4 �87.8 �73.9 �36.0 �79.6 �84.6 �90.0 �5.1 �76.7 

にいがた西地区 �80.9 �73.2 �93.6 �85.8 �59.4 �76.9 �27.7 �65.2 �83.0 �58.7 �7.8 �70.4 

巻普及七管内 �66.0 �68.2 �86.4 �83.7 �81.8 �73.4 �33.2 �80.5 �77.5 �80.0 �14.1 �73.1 

※加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除いた値 

※平年はH25へR4の単純平均

※巻普及七管内データは、当時所管した管内データ

(2)地区別コシヒカリ1等級比率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　(単位・:%) 

地　区 �H25 �H26 �H27 �H28 �H29 �H30 �R元 �R2 �R3 �R4 �R5 �平年 

巻地区 �65.7 �90.5 �94.7 �92.0 �88.6 �78.5 �12.2 �94.7 �85.2 �85.1 �0.0 �78.7 

漆山地区 �一 �- �- �- �- �- �- �- �91.0 �93.1 �0.0 �92.0 

岩室地区 �52.3 �89.3 �91.4 �90.3 �76.9 �68.5 �4.5 �90.2 �80.1 �90.9 �0.0 �73.4 

潟東地区 �51.4 �77.2 �92.1 �82.7 �87.1 �75.2 �15.6 �84.4 �82.9 �84.4 �0.0 �73.3 

中之口地区 �49.7 �85.2 �90.0 �74.4 �88.8 �72.0 �1.9 �80.5 �86.2 �77.5 �0.0 �70.6 

西川地区 �62.1 �86.9 �89.0 �90.l �88.3 �68.2 �9.2 �79.7 �88.1 �86.8 �0.0 �74.8 

黒埼地区 �71.2 �90.2 �86.1 �82.7 �87.2 �77.7 �26.7 �81.5 �87.4 �91.8 �0.0 �78.2 

にいがた西地区 �76.7 �86.8 �93.5 �87.4 �62.0 �80.0 �16.2 �64.0 �88.8 �58.3 �1.2 �71.4 

巻普及七管内 �59.4 �87.3 �91.7 �86.7 �81.7 �75.2 �13.4 �81.2 �86.9 �79.6 �0.2 �74.3 

県計 �72.4 �85.3 �77.1 �83.1 �83.3 �77.2 �26.8 �68.6 �86.0 �79.3 �5.0 �73.9 

※加工用米、米粉用米、飼料用米、備蓄米、輸出用米を除いた値 

※平年はH25へR4の単純平均

※巻普及七管内データは、当時所管した管内データ

※県計データは、令和5年産米農産物検査結果速報値(公表元:農水省令和5年12月31日現在)

参考　巻普及指導センター管内主要品種の1等級比率(主食用米)　　　　　　　(単位:%) 

H25 �H26 �H27 �H28 �H29 �H30 �R元 �R2 �R3 �R4 �R5 �平年 

コシヒカリ �59.4 �87.3 �91.7 �86.7 �81.7 �75.2 �13.4 �80.1 �91.6 �81.9 �0.2 �74.9 

こしいぶき �78.1 �14.8 �87.1 �82.8 �81.3 �69.3 �60.1 �84.5 �52.0 �69.5 �10.9 �68.0 

ゆきん子舞 �83.3 �80.8 �78.7 �87.6 �95.3 �86.7 �67.1 �89.6 �90.2 �95.0 �6l.0 �85.4 

新之助 � � �● �100.0 �94.3 �97.1 �99.9 �99.7 �82.7 �98.5 �98.1 �96.0 

うるち計 � �69.7 �89.0 �86.1 �82.8 �75.2 �32.7 �81.9 �82.6 �81.4 �12.7 �75.7 

こがねもち �44.6 �53.7 �49.5 �26.4 �52.1 �16.8 �33.8 �31.2 �44.7 �37.1 �24.0 �39.0 

わたぼうし �72.0 �70.4 �56.0 �71.0 �55.7 �44.8 �12.4 �54.4 �45.8 �63.1 �56.6 �54.6 

もち米計 � �58.2 �51.1 �35.2 �53.2 �20.8 �27.1 �36.8 �44.8 �42.9 �29.7 �41.1 

五百万石 �58.1 �30.6 �60.2 �69.0 �71.9 �52.0 �81.3 �13.2 �68.5 �71.8 �67.4 �57.7 

越淡麗 �16.2 �54.6 �100.0 �83.8 �58.1 �49.5 �6.7 �14.1 �70.9 �61.3 �0.0 �51.5 

酒米計 � �31.7 �61.9 �70.4 �70.5 �51.8 �74.0 �13.3 �68.8 �79.8 �63.0 �58.0 

合計 �66.0 �68.2 �86.4 �83.7 �81.8 �73.4 �33.2 �79.4 �81.2 �80.0 �14.1 �73.3 

※平年はH25へR4の単純平均 

※普及指導センター管内は、 H27まで西蒲区、 H28以降は西区及び西蒲区

一63一



資5　大豆検査成績

(1)令和5年産　地域別大豆等級数・・粒別比率
ア　里のほほえみ

地区 �等級別出荷数量(30kg/個) ������粒別生産比率(%) ���2等 以上 比率 (%) �3等 以上 比率 (%) 
1等 �2等 �3等 �特定 加工 �規格 外 �合計 �大粒 �中粒 �小粒 

巻地区 �0 �0 �0 �1,327 �0 �1,327 �72.9 �23.5 �3.5 �0.0 �0.0 

漆山地区 �0 �0 �0 �2,241 �0 �2,241 �70.5 �25.6 �3.9 �0.0 �0.0 

岩室地区 �0 �0 �964 �3,862 �0 �4,826 �64.5 �31.7 �3.7 �0.0 �20.0 

潟東地区 �0 �0 �418 �3,219 �17 �3,654 �73.1 �23.7 �3.1 �0.0 �11.4 

中之口地区 �0 �0 �1,695 �6,813 �0 �8,508 �61.5 �36.5 �2.0 �0.0 �19.9 

西川地区 �0 �0 �1,333 �2,027 �0 �3,360 �82.2 �16.0 �l.9 �0.0 �39.7 

総計(平均) �0 �0 �4,410 �19,489 �17 �23,916 �68.3 �28.9 �2.8 �0.0 �18.4 

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む) 。地域区分は受託者属人により集計

イ　エンレイ

・地区 �等級別出荷数量(30kg/個) ������粒別生産比率(%) ���2等 以上 比率 (%) �3等 以上 比率 (%) 
1等 �2等 �3等 �特定 加工 �規格 外 �合計 �大粒 �中粒 �小粒 

巻地区 �0 �0 �0 �38 �0 �38 �36.8 �63.2 �0.0 �0.0 �0.0 

漆山地区 �0 �0 �0 �214 �0 �214 �2.3 �42.1 �55.6 �0.0 �0.0 

岩室地区 �0 �0 �342 �437 �0 �779 �8.2 �53.3 �38.6 �0.0 �43.9 

潟東地区 �0 �0 �303 �3,302 �84 �3,689 �12.6 �55.6 �31.8 �0.0 �8.2 

中之口地区 �0 �0 �0 �0 �0 �0 � � � � � 

西川地区 �0 �0 �161 �2,048 �38 �2,247 �22.1 �57.3 �20.6 �0.0 �7.2 

総計(平均) �0 �0 �806 �6,039 �122 �6,967 �15.0 �55.5 �29.5 �0.0 �11.6 

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む) 。地域区分は受託者属人により集計

ウ　岩手みどり、えんれいのそら、その他

地区 � �等級別出 �荷数量 �(30k �g/個) � �粒別生 �産比率 �(%) �2等 以上 比率 (%) �3等 以上 比率 (%) 
1等 �2等 �3等 �特定 加工 �規格 外 �合計 �大粒 �中粒 �小粒 

巻地区 �0 �0 �0 �26 �0 �26 �100.0 �0.0 �0.0 �0.0 �0.0 

漆山地区 �0 �0 �0 �8 �0 �8 �87.5 �12.5 �0.0 �0.0 �0.0 

岩室地区 �0 �0 �17 �80 �0 �97 �67.0 �28.9 �4.1 �0.0 �17.5 

潟東地区 �0 �0 �0 �0 �0 �0 � � � � � 

中之口地区 �0 �0 �0 �0 �0 �0 � � � � � 

西川地区 �0 �0 �34 �198 �0 �232 �29.3 �57.8 �12.9 �0.0 �14.7 

計(平均) �0 �0 �51 �312 �0 �363 �45.7 �44.9 �9.4 �0.0 �14.0 

※注: JA新潟かがやき検査実績による(持ち帰り含む) 。地域区分は受託者属人により集計

(2)大豆等級の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位% 

地区 �里のほほえみ �����エンレイ 
1等, �2等 �3等 ノ ¥ �特定 加工 �規格外 �1等 �2等 �3等 �特定 加工 �規格外 

R5 �0.0 �0.0 �18.4 �81.5 �0.1 �0.0 �0.0 �11.6 �86.7 �1.8 

R4 �0.0 �0.0 �53.9 �45.7 �0.3 �0.0 �0.0 �38.5 �61.5 �0.0 

R3 �0.0 �0.0 �34.3 �65.7 �0.0 �0.0 �0.0 �0.9 �98.6 �0.6 

R2 �0.0 �0.0 �4.2 �95.2 �0.6 �0.0 �0.0 �0.2 �99.8 �0.0 

R元 �0.0 �0.1 �16.1 �75.1 �8.8 �0.0 �0.0 �6.8 �90.3 �2.9 

H30 �0.0 �6.0 �68.2 �25.8 �0.0 �0.0 �6.6 �70.2 �23.2 �0.0 

H29 �1.1 �25.4 �48.3 �24.7 �0.5 �0.0 �6.8 �66.5 �26.7 �0.0 

H28 �0.0 �6.5 �54.2 �39.4 �0.0 �0.0 �0.0 �29.7 �70.2 �0.1 

平年 (H25へR4平均) �2.9 �12.6 �35.5 �47.8 �1.3 �0.0 �1.5 �31.0 �66.9 �0.6 

※里のほほえみは、過去8年平均
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資6　麦検査成績

(1)大麦等級数の推移

ア　ミノリムギ

年度 �等 �級別出荷 �数量(t �) 
1等 �2等 �規格外 �合計 

R2 �0 �0 �0 �0 

R3 �0 �0 �0 �0 

R4 �0 �7 �0 �7 

R5 �0 �18 �0 �18 

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む)

イ　はねうまもち

年度 �等 �級別出荷 �数量(t �) 
1等 �2等 �規格外 �合計 

R2 �0 �43 �0 �43 

R3 �0 �24 �0 �24 

R4 �0 �0 �0 �0 

R5 �0 �0 �0 �0 

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む)

(2)小麦等級数の推移
ア　ゆきちから

年度 �等 �級別出荷数量(t) 
1等 �2等 �規格外 �合計 

R2 �0 �29 �0 �29 

R3 �0 �53 �0 �53 

R4 �0 �142 �0 �142 

R5 �0 �64 �0 �64 

※注:.丁A新潟カ �ゝがやき �への出荷・検査実績による 

イ　夏黄金

年度 �等 �級別出荷 �数量(t �) 
1等 �2等 �規格外 �合計 

R2 �0 �0 �0 �0 

R3 �0 �0 �0 �0 

R4 �0 �17 �0 �17 

R5 �0 �172 �0 �172 

(持ち帰り含む)

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む)

(3)麦等級の推移

年度 � �大麦 � � �小麦 � 
1等 �2等 �規格外 �1等 �2等 �規格外 

R2 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 

R3 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 

R4 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 

R5 �0.0 �100.0 �0.0 �0.0 �100.0 �0.0 

※注: JA新潟かがやきへの出荷・検査実績による(持ち帰り含む)
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Ⅲ �画 献 �⊂⊃ �u⊃ �く」⊃ �トー �くつ �N �寸 �⊂> �N �はつ �○ヽ �く⊃ �〔Y⊃ �くe �⊂> �く○ �寸 �▼〇〇〇〇 �○ヽ �亡、- �q⊃ �① �○〕 �1○○1 �∞ �トー �Cわ �N �亡、- �N �u⊃ N ぐつ �∞ N ぐつ �〇〇〇書 く> ぐう �〔、- N ぐつ �○〕 �N 

N �N �〇〇〇〇 �▼〇〇〇 �N �く⊃ �N �ぐう �⊂> �N �「""」 �N �N �寸 �▼-書 �⊂> �N �⊂> �「一"」 �ぐつ �く⊃ �「-「 �〇〇〇〇 �▼○○」 �葛○○ �▼○○ �▼○○( �N �N �⊂> �����▼〇〇〇 �⊂ヾ 

ぐつ �⊂つ �ぐつ �Clつ �ぐつ �○○ �⊂つ �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �〔Y⊃ �⊂つ �ぐつ �Cつ �Cつ �ぐつ �⊂つ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �〔Yつ �⊂つ �CYつ �ぐつ �ぐう �����⊂つ �ぐつ 

蒸 輔 �○〕 �Cつ �くわ �⊂⊃ �▼〇〇十 �① �〔Y⊃ �十十 �⊂⊃ �N �〇〇〇」 �く⊃ �l〇〇〇〇 �トー �○○1 �∞ �⊂つ �ぐう �Ciつ �⊂⊃ �N �寸 �N �▼〇〇〇 �∞ �▼〇〇〇 �∞ �▼〇〇一I �く⊃ Cつ 〇〇〇 �∞ N ▼-」 �ぐつ ぐつ ▼〇一I �▼〇〇〇〇 〇つ ▼〇〇〇 �⊂> ぐつ 〇〇〇〇 �「"○ ○つ 〇〇〇〇〇 �⊂> �⊂⊃ 

N �Cつ �N �⊂つ �ぐう �⊂ヾ �〔Y⊃ �ぐつ �C▼⊃ �Clつ �ぐつ �Ciつ �ぐう �Clつ �○つ �N �CY⊃ �⊂つ �Ciつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐう �N �ぐつ �N �ぐつ �������ぐつ �ぐつ 

⊂⊃ ぐつ 頂く ��▼〇〇〇 �1〇〇〇 �1〇〇〇 �▼〇〇〇 �▼-「 �1〇〇〇 �▼○○1 �「○○ �▼〇〇〇〇 �▼〇〇〇〇 �▼〇〇〇〇 �▼〇〇〇十 �▼一〇 �十〇」 �▼○○ �1〇〇一I �▼〇〇〇」 �〇〇〇 �▼○○「 �〇〇〇 �1〇〇〇 �▼○○ �▼〇〇〇 �〇〇〇 �▼○○ �〇〇〇 �▼○○ �1○○ �������▼○○1 �「」 

蒸 �ぐe �寸 �くす �▼-■ �ぐヾ �」で〕 �N �トー �」で〕 �N �∞ �山⊃ �十〇〇 �⊂⊃ �しで〕 �q⊃ �N �○○「 �トー �寸 �山⊃ �N �寸 �寸 �① �⊂⊃ �⊂> �○ヽ �∞ くe ぐう �○ヽ トー ぐう �寸 ⊂⊃ 寸 �甘 く」⊃ 〔つ �⊂> ① ぐつ �く⊃ ○ヽ ぐう �⊂> �○ヽ 寸 �∞ �く⊃ �○) �〔、- �くe �○ヽ �葛で〕 �∞ �∞ �亡i、- �u⊃ �亡、- �〇、・- �「-」 �① �∞ �⊂ヾ �寸 �ぐつ �u⊃ �しふう �くe �トー �N �⊂わ �⊂) �∞ �������∞ �寸 
亡、- �珊 �ぐう �CY⊃ �寸 �ぐつ �ぐつ �〔Y〕 �ぐう �⊂Y⊃ �〔ヽつ �ぐつ �ぐつ �ぐう �ぐつ �Cつ �寸 �ぐう �⊂つ �ぐう �Cつ �ぐつ �ぐう �⊂つ �ぐつ �ぐつ �CY⊃ �ぐつ �寸 �○つ �������ぐつ �ぐつ 

骨 相 �∞ �Clつ �⊂⊃ �∞ �N �しで〕 �N �はつ �く」⊃ �u⊃ �寸 �⊂) �(〕○ �寸 �∞ �〔ヽ- �○ヽ �eヾ �〇、〇 �○〕 �山⊃ �喜一I �N �○ヽ �∞ �ぐつ �1〇〇〇 �○ヽ �N ○ヽ �な⊃ e) �〔Yつ の �く」⊃ ○ヽ �ト一 〇) �くつ �し○ �⊂> ○ヽ �○う �① �eゝ �○ヽ �○う �○) �Cわ �① �① �○ヽ �⊂⊃ 〇〇〇 �○ヽ �① �∞ �○ゝ �∞ �① �∞ �∞ �① �① �① �○ゝ �① �くつヽ �Cわ �○ヽ ������○ヽ �○ヽ �⊂> ▼○○ 

u⊃ �せ] �Cわ �〇〇十 �く⊃ �亡ヽ- �∞ �Cわ �N �く⊃ �ぐつ �N �⊂> �寸 �十〇〇〇〇 �∞ �し○ �Cわ �∞ �∞ �N �くe �○〕 �〇、- �∞ �く」⊃ �富、- �寸 �亡、○○ �〇〇〇 �く⊃ N 〔Y⊃ �く⊃ ▼〇〇〇 ぐつ �し○ N ぐつ �∞ ⊂ヾ ぐつ �くo N 〔▼つ �ぐつ �⊂) �⊂わ 

N ヽ、、、¥ �輔 �eヾ �N �十〇〇 �⊂) �〇〇〇1 �く⊃ �N �ぐつ �N �ぐつ �N �N �ぐつ �ぐつ �「"■ �⊂わ �⊂⊃ �⊂⊃ �▼○○ �ぐつ �⊂⊃ �N �▼〇〇〇 �く> �eヾ �1〇〇〇 �⊂⊃ �▼○○ ������ぐつ �eヾ �N 

〇、〇 ��〔ヽつ �〔ヽつ �Cつ �ぐつ �ぐう �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐつ �Ciつ �C▼⊃ �ぐう �⊂つ �ぐつ �ぐつ �N �〔Y⊃ �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐつ �⊂つ �ぐつ �ぐつ �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐつ ������ぐう �Cつ �ぐつ 

Ⅱ工 �車I 献 �一一一I �ぐe �くe �Cつ �〇〇〇 �寸 �〔1つ �N �N �しく⊃ �⊂⊃ �u⊃ �寸 �∞ �しく⊃ �⊂わ �⊂わ �く。⊂) �∞ �⊂⊃ �置、- �しで〕 �∞ �寸 �○ゝ �〔ヽ- �N �⊂⊃ �N Clつ ぐつ �く○ ○ヾ ぐつ �寸 C▼つ ぐ⊃ �ぐつ 寸 でつ �u⊃ 寸 ぐつ �∞ �⊂⊃ �○○「 

⊂つ �寸 �く⊃ �N �ぐつ �N �ぐつ �寸 �寸 �剛 �ぐつ �寸 �ぐつ �q⊃ �十〇〇〇「 �く> �N �1〇〇〇 �N �寸 �N �〇〇〇■ �N �N �eヾ �ぐう �⊂> �Clつ ������Cヾ �ぐつ �u⊃ 
⊂つ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �CY⊃ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐう �ぐつ �〔Y⊃ �ぐう �ぐう �ぐう �〔1つ �ぐつ �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �⊂つ �ぐつ �〔1つ �Clつ ������ぐう �ぐつ �⊂つ 

蒸 離 �⊂わ �〇〇〇 �⊂⊃ �N �〇一i �⊂> �く⊃ �▼○○細1 �N �」で〕 �〇〇〇 �⊂⊃ �(X) �ぐう �1〇〇〇 �1"一書 �〇〇〇一i �⊂⊃ �置、 �○〕 �ぐつ �く」D �▼-」 �▼○○」 �C賀 �⊂> �⊂⊃ �C▼つ �一〇〇 N 「〇一」 �○〕 ▼○○ ▼-「 �▼○○ N ▼〇〇〇 �N N ▼〇一〇 �N N ▼〇〇一i �はつ �▼○○置 �⊂> 
▼○○ �N �N �⊂ヾ �N �N �N �N �N �N �N �N �○○○○ �N �N �N �N �N �細-「 �葛○○ �N �N �N �N �▼〇〇一教 �N �N �剛 ������N �N �N 

⊂⊃ N 甲 ��〇〇〇 �▼○○ �▼〇〇〇 �〇〇〇 �1○○」 �▼○○「 �〇一〇 �〇〇〇〇〇 �▼〇〇〇〇 �▼〇〇〇 �「○○ �〇〇一i �「-1 �〇〇〇 �十〇〇〇 �▼-+ �▼〇〇十 �〇〇〇」 �▼〇一1 �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 �▼○○」 �〇〇〇 �▼〇〇〇 �○○■ �〇〇〇 �▼〇〇〇・〇 ������〇〇〇 �▼一一i �1○○」 

蒸 �N �○ヽ �N �置、○○ �寸 �しで〕 �○つ �くe �くつ �章〇〇〇 �e) �寸 �くつ○ �ぐつ �くe �く○ �○ヽ �トー �寸 �○つ �〇〇〇 �N �▼○○ �Cわ �∞ �し○ �○○」 �∞ �∞ ∞ Cつ �u⊃ ○う でつ �ぐつ N 寸 �○〕 ト一 〇つ �く」⊃ ○○■ 寸 �寸 �N �寸 トー �▼○○」 �〇〇〇〇〇 �〇一〇 �① �∞ �〇〇〇〇 �亡、- �+〇一〇 �Cわ �○ヽ �くつヽ �亡、i、● �⊂⊃ �1〇〇〇〇 �▼〇十 �▼○○ �寸 �〇、〇 �q⊃ �〇〇〇 �∞ �eヽ �N �く⊃ �N �喜一i �1〇〇〇 ������○ヽ �⊂⊃ �∞ 

ト、- �鮒i �ぐつ �寸 �寸 �寸 �〔Y⊃ �⊂つ �寸 �〔1つ �寸 �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �ぐう �寸 �寸 �寸 �寸 �⊂つ �ぐう �ぐう �寸 �CY⊃ �⊂1つ �くす �〔Y⊃ �下着 �寸 �寸 ������ぐつ �寸 �⊂つ 

出 甜 �u⊃ �くつ �くe �u⊃ �⊂) �ぐヾ �∞ �N �」で〕 �【ヽ- �▼〇〇〇 �寸 �u⊃ �ぐ、- �くつ �」で〕 �∞ �(X) �⊂つ �∞ �寸 �〇〇〇〇 �C賀 �ぐう �寸 �く」⊃ �なつ �しで〕 �T"一i ∞ �⊂iつ ∞ �○〕 ぐ、- �〔1つ ∞ �u⊃ ∞ �○ヽ �N �寸 ∞ �ト、- �ト- �∞ �∞ �∞ �トー �∞ �∞ �∞ �∞ �∞ �∞ �トー �〔、- �∞ �トー �〇、〇 �ト- �〇、〇 �∞ �∞ �〇、- �∞ �∞ �亡、、- �〔、、- �∞ ������∞ �∞ �∞ 

Ⅲ �ぜ 離 �ぐう �N �く⊃ �⊂⊃ �1・〇〇〇 �(叉) �ぐう �しで⊃ �くe �くつ �ぐつ �⊂> �〇、一 �」で〕 �q⊃ �▼〇〇〇 �u⊃ �ぐう �① �○ヽ �(X) �亡ヽ- �トー �⊂⊃ �⊂> �N �寸 �⊂> �⊂> �の く。⊂) ⊂1つ �「"「 峰⊃ ぐう �〇〇〇 uつ ぐつ �」で〕 uつ ぐつ �はつ �N �(e 

寸 �はう �寸 �寸 �∞ �くe �　● q⊃ �しで〕 �しく⊃ �C▼⊃ �はつ �置i、- �くす �〇、〇 �u⊃ �寸 �∞ �く。⊂) �く。○ �くe �u⊃ �⊂> �u⊃ �はつ �寸 �寸 �⊂つ �寸 �∞ �����寸 �」で〕 �〔、- 
ぐつ �Cつ �〔Y⊃ �ぐつ �ぐ⊃ �〔Y〕 �ぐつ �ぐつ �くつ �ぐう �ぐつ �⊂つ �Cつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �〔Y⊃ �ぐう �〔Y⊃ �Cつ �Clつ �ぐつ �CY⊃ �〔ヽつ �ぐつ �ぐつ �⊂つ �CY⊃ �⊂○ �����ぐつ �ぐ⊃ �ぐつ 

蒸 舐 �⊂⊃ �寸 �∞ �ぐう �① �○ヽ �ぐう �⊂> �⊂わ �トー �〇〇〇 �⊂⊃ �⊂> �〔、、一 �∞ �T"輸1 �① �Cわ �⊂> �トー �1〇〇〇 �く」⊃ �▼-」 �く> �1〇〇〇 �ぐつ �∞ �寸 �① �○) ⊂> ▼〇〇〇 �寸 1○○」 ▼○○ �▼○○ ▼-」 〇〇〇 �○〕 く⊃ 1〇〇〇 �∞ �▼〇〇〇 �⊂> 
▼○○ �▼-」 �⊂⊃ �1-」 �⊂⊃ �⊂> �〇〇〇 �〇〇〇〇 �く⊃ �〇〇〇i �▼〇一〇 �〇〇〇一( �▼一一i �〇〇〇〇「 �く⊃ �〇〇〇一i �⊂> �⊂) �〇〇〇〇1 �⊂⊃ �〇〇〇〇 �1〇〇〇 �▼○○ �「-」 �〇〇〇「 �1-十 �⊂> �▼〇〇〇〇〇 �⊂> �����t○○一1 �丁〇〇〇 �〇一〇 

く> ▼〇一〇 円 ��▼○○1 �▼○○」 �▼〇〇〇「 �十〇葛I �〇〇〇-1 �▼一〇 �〇〇〇 �T-「 �▼〇〇〇〇 �▼一〇 �十〇十 �▼〇十 �1○○」 �▼〇〇〇十 �〇〇〇 �1〇〇〇 �▼〇十i �▼○○1 �〇〇〇 �○○「 �「〇〇〇 �▼○○ �▼一一I �〇〇〇 �〇〇〇 �〇〇〇〇 �▼〇〇〇 �〇〇〇 �葛○○ �����▼○○ �▼〇〇一i �▼一〇 

蒸 �N �∞ �○ヽ �T〇〇〇十 �▼〇〇〇〇〇 �」で〕 �しで〕 �く⊃ �置、- �u⊃ �∞’ �q⊃ �▼"〇〇〇 �亡i、- �ぐ、- �Cわ �しで〕 �u⊃ �q⊃ �⊂ヾ �置、○○ �ぐ、- �N �くつ �ぐつ �ぐう �はつ �ぐつ �(:鷺) �Cわ ぐつ 寸 �じつ は⊃ 寸 �N CY⊃ 寸 �しく⊃ くつ 寸 �寸 �く⊃ �しで〕 ⊂> �」で〕 �」で〕 �m �寸 �N �寸 �C▼つ �q⊃ �⊂> �ぐつ �N �く> �寸 �くつ �くe �」で〕 �亡、- �く⊃ �eヾ �〔ヽ一 �⊂> �⊂つ �⊂わ �⊂⊃ �くe �はつ �寸 �⊂つ �����⊂> �寸 �⊂> 
〔、、葛 �捌 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �ぐつ �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �����寸 �寸 �寸 

出 珊 �N �トー �▼〇〇〇 �ぐつ �○○ �⊂> �○ヽ �トー �して〕 �置ヽ- �(X) �Cつ �N �(X) �ぐヾ �ぐつ �寸 �① �ぐD �寸 �はつ �N �トー �ぐう �N �置、 �〇〇〇〇 �ぐつ �ぐう �〇・〇〇 亡、- �く⊃ ト- �∞ くe �しくつ くo �○ヽ �○) �ぐつ 置、- �く」⊃ �くつ �トー �くe �し、- �q⊃ �くつ �くe �ト- �くつ �亡へ- �トー �くe �聾⊃ �〔、 �tO �く」D �くつ �⊂○ �くe �トー �く○○ �〔、、 �ぐ、一 �ぐO �くe �亡、、- �ぐ○ �����亡、葛 �く○ �し、葛 

Ⅱエ �画 輔 �ぐつ �し」⊃ �トー �〔Y⊃ �Cつ �⊂> �⊂つ �〇、〇 �○) �u⊃ �く」⊃ �∞ �亡、- �寸 �置、- �寸 �(e �ぐう �⊂> �∞ �ぐう �せ⊃ �置、- �(二で) �〇〇〇 �くe �寸 �ぐう �N �▼〇〇・〇 〇ヽ Clつ �○ヽ トー ぐつ �く⊃ (○ ○つ �∞ qO ぐう �∞ �u⊃ �⊂> 

く○○ �亡、- �くe �ぐD �○〕 �① �∞ �」で〕 �く○ �○〕 �〔、- �∞ �くe �亡ヽ- �トー �くe �〇、 �∞ �⊂> �寸 �置、- �∞ �亡i、○ �○○ �く」⊃ �ト、一 �くe �ぐ⊃ �○ヽ �����○ヽ �トー �○) 

ぐつ �C▼⊃ �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �〔ヽつ �ぐつ �Ciつ �ぐつ �⊂つ �ぐう �ぐつ �ぐつ �⊂つ �ぐつ �〔ヽつ �ぐつ �ぐう �寸 �⊂つ �○つ �ぐつ �C▼つ �Cつ �⊂つ �⊂つ �Cつ �ぐ○ �CY⊃ �����Clつ �ぐう �○つ 

蒸 胱 �▼○○-1 �ぐつ �⊂⊃ �N �くつ �寸 �寸 �○つ �⊂⊃ �u⊃ �十〇十 �〇°、 �∞ �くエ) �⊂⊃ �N �くe �寸 �〇一I �○ヽ �N �寸 �く> �∞ �N �N �⊂⊃ �N �トー �寸 ○ゝ �寸 ⊂⊃ ▼○○ �寸 く⊃ 〇〇〇〇 �○う ① �しく⊃ �〇〇〇 �亡- 
く> �⊂> �⊂⊃ �⊂⊃ �① �○) �⊂> �⊂> �⊂; �⊂> �⊂⊃ �① �Cわ �⊂⊃ �⊂⊃ �く⊃ �○う �○〕 �⊂> �eヽ �⊂⊃ �く⊃ �⊂> �○ヽ �⊂> �⊂⊃ �⊂⊃ �⊂> �○ヽ �����⊂> �⊂⊃ �○〕 

⊂> ぐつ 甲 ��1○○( �章-「 �▼・〇〇十 �▼〇〇〇〇 ���〇〇〇〇 �▼-"「 �1〇〇〇〇i �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 ���▼○○ �〇〇〇 �〇〇〇 ���1〇〇〇 ��▼〇〇〇 �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 ��1○○寒 �○○○○ �▼一〇 �▼〇〇〇 ������冒○○ �〇〇〇 

蒸 �ぐう �1-」 �ぐつ �置、、葛 �置、 �く」⊃ �寸 �⊂iつ �く。○ �⊂つ �置、、- �寸 �寸 �⊂つ �〔Y⊃ �Ciつ �ぐう �⊂> �∞ �はつ �くe �∞ �はう �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 �○ヽ �⊂⊃ �して〕 �▼〇〇〇 �N ぐつ しで〕 �く○ ○ヾ はつ �ぐつ く○○ 寸 �ぐう Cわ 寸 �○) �⊂⊃ �〇・〇〇 N �〇〇十 �⊂⊃ �○ヽ �∞ �⊂> �〇〇〇〇〇 �しで〕 �○〕 �∞ �∞ �くつ �N �○) �ぐつ �N �〇〇〇〇 �〇〇〇〇 �ぐe �▼〇〇〇 �▼〇〇〇 �l」⊃ �トー �寸 �N �1〇〇〇 �① �∞ �(X) �����(鷺) �○〕 �寸 

く。○ �抑 �寸 �uつ �しで〕 �寸 �寸 �しで〕 �しく⊃ �寸1 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �し」⊃ �」で〕 �し○ �寸 �寸 �寸 �しく⊃ �寸 �寸 �」で〕 �くす �し」⊃ �寸 �くす �寸 �����寸 �寸 �寸 

骨 相 �ぐヾ �寸 �N �○ヽ �N �しく⊃ �寸 �q⊃ �」で〕 �∞ �寸 �I」⊃ �○○」 �N �〇〇十 �⊂⊃ �▼-"1 �N �⊂> �ぐつ �寸 �u⊃ �N �寸 �ぐつ �寸 �N �Cわ �N �くe 寸 �lで) し○ �す、一 」で〕 �山⊃ �○ヽ �寸 �」で〕 く。こ) �しで〕 �しふっ �山⊃ �寸 �寸 �はつ �l」⊃ �しで〕 �しで〕 �はつ �u⊃ �くe �して〕 �」で〕 �くつ �寸 �寸 �」で〕 �u⊃ �はつ �u⊃ �しく⊃ �し」⊃ �くつ �」で⊃ �I」⊃ �u⊃ �寸 ����」で⊃ �しで〕 �u⊃ �はつ 

Ⅲ ⊂⊃ N ロモ �せ] 轍 �寸 �「-」 �〇〇〇 �くe �細○○ �○〕 �亡、- �」で〕 �くX) �トー �寸 �① �N �⊂> �N �〔Y⊃ �く⊃ �⊂> �⊂> �ぐつ �寸 �く⊃ �N �(X) �q⊃ �くつ �∞ �⊂つ �Cわ �〇°○ ○つ ぐつ �1〇〇 〇) ぐつ �し○ ① ぐつ �Cね �くγ〕 �寸 �○ヽ 

く⊃ �Cわ �⊂> �⊂⊃ �∞ �∞ �∞ �① �∞ �⊂わ �e3 �○ヽ �⊂⊃ �(X) �〔1つ �〇〇〇 �○〕 �　● ∞ �トー �○) �∞ �∞ �① �○ヽ �⊂> �① �∞ �⊂> �トー ����∞ �⊂⊃ �○ヽ �○ヽ 
寸 �ぐう �寸 �寸 �ぐiつ �ぐう �ぐつ �ぐう �CY⊃ �ぐう �ぐう �ぐつ �寸 �ぐつ �寸 �寸 �ぐう �ぐう �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐう �〔1つ �ぐつ �寸 �ぐつ �Cつ �寸 �ぐう ����ぐつ �寸 �ぐつ �ぐつ 

蒸 鞘 �〇、〇 �⊂わ �トー �CY⊃ �te �N �N �① �∞ �〇一i �(丈) �トー �」で〕 �「「 �くe �〇〇〇〇 �寸 �○○鵜i �∞ �ぐつ �⊂> �く⊃ �トー �∞ �(こて) �∞ �∞ �⊂1つ �くe �ぐつ ∞ �ぐう ○ヽ �〇一I ① �∞ �⊂ヾ �Cわ �トー 
∞ �∞ �∞ �○ヽ �∞ �∞ �○) �(X) �∞ �⊂わ �∞ �∞ �∞ �① �∞ �○ヽ �∞ �∞ �∞ �∞ �① �○〕 �∞ �∞ �∞ �∞ �∞ �① �∞ ����∞ �○) �∞ �　● ∞ 

蒸 �寸 �∞ �e) �ぐつ �〇〇〇 �N �寸 �N �く⊃ �N �∞ �卜、- �Cつ �ト、- �N �⊂⊃ �⊂⊃ �く⊃ �○ヽ �∞ �u⊃ �寸 �∞ �⊂つ �∞ �▼〇〇〇 �寸 �CY⊃ �寸 �⊂つ ぐヾ 寸 �N ① 寸 �▼-」 N 寸 �▼○○ N 寸 �∞ �「"一i �⊂つ 「○○ �▼〇〇〇 �⊂> �∞ �」で〕 �○〕 �くo �く⊃ �N �N �1葛"1 �トー �Cわ �∞ �ト、- �くe �∞ �∞ �u⊃ �N �1〇〇〇 �⊂⊃ �〔、、一 �N �N �ぐう �N �○ヽ �寸 �����N �○○ �くつ 

くe �脚 �寸 �寸 �寸 �寸 �⊂iつ �ぐつ �寸 �寸 �寸 �寸 �寸 �Clつ �ぐつ �ぐう �〔1つ �寸 �ぐつ �N �ぐう �ぐう �寸 �寸 �⊂つ �寸 �くす �寸 �寸 �寸 �Cつ �����寸 �寸 �⊂▼つ 

骨 相 �∞ �N �∞ �亡、、- �寸 �トー �N �寸 �〇〇〇 �(e �1○○「 �ぐう �〇、〇 �⊂> �す、葛 �はつ �N �寸 �∞ �○○ �▼-■ �寸 �① �寸 �Cわ �〔1つ �Cわ �∞ �寸 �∞ ぐつ �ぐつ 寸 �寸 寸 �1〇〇〇 寸 �くo �N �N 寸 �くす �ぐう �寸 �ぐつ �ぐう �寸 �寸 �寸 �ぐつ �寸 �寸 �寸 �寸 �ぐつ �寸 �Clつ �Clつ �CY⊃ �寸 �寸 �〔1つ �〔1つ �寸 �寸 �寸 �Cつ �寸 �○つ �����ぐつ �寸 �寸 

Ⅱ工 く⊃ ▼一〇 Ⅱこ �せ 鞘 �し【⊃ �∞ �寸 �① �山⊃ �」で〕 �⊂> �▼〇〇〇 �くつ �N �亡、- �寸 �⊂⊃ �ぐう �ぐつ �∞ �1〇一〇 �∞ �u⊃ �ぐつ �u⊃ �∞ �○ヽ �しで〕 �∞ �色⊃ �⊂⊃ �Cわ �ぐつ �Cつ ◆ ⊂> 寸 �uつ く⊃ 寸 �⊂iつ ● く○ ○つ �く⊃ ● ∞ ⊂iつ �ぐO �亡、- �〇、〇 

tヽ- �∞ �亡ヽ- �ト、- �」で⊃ �○〕 �⊂> �q⊃ �ト、- �(o �置ヽ- �しく⊃ �tヽ- �Cわ �∞ �　● トー �くe �くe �∞ �」で〕 �はつ �寸 �く○ �寸 �くつ �∞ �トー �亡、- �u⊃ �����く」⊃ �亡、葛 �しく⊃ 

ぐつ �くつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �寸 �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �〔Y⊃ �ぐつ �ぐつ �⊂つ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �����ぐつ �⊂1つ �ぐつ 

蒸 胱 �∞ �N �CY⊃ �」で) �⊂> �く⊃ �〇〇〇〇 �く○ �▼○○」 �ぐう �ぐつ �⊂わ �トー �N �○〕 �寸 �○○ �し」⊃ �しで〕 �b �∞ �寸 �⊂⊃ �ぐ、一 �⊂> �N �し(〕 �u⊃ �▼〇〇〇 �▼○○ ◆ t、 �ぐヾ ∞ �∞ トー �▼○○ トー �ぐう 〔、葛 �寸 �Cわ 
くe �トー �亡ヽ- �〔、- �〇、- �置、- �(〕○ �トー �　● ぐ、- �す、- �トー �く」⊃ �ぐD �置、- �く○ �ぐ、葛 �ぐe �くe �トー �ト、- �(o �トー �亡、葛 �くエ) �トー �富、・- �トー �トー �.● 〔、- ������ト、- �くe 

蒲 �くe �く⊃ �くe �くo �⊂> �① �N �くe �① �⊂> �∞ �寸 �くe �寸 �トー �∞ �寸 �寸 �トー �〔ヽ- �トー �して〕 �しく⊃ �Cつ �亡、- �N �∞ �寸 �寸 �く⊃ �ぐヾ 寸 ぐつ �卜、一 〇〇〇I 〔Y⊃ �トー N N �u⊃ q⊃ N �N �寸 ぐ、- �はう �くo �▼〇〇〇i �▼○○ �ぐe �N �① �〇・〇 �くつ �q⊃ �○○「 �亡ヽ- �書、葛 �ぐつ �○ヽ �○ヽ �○ヽ �寸 �▼〇〇〇 �トー �CY⊃ �N �▼・○○ �〔、、- �∞ �亡、- �N �〇〇〇 �○〕 �����(二着) �▼〇一〇 

くe �鮒 �N �N �N �ぐつ �N �N �ぐつ �N �N �N �N �N �N �○○○○ �N �N �▼〇〇〇「 �丁〇〇〇 �N �N �▼-■ �N �N �N �N �N �N �ぐつ �N �ぐヾ �����N �N 

苫 抽 �〇〇十 �⊂ヾ �○○「I �寸 �⊂> �▼○○」 �寸 �N �⊂⊃ �C○ �「-1 �⊂> �⊂⊃ �⊂> �∞ �〔1つ �置、 �∞ �▼○○ �∞ �(X) �∞ �① �○ヽ �N �○つ �N �u⊃ �e �N �」で〕 ぐつ �ぐつ ぐつ �⊂⊃ ぐつ �∞ N �N �く⊃ Clつ �ぐう �ぐつ �ぐつ �C育 �ぐつ �○つ �ぐう �ぐつ �N �ぐつ �ぐつ �CY〕 �ぐう �N �⊂つ �N �N �Clつ �N �N �N �N �N �ぐつ �ぐつ �ぐう �ぐう �ぐつ �〔Y⊃ �����ぐつ �ぐつ 

Ⅱ工 ⊂> ぐつ 甲 しで〕 �蒸 献 �N �〇〇〇」 �○つ �○〕 �トー �▼○○ �ぐつ �くつ �ぐつ �N �し○ �なつ �∞ �∞ �」で〕 �トー �u⊃ �トー �∞ �⊂⊃ �○ヽ �① �N �N �寸 �N �くつ �く⊃ �ト- �N �く轟 くo �ト一 〇」⊃ �寸 」で〕 �Cわ し」⊃ �q⊃ �∞ 

u⊃ �u⊃ �はつ �しで〕 �しで〕 �しで〕 �くo �l,で〕 �し○ �く」⊃ �u⊃ �しく⊃ �寸 �くす �寸 �」で〕 �u⊃ �寸 �」で〕 �しで〕 �寸 �しで〕 �はつ �u⊃ �u⊃ �は⊃ �しで〕 �くe �」で〕 �　● 」で〕 �����はつ �」で〕 

蒸 �⊂わ �〇一 �∞ �∞ �N �N �ぐや �寸 �くつ �〇〇〇〇 �ぐe �し○ �N �q⊃ �卜- �∞ �▼〇十 �∞ �ぐう �N �トー �く> �寸 �N �⊂> �くe �1一■ �⊂ヾ �N �∞ �〔o ト一 〇○○ �「○○ でつ ▼○○ �く⊃ ○ヽ �⊂わ 寸 ▼〇〇〇 �ぐつ �ぐe ⊂⊃ �∞ �Cわ �寸 �1〇〇〇 �Cわ �ぐ⊃ �N �∞ �くす �〇〇〇 �▼〇〇〇 �① �q⊃ �く」D �〔1つ �▼○○ �くつ �1〇一〇 �⊂⊃ �く○ �N �○ヽ �1〇〇〇 �N �① �▼〇十 �u⊃ �〇十 �○) �����N �○○ 

揃 �●〇〇〇 ���▼〇〇〇 �1〇〇〇 ��〇〇〇 �▼〇〇〇 ��1〇〇〇 �「"「 �「○○ ����〇〇〇〇 �▼○○」 ��▼○○ �▼〇一〇 ��▼-」 ��1〇〇〇 �「-1 ��▼〇〇〇 �1〇〇〇 �1〇〇〇 ������1〇〇〇1 �▼"○○ 

苗 抽 �u⊃ �寸 �寸 �⊂> �q⊃ �u⊃ �〔、- �∞ �〇、〇 �q⊃ �くe �くつ �く。くつ �ぐつ �⊂> �① �寸 �葛-1 �し∫〕 �して〕 �u⊃ �くe �寸 �し○ �u⊃ �し○ �くe �○○ �〇一 �【、、一 �∞ N �∞ N �〇、〇 N �く」⊃ N �ぐ、- �く○○ N �N �N �CY⊃ �N �N �ぐヾ �N �N �ぐヾ �N �N �eヾ �N �N �N �N �N �N �N �N �ぐヾ �N �N �N �N �N �ぐう �N �N �����N �N 

Ⅱエ 鞋 鱒 � �Ⅲ �Ⅱ工 �Ⅲ �Ⅱ工 �Ⅲ �□工 �Ⅱ工 �Ⅱ工 �Ⅲ �Ⅱエ �Ⅱ工 �Ⅱ工 �Ⅱ工 �Ⅱ工 �Ⅱ工 �□工 �皿 �皿 �Ⅱ工 �Ⅲ �Ⅲ �Ⅲ �Ⅲ �Ⅱ工 �Ⅱ工 �Ⅲ �ロエ �Ⅲ �Ⅲ �Ⅲ �Ⅲ ぐつ 申 しで〕 �Ⅱ工 寸 重賞 しで〕 �□工 くe 頂く u⊃ �□工 ぐつ 頂く u⊃ �Ⅱエ �Ⅱ工 
亡、・- �くe �くe �u⊃ �u⊃ �しで〕 �」で〕 �」で〕 �ぐ、- �寸 �し○ �く」D �① �⊂> �▼一一I �⊂> �○) �○ヽ �① �○) �〇〇〇 �亡、- �⊂わ �∞ �くす �しで〕 �寸 �⊂つ �u⊃ 平 」で) �ぐつ 甲 」で〕 �����寸 �しで〕 

町 �甲 �甲 �甲 �甲 �Ⅲこ �甲 �Ⅲこ �田こ �Ⅱこ �吐く �甲 �中 �▼○○ Ⅱこ しで〕 �▼〇〇〇 円 しく⊃ �「-1 亡申 しで〕 �頂く �吐く �甲 �甲 �○○ 甲 u⊃ �Ⅲこ �甲 �甲 �甲 �ロコ �甲 �頂く �������甲 �平 
u⊃ �はつ �しで〕 �し」⊃ �はつ �山⊃ �」で〕 �し」⊃ �しo �」で〕 �し○ �」で〕 �し○ ����u⊃ �しく⊃ �しで〕 �」で〕 ��し○ �しで〕 �しく⊃ �細⊃ �して⊃ �して〕 �しで〕 �������しで⊃ �しで〕 

趣 �ー �」で〕 �くe �富ヽ- �∞ �① �⊂⊃ �十十 �N �CO �寸 �嬰 甘 �しの �して〕 �くo �ぐ- �∞ �○〕 �く⊃ �十十 �N �∽ �寸 �●iI 甘 �し○ �山⊃ �くo �卜一 �(職〕 �〇、 �⊂> �十十 Iなく �N [雪 �Cつ ロゴ �寸 仁王 �埋 甘 �し(〕 

廿 ��eヾ �N �N �N �N �ぐう �������N �N �N �N �N �ぐう �������N �N �N �eヾ �N �ぐつ ココ �こエ二 �コ二 �エコ �こココ �ココ �仁王 �仁王 �仁王 �くつ= �骨- �ロゴ �ココ �ココ �ココ �エ: �こェ二 �エ二 �仁王 �[ヒ �〇三 �〔二王 �常- �仁と �ココ �こエコ �コ二 �コ二 �王二 �コ‡ �����骨- �さく 

凶 �査 � � � � � �糾 �苺 � � � � � � � � � �余 �攫 �諜増 �H 十こ+ � � � � � � � � �糾劇 �輔 �聖′ �諜輯 � � � � 
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出 軸- �亡、、葛 トー �の す- �」で〕 亡、- �くつ トー �CY⊃ ∞ �⊂⊃ (責〕 �∞ ト、- �寸 ∞ 
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出 柑 �ぐつ ぐつ �ぐつ ぐつ �1-○○ 寸 �N 寸 �▼○○書 寸 �∞ 寸 �⊂> 寸 �Cヾ 寸 
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蒸 献 �N ∞ �ぐう ∞ �寸 ∞ �くe ● ∞ �寸 ∞ �しで⊃ ● ∞ �寸 ∞ �〇、一 トー 

蒸 醐 �⊂> しで〕 ぐつ �〔Yつ Cわ ぐう �はつ N 寸 �寸 N 寸 �〇、 丁-」 寸 �くe ⊂1つ 寸 �(X〉 く> 寸 �N ⊂わ ぐつ 
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呂 甜 �寸 N �▼○○ N �はつ N �〔1つ N �N N �○つ N �⊂つ N �⊂ヾ N 
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蒸 脚 �∞ しで〕 ⊂1つ �トー Cわ N �∞ く> 寸 �し〔⊃ 」で〕 CYつ �u⊃ ぐつ N �▼・○○」 ぐD N �⊂⊃ ∞ ぐつ �▼-+ ぐヾ ⊂つ �寸 ▼○○ ⊂ヾ �○〕 〔○ ぐう �⊂⊃ N ○○ �寸 N N 

出 師 �∞ N �く> ぐつ �「一書 で1つ �〇〇〇 〔Yつ �∞ N �○ヽ N �N ⊂iつ ● �⊂> Cつ �∞ N �トー N �○〕 N �∞ N 
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埋 甘 ��しく⊃ N こエ �くe N ココ �トー N 二王 �∞ N 王事 �Cわ N エコ �⊂> ぐつ コ:雪 �「「 ロゴ �剛 食雪 �〔わ 〔ヒ �寸 ⊂ヒ �埋 出 汁 �」で〕 仁王 
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( �襲 �⊂> �○〕 �N �N �〇〇・十 �○○■ �∞ �寸 �くつ �∞ �∞ 

轟 堅 �⊂> �〇一i �⊂⊃ �く> �寸 �▼-」 �⊂⊃ �寸 �▼-○ �く⊃ �⊂> I 

蛍 �⊂> �e �⊂⊃ �く⊃ �⊂⊃ �く⊃ �⊂⊃ �▼-○ �⊂> �く⊃ �⊂> 

尊 ( きり く> ↑-〃1 H �せ 油 �⊂⊃ �占 �⊂⊃ �⊂⊃ �⊂⊃ �く> �⊂⊃ �e �⊂> �⊂⊃ �⊂⊃ 

現 昧 �「○○ �1〇〇〇〇 �N �N �くつ �はつ �ぐ- �∞ �〇・i・- �寸 �N くず くつ 〔とく ① 。」重 く粛 十ふ くe ��⊂⊃ �く⊃ �⊂⊃ �く> �N �⊂⊃ �く⊃ �⊂⊃ �⊂⊃ �⊂> �⊂⊃ i 

韓 �く○ �Cわ �∞ �⊂> �① �N �(」⊃ �(X) �N �∞ �寸 
(0 ) 邸 唱 �抑 遵 �⊂⊃ �く> �⊂⊃ �●・〇〇〇 �1〇〇〇 �▼-○ �〇〇十 �1〇〇〇 �▼-○ �く⊃ �⊂⊃ I 

堤 �寸 �ぐつ �ト〇一 �トー �山⊃ �(X) �∞ �[i、i- �ぐO �くe �⊂⊃ 

寵 �N �1〇一〇 �寸 �しく⊃ �しで〕 �○ヽ �卜- �ぐう �N �(丈) �(e 

峠 �N �〔1つ �ぐつ �ぐつ �ぐつ �N �`1つ �ぐう �〔1つ �寸 �〇〇〇〇 

堤 潮 �寸 �トー �▼-○ �○) �○ヽ �⊂▼⊃ �く⊃ �」で〕 �し、 �寸 �寸 
○ヽ �」で〕 �寸 �N �しく⊃ �トー �① �置、- �N �○ヽ �〔1つ 
くつ �く」⊃ �くe �くつ �しで〕 �くo �u⊃ �」で〕 �① �寸 �1-○ i 

( 叢薄 ¥ ��1〇〇〇「 �寸 �くつ �寸 �⊂⊃ �∞ �〇、一 �eヾ �寸 �⊂> �寸 

しの �」で〕 �」で⊃ �」で〕 �」で〕 �して〕 �」で〕 �しで〕 �」で〕 �はつ �⊂⊃ i 

艶寒 ��亡ヽ葛 �剛 �○ヽ �▼-○ �∞ �⊂⊃ �寸 �寸 �〇〇〇〇 �▼〇〇〇 �く⊃ 

〇一〇 �∴　し,くつ �Cつ �1〇〇〇 �寸 �ぐ- �〔Y⊃ �はつ �寸 �∞ �寸 

○〕 �○〕 �○〕 �○〕 �○〕 �⊂わ �○〕 �① �○ヽ �① 

缶 ¥/ �u⊃ �寸 �トー �くe �▼-」 �Cて) �∞ �」で〕 �亡、- �」で〕 �N 
ぐヾ �1〇一t �1-○ �N �▼-」 �⊂⊃ �▼-「 �▼-○○ �〇〇〇〇〇 �⊂> �▼〇〇〇 I 

董 �C▼⊃ �寸 �∞ �U⊃ �▼-○ �∞ �∞ �ぐつ �く。e �⊂D �⊂⊃ 
ト一 〇〇・○○ �ぐヾ �1〇〇〇〇〇 �1-○ �N �▼-○ �⊂⊃ �「-1 �▼-○ �1〇〇〇 �く⊃ �〇〇〇■ i 

昌 �」で〕 �⊂⊃ �トー �∞ �N �(X) �① �N �1一〇 �∞ �寸 
∞ ○○1 �Cつ �N �⊂ヾ �ぐつ �▼〇〇〇1 �⊂⊃ �▼〇〇〇 �1-○○ �ぐヾ �⊂⊃ �1-「 i 

昌 �(二〇 �寸 �く」⊃ �○〕 �N �寸 �○) �N �寸 �くつ �∞ 
( さミ ) 特 集 世 襲 �しf〕 ∞ ▼一〇 �寸 �ぐつ �寸 �しで〕 �eヾ �1-「 �○ヾ �eヾ �⊂iつ �〇〇〇( �▼〇〇〇〇 I 

昌 �T〇一i �e〕 �∞ �〇〇〇 �置ヽ- �寸 �寸 �∞ �ぐう �寸 �○ヽ 
○ヽ �寸 �〔e �○ヽ �ト、- �ぐう �(X) �」で〕 �N �トー �○○1 �」で〕 

〇〇〇〇 �N �1-○○ �〇一I �ぐヾ �▼-「 ��▼-「 �〇〇十 �○○■ �〇〇〇〇 �i 

董 �く⊃ �N �○つ �ぐヾ �寸 �寸 �く> �亡、、- �○ヽ �ぐつ �q⊃ 
く> �eヾ �ぐつ �○ヽ �① �し、- �∞ �〇、〇 �くe �亡- �」で⊃ �N 

N �」で〕 �u⊃ �寸 �寸 �寸 �〔1つ �寸 �寸 �寸 �寸 �I 

貢 �1〇〇〇 �∞ �ぐう �寸 �① �1-「 �」で〕 �○〕 �くつ �寸 �寸 
〇一t �⊂> �① �∞ �∞ �e) �1-○ �ぐO �○〕 �〔ヽつ �寸 �▼○○「 

N �▼○○ �○○"一葛 �▼-「 ��N �寸 �N �Cヾ �⊂ヾ �ぐつ �▼-「 

昌 �置ヽ- �⊂⊃ �Cわ �して〕 �寸 �ぐう �置、- �⊂つ �⊂⊃ �寸 �寸 
N N �⊂> �N �〇一I �⊂⊃ �ぐつ �∞ �eヾ �寸 �くつ �しで〕 �⊂ヾ 

蝶 榔 笹 ・":: �　　( �○ヽ �ぐつ �ぐつ �トー �⊂⊃ �○ヽ �⊂⊃ �」で〕 �▼〇〇〇 �○ヽ �藷 

珊瑚呈 在害毒 ヽ〇一/ �ぐ、- �○ヽ �し○ �ぐつ �トー �寸 �く○ �ぐO �して〕 �ぐう �Cわ 
しで〕 �山⊃ �」で〕 �しく⊃ �」で〕 �u⊃ �寸 �はつ �しで〕 �」で〕 

珊 �トー �ト- �寸 �○〕 �」で〕 �し〔〕 �▼"〇〇〇 �∞ �○〕 �亡、- �尊 

詳3 �N �1一一1 �N �▼一〇 �〇〇〇〇〇 �▼○○ �N �○○ �▼〇〇〇 �⊂⊃ �e〕 
N �N �N �ぐヾ �N �Cヾ �eヾ �N �N �N 

寵簿 �寸 �○〕 �○ヽ �∞ �eヽ �〔・- �○ヽ �⊂⊃ �○ヾ �① �〇、〇 
N �(二×〕 �」で〕 �寸 �N �ぐO �∞ �ぐつ �寸 �∞ �寸 
∞ �(X) �∞ �∞ �(X) �∞ �〇、〇 �∞ �∞ �(ズ) 

⊆ヽ � � �● � � � � � � �● �≧象 

珊 �擢垂 録昌 �寸 N �寺・ �して⊃ ⊂わ �○〕 く。e �⊂> ぐつ �○ヽ ∞ �しで〕 ○ヽ �くつ〕 寸1 �eヾ く」⊃ �く」○ N �くe ① 
⊂> �ぐO �〔、i○○ �○ヽ �N �山⊃ �(二〇 �l〇〇〇 �くつ �ぐつ 

害 ��〇十 �く> �●　∞ �⊂⊃ �N �　●¥ ○ヽ �⊂> �　●ヽ 〇〇〇〇 �⊂⊃ �① 
ぐつ �ぐつ �N �〔Y⊃ �ぐつ �N �ぐつ �〔ヽつ �C▼つ �N 

警醒 �寸 �○○1 �寸 �○〕 �〔e �丁一〇( �○ヽ �章、- �く⊃ �トー �誉 
〔e �∞ �くこ〉 �○○ �⊂⊃ �▼〇〇〇1 �○ヽ �○〕 �e �○〕 �く⊃ ○○」 

亡、- �トー �トー �∞ �C〇 �(X) �亡、- �ぐ、- �(二〇 �亡、- 

( 喜欝 ) �〔○ �寸 �〔、、- �〔▼⊃ �▼〇〇〇 �章、- �⊂⊃ �1〇〇〇 �」で〕 �∞ �蓄 

⊂> �⊂わ �置ヽ- �u⊃ �⊂⊃ �くe �① �○〕 �∞ �(e �○) 

寸 �Clつ �⊂つ �Cつ �寸 �〔1つ �ぐつ �ぐつ �Cつ �ぐつ 

( ��○○ �く⊃ �▼〇〇〇 �」で〕 �寸 �ぐヾ �ぐつ �ぐヾ �」で〕 �トー �蕎 
〔口 ��▼〇〇〇 �しで〕 �∞ �(X) �N �寸 �○〕 �ぐつ �▼〇〇〇 �N �く> 

雨用宝 梁米喜 ) ��」で〕 �u⊃ �寸 �寸 �」で〕 �し○ �寸 �山⊃ �」で〕 �」で〕 �〇〇〇 

〔、、 N �∞ N �○〕 N �く⊃ ぐつ �唱 �N �CY〕 �寸 �○○- 甘 掲 �しI〕 �潤 ● 重 出 娼 

ココ �ココ �こココ �こ工二 �瞳で �〔雪 �食く �仁王 ��〔雪 
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S ( ロ〕 ⊂> 〇一i H ⊂ヴ 蓉 ① 。」牽 く照 +ふ く寄 ∽ ) 部 咄 �蛍 南 雲 �くe く⊃ �ト一 〇〇〇〇 �1"-1 く⊃ �⊂-つ N �Cヾ く⊃ �N N �〇〇〇 Cヾ �ぐつ l-」 �○ヾ く⊃ �▼〇〇〇1 1〇〇〇 I 

現 せ 柵 �⊂⊃ く⊃ �⊂⊃ ⊂> �1〇〇〇 ⊂⊃ �⊂⊃ ⊂⊃ �く⊃ ⊂> �⊂⊃ ⊂⊃ �く⊃ ⊂⊃ �く⊃ く⊃ �⊂⊃ ⊂> �⊂⊃ ⊂> 

薬 昧 �く⊃ くつ �ぐつ く⊃ �〇〇〇〇i ⊂) �〔▼つ く⊃ �剛 ⊂⊃ �し○ ⊂⊃ �N ⊂> �⊂ヾ く⊃ �“○○ ⊂⊃ �⊂ヾ ⊂⊃ i 

蛍 舶 捲 �」で〕 ⊂⊃ �〇〇〇 ▼○○ �∞ ⊂⊃ �ぐe ▼○○-教 �(X) ⊂⊃ �寸 N �u⊃ ○○「 �剛 ▼〇〇〇 �置、i- く⊃ �」で〕 ⊂> i 

遭 寵 粟 �〔Y⊃ ⊂つ ぐY⊃ �ト一 寸 ⊂1つ �寸 寸 ぐつ �○ヽ Cヾ C▼⊃ �寸 くo ぐヾ �【、、○ ○ヾ ぐつ �∞ くe Cつ �⊂> ⊂つ ぐ1つ �し〇 〇、〇 〇ヾ �」で〕 し○ I 

薬 潮 �く○ 」で〕 ぐe �eヾ ⊂ヾ くe �ぐO 甘 く○ �○〕 N くo �寸 N 山⊃ �○ヽ 〔Y⊃ 」で〕 �寸 ○〕 」で〕 �〇一† ⊂⊃ くe �しで〕 〇〇〇〇■ トー �寸 〇十 〇〇〇 

( 叢薄 ¥ ��寸 」で〕 �t“・- 」で〕 �く⊃ くe �くo 寸 �⊂⊃ くe �∞ 寸 �寸 しく⊃ �寸 u⊃ �CY⊃ 」で〕 �○○○○ く⊃ I 

藁簿 ��1-「 トー Cわ �寸 ぐつ ○ヽ �▼○○-1 〔Y⊃ ○ヽ �○〕 して〕 くつ〕 �Cヾ 寸 ① �くe ⊂⊃ くつ〕 �しで〕 ⊂つ ○ヽ �① ぐう ○〕 �⊂1つ くX〉 ① �〔Y〕 寸 

( �缶 ¥/ �魅つ く⊃ �寸 �⊂> 〇一I �▼-○ �くo �く⊃ �N �十〇十 ▼○○」 �寸 ⊂⊃ �∞ 

〇〇〇〇 ��▼○○1 �⊂⊃ �剛 �「-1 ���く⊃ i 

董 �」で〕 �ぐつ �⊂⊃ �○〕 �〇・〇〇1 �○- �ぐつ �▼〇一〇 「〇〇〇十 �寸 �(X) 
〇、〇 1-○ �⊂⊃ �〇・〇〇 �▼-「 �く⊃ �〇〇〇 �〇〇〇 �▼-重 ��⊂⊃ �⊂> I 

董 �トー �」で〕 �〔、- �∞ �寸 �く⊃ �⊂-つ �ぐう �ぐつ �⊂⊃ 
∞ l〇〇〇 �⊂⊃ �「○○ �▼○○1 �く⊃ �▼""■ �N �▼〇〇一I �1〇〇〇 �⊂⊃ �〇〇〇〇 i 

董 �寸 �」で〕 �ぐつ �〔1つ �し、、- �く」⊃ �∞ �u⊃ �ぐ- �∞ 

きミ ヽ、-/ 特 集 世 襲 �」で〕 ∞ ▼-「 �〇一〇 �N �○つ �〇一〇 �N �ぐつ �N �N �⊂⊃ �「-† I 

董 �∞ �トー �寸 �くC) �して⊃ �○ヽ �N �⊂⊃ �▼-○○ �① 
○) �くつ �⊂⊃ �トー �○〕 �ぐつ �▼-○ �∞ �寸 �」で〕 �∞ 

十〇〇 ��▼-「 �1○○1 ��〇〇〇 �N �1〇〇〇 �〇〇〇〇 ��i 

董 �くつ〕 �しで〕 �N �① �書、 �」○ �置、- �∞ �⊂〕 �(X) 
⊂> �⊂⊃ �〇〇〇 �く⊃ �しく⊃ �〇〇〇〇 �寸 �○〕 �トー �○ヾ �」【⊃ 

⊂ヾ �寸 �寸 �u⊃ �寸 �寸 �し∫〕 �」で〕 �寸 �ぐつ �▼○○ i 

董 �トー �ぐつ �u⊃ �寸 �寸 �〇〇〇十 �しo �∞ �N �寸 
▼〇一I �N �寸 �N �u⊃ �N �〔1つ �寸 �トー �トー �○〕 

N �寸 �ぐつ �N �⊂▼⊃ �ぐつ �▼〇一i �▼〇〇十 �ぐヾ �寸 �▼○○ 

雪 �しIつ くe �○〕 �⊂⊃ �○〕 �しで〕 �⊂⊃ �▼〇〇〇 �i〔1つ 寸 �く⊃ �〔、- 
N N ��⊂○ �ぐつ �寸 �くつ �○○」 �"葛書 ��寸 ▼-■ �○ヽ 

蝶 鰍 笹 壁 間 単 �　　( �○ヽ 〔- くつ �⊂⊃ �○ヽ �ぐ- �N ぐつ くe �1-「 し∫〕 くo �∞ ぐ○ し【⊃ �○○「 °〕 」で〕 �① �蓄 

却帥詑 産室も _上土 ) ��N 〔○ �▼-「 し〔⊃ �くe 寸 �����〔1つ くe �く⊃ ↑"-1 

幹 �1-○○ 寸 ⊂ヾ �寸 寸 N �」でつ ぐつ eヾ �∞ 〔▼⊃ N �▼-■ 〔▼つ N �(X) N ぐヾ �トー N eヾ �」で〕 ぐつ ぐヾ �トー N N �零 e) 

寵簿 �⊂⊃ N ○〕 �① (X) (X) �く○ くe 〔、- �亡、一 種つ ∞ �〇〇一i ○〕 ∞ �富、○ ○つ ∞ �ぐつ く⊃ ∞ �① 寸 ∞ �トー ∞ ∞ �(ズ) ○つ 

⊆ヽ 擢垂 等 �▼○○-1 ▼-」 トー ⊂> ぐつ �ぐつ くe le ∞ 剛 �ぐつ uつ く> ▼〇〇〇i Clつ �⊂ヾ ト一 寸 ぐつ ぐヾ �トー ∞ 寸 ⊂⊃ Clつ �⊂つ く> N 寸 ぐつ �くe ① ∞ 1-○ ぐ⊃ �○ヽ くe く> ●l く> ⊂つ �で○ ○ヽ くe ●ヽ 〇〇〇 〇つ �善 く> ▼○○書 

警欝 �くつ 寸 亡、- �ぐつ くe トー �ト一 箪 �寸 ○つ 〇、、〇 �∞ qO トー �くo ∞ トー �〇十 寸 〇、〇 �▼〇〇〇1 ⊂○ 富、- �寸 u⊃ トー �誉 eヽ 

( 壷欝 ) �N 〇〇〇〇 寸 �トー 置、- 〔ヽつ �ぐつ. 罵∴ �N 剛 ○○ �⊂⊃ ▼〇〇〇 寸 �く○ ぐう 寸 �ト一 〇ヾ 寸 �ト一 〇1 〔Y⊃ �○ヽ 〇〇〇 寸 �善 く⊃ ○○「 

( く鴫 雨間雷 蛙米も 上で ) ��1-○ の しく⊃ �寸 ぐう 」で〕 �∞ N しく⊃ �▼-」 ⊂ヾ くe �〇〇〇○ ○〇〇〇 くe �くe (X) しo �qe ト一 山つ �∞ トー し○ �⊂ヾ N le �蓄 〇 〇〇〇〇 

∞ ぐヾ 寓 �○〕 ⊂ヾ ココ �く⊃ ○つ エコ �唱 仁王 �剛 〔雪 �ぐつ 〔雪 �寸 亡と二こ �壁 廿 娼 �l」つ きヒ �抽 ● 玉 出 娼 

-69-

( さミ ) ( ロコ く⊃ ▼〇〇〇1 ○○ くす 登 ① .,重 く〇 十⊃ 〔ロ ∽ ) 唖 唱 �捉 �ぐヾ ぐヾ �し○ ○ �くo く> �置ヽ- ⊂> �くo　　くe ��くe 〔Y⊃ �トー ▼○○ �⊂ヾ ▼○○ �し」⊃ 

霜 雪 �����く⊃ �oつ ����⊂⊃ I 

辞 せ] 柵 �⊂〉 ⊂> �く> く⊃ �⊂⊃ ⊂> �⊂⊃ ⊂> �く⊃ ⊂⊃ �く> e �く⊃ く⊃ �⊂⊃ ⊂⊃ �く> く⊃ �⊂⊃ く⊃ 

撞 球 �ぐつ く⊃ �u⊃ e �ぐヾ くつ �寸 ⊂ヾ �くo ⊂⊃ �ぐ、一 N �N 〇〇〇 �「-〇 〇〇〇〇 �ぐつ く> �∞ く⊃ i 

親 抑 鞋 �くo く⊃ �〇〇〇 〇〇一1 �○〕 く> �CYつ 〇〇〇〇 �∞ く⊃ �① e �○ヽ 1"-」 �〇〇〇 〇〇十 �○ヽ ⊂⊃ �⊂ヾ く⊃ I 

韓 寵 増 �ぐつ く○ ○ヾ �ぐつ 寸 ぐつ �○〕 寸 〔Y⊃ �○〕 寸 〔つ �はつ ▼○○ ⊂つ �く⊃ 」で〕 ⊂つ �⊂つ ぐヾ ぐつ �〇、〇 〇ヾ 〔つ �⊂⊃ して〕 寸 �〔▼つ ⊂ヾ 〇〇〇 

輿 潮 �しで〕 ⊂⊃ トー �〔ヽ一 種つ くo �寸 ぐう くつ �∞ く⊃ くつ �くつ くつ 〔e �e〕 トー しく⊃ �“〇〇 〇〇〇〇 くつ �寸 ぐつ 〔(⊃ �トー N して⊃ �トー ⊂⊃ ▼-○ I 

( 叢蒋 ¥ ��く⊃ く○ �CYつ くC) �○〕 しで〕 �N くe �寸 くe �」で〕 」で⊃ �亡、 」で〕 �⊂⊃ ⊂○ �○ヽ 」で〕 �〇〇〇〇 ⊂⊃ I 

艶寒 ��○〕. 、∞ ○ヽ �」で〕 ぐつ の �N (e ① �ぐつ ∞ ○ヽ �○ヽ 亡、- ⊂わ �寸 ∞ ○〕 �Cつ い○ ○1 �N トー ① �⊂わ 【ヽ- ⊂わ �ト、- ⊂⊃ 

( �缶 ¥/ �ぐつ ⊂> �∞ 〇〇十 �N 1-」 �」で) ⊂⊃ �トー く⊃ �〔○ ⊂> �⊂⊃ 「-1 �の く⊃ �く○○ く> �N ⊂⊃ I 

星 置、- 1-〃」 �ぐつ く⊃ �寸 「-1 �N ▼〇〇〇〇 �くo ⊂⊃ �トー ⊂⊃ �uつ く⊃ �eヽ ⊂> �∞ ⊂⊃ �ぐ、- ⊂⊃ �1-○ く⊃ I 

董 �」で〕 く⊃ �く〇 〇一‡ �寸 ▼一十 �〔○ ⊂⊃ �くe ⊂> �」で〕 �∞ �○ヽ く⊃ �ぐ- ⊂⊃ �ぐヾ 
(二で) 丁"-1 ������く⊃ �⊂⊃ ���く⊃ I 

昌 �○ヽ ⊂⊃ �∞ N �CY⊃ N �⊂ヾ ▼-○ �〇〇〇 〇〇」 �▼〇〇〇 �〔Y⊃ �」で〕 1-○○ �Clつ 1-「 �⊂ヾ 

さミ ) 惇 鳴 哩 韓 �」で〕 ∞ 葛-1 ������〇〇〇 �〇〇〇1 ���⊂; I 

昌 �寸 寸 �Cつ ぐlつ ○○○○ �〔Y〕 ⊂⊃ 「-† �○つ くX) �u⊃ ぐ- �▼○○-書 �トー �寸 �∞ �くo 
○〕 〇〇・〇 ������∞ �くe �(叉) �トー �⊂⊃ i 

昌 �∞ ト一 〇ヾ �uつ く⊃ u⊃ �寸 くo 寸 �○ヽ 置i一 〇つ �⊂⊃ ○) 〔1つ �く○ �く。e �卜- �⊂⊃ �トー 
⊂⊃ ������∞ �く⊃ �∞ �しく⊃ �⊂つ 

N ������⊂Y⊃ �ぐつ �ぐつ �〔1つ �「 

昌 �N くo 寸 �① しく⊃ N �Cつ N ⊂つ �くe ⊂⊃ 寸 �N N 寸 �u⊃ �く⊃ �しo �〔ヽつ �ぐ- 
▼○○1 ������eヾ �〇、〇 �① �ぐつ �ぐつ 

N ������寸 �寸 �⊂つ �寸 

貢 �く凸 の 1〇〇〇 �くe N �∞ 寸 �Clつ く⊃ 1"-」 �ぐヾ ∞ �▼〇〇〇 �トー �○つ �くe �CY⊃ 
N Cヾ ������∞ �1〇〇一( ▼-○ �e〕 �⊂⊃ 1〇〇〇 �〇〇〇 

蝶 轍 笹 壁 間 単 �　　( �N 寸 くe �N 緯 �○〕 くe しで〕 �寸 は⊃ 寸 �ぐつ ぐつ 山⊃ �トー �Ciつ �⊂⊃ �e �誉 

歌劇葦 志害毒 ) ������く.CI �剛 �〔○ �e �⊂⊃ 」で〕 了 �くつ �しく⊃ �ヽe �1○○-葛 

幹 �⊂ヾ ぐヾ ⊂ヾ �N N N �し○ ○ヾ N �1-「 1-「 N �寸 〇〇〇〇〇 N �∞ 1-「 N �N N ぐヾ �○〕 「-I ⊂ヾ �トー ⊂⊃ N �薔 °〕 

離き �∞ ○ヾ ○〕 �○〕 ぐヾ ∞ �寸 」で〕 ∞ �N ○○ ∞ �∞ (丈) ∞ �し○ ○〕 ∞ �〇〇〇 ⊂つ ∞ �」で〕 ぐe ∞ �▼〇〇〇 トー ∞ �くe く⊃ 

⊆ヽ 盤垂 N童 �寸 トー ▼-〇 〇〇〇〇〇〇 〇つ �⊂ヾ ∞ く> ●ヽ ① ぐヾ �〔、、- く> u⊃ ●¥ ⊂わ N �「"「 しで〕 ① しく⊃ N �○〕 く○ ⊂⊃ 爵 �く> 」で) く⊃ ① N �」で〕 ▼-"○ くつ) ぐつ ぐつ �く」e ⊂つ して〕 ○ヽ N �寸 富、- N ぐつ ぐつ �さミ ⊂iつ 1一〇 ▼"-1 

警醒 �寸 ○ヾ 置ヽ- �CY⊃ N トー �∞ ⊂⊃ ∞ �ぐe 寸 置、、- �ぐつ ① く○ �寸 N トー �○) ぐつ い一 �トー 〔1つ いー �⊂⊃ 寸 (二〇 �≧定 寸 〇〇〇 ▼〇〇〇 

( 講睾 ) �Cヾ ぐつ 寸 �1〇〇〇 ⊂) 寸 �⊂> 置、○ ○つ �はつ 寸 ぐつ �(X) ⊂⊃ 寸 �N ⊂> 寸 �ぐつ くe 寸 �ぐつ く⊃ 寸 �く○ ○) ぐつ �罵 ○ヽ 

( 雨脚呈 軽米喜 ) ��⊂> N ぐO �N ▼〇〇〇 し○ �くo 寸 し○ �ぐヾ 寸 しで〕 �ぐつ 卜一 〇で〕 �〇、〇 〇つ くo �く○ ○○○1 くe �(鷺) 卜一 」で⊃ �○う な、- 」で〕 �導 く> ▼〇十 

∞ N ココ �○〕 N エコ �⊂⊃ ぐう ココ �l目 口雪 �剛 〔雪 �〔わ ロゴ �寸 〔:ヒ �型 廿 嬉 �」で〕 食雪 �拙 ● 玉 出 娼 
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